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対北ビラ禁止法
撤回し国際社会
に説明を

デジタル庁　司
令塔担い行政
の質向上を

コロナ下の入試
感染を防ぎ実力
発揮を

ゴーン被告　逃
亡１年改めて断
罪する

建設石綿訴訟
被害者救済の
制度拡充を急げ

米ＦＢを提訴　問
われるＭ＆Ａの
実態

英ＥＵ合意　離脱
の混迷から教訓
を

企業は持続した
株高生む変革と
挑戦を

検察のあり方
信頼回復への
議論足りぬ

防衛予算　国民
の理解深める努
力続けよ

「鬼滅」のヒット
はかなさを力に変
えて

節約消費にの
み込まれるな

苦境のＪＲ北・四
国　補?だけでは
解決しない

コロナと寺社
人々の不安に
寄り添う活動に

大雪への備え
「命を守る」を最優
先に

外資の土地取
得　一刻も早く
新法成立図れ

在宅勤務用の
裁量労働制で働
きやすく

日中韓首脳会
談　難局にこそ
開催すべきだ

コロナ変異種
機敏な検知で拡
大を抑えよ

学術会議改編
任命拒否問題
が本筋だ

生物多様性
「ワンヘルス」を
着実に

コロナと死別　悲
嘆にどう寄り添う
か

露の毒殺未遂
民主主義への
攻撃許すな

学術会議見直し
は熟慮重ねよ

睡眠導入剤の
混入　信頼損
なった責任は重
い

慰安婦合意５年
「不可逆的解
決」が骨抜きと
は

道開発予算　選
択と集中が見え
ない

コロナの変異種
年末年始守り固
めたい

防衛予算　拡大
路線を見直す時

英ＥＵの合意
世界の安定目
指し協調を

官僚の劣化は
行政機能を低下
させる

慰安婦合意から
５年　生かせな
かった外交成果

天安門外交文
書　武力弾圧に
「融和」姿勢の
誤り

夫婦別姓の議
論　差別の放置
許されない

４次韓流ブーム
世界戦略に注
目したい

脱炭素の戦略
めざす理想もっと
高く

「慰安婦合意」５
年　韓国は約束
破りを改めよ

夫婦別姓の議
論を止めるな

大深度地下の
工事　リスクの
再点検が必要だ

消防団員の減
少　地域防災の
基盤固め急ぎた
い

新幹線札幌延
伸　要対策土の
対応丁寧に

英ＥＵ交渉合意
欧州の一体感
保つよう

コロナ変異種
水際対策に全
力を挙げよ

英ＥＵの通商合
意　最悪の事態
は避けられた

脱炭素戦略　効
果的な支援策を
検討せよ

年末年始の医
療　コロナへの
対応万全に

大阪・関西万博
困難乗り越え未
来築こう

在日米軍の駐
留経費　法外な
負担は見直す
時だ

元農相収賄事
件　規範意識の
欠如が目に余る

英ＥＵ交渉決着
離脱後も協調欠
かせぬ

コロナの年末　甘
い見通し　招いた
危機

自動車の電動
化　日本の競争
優位手放すな

新型コロナの教
訓をすぐに生か
せ

コロナの特措法
改正　野党と協
議し早期対応を

英ＥＵ貿易協定
瀬戸際の合意
に火種が残る

安倍氏の説明
議員辞職してけ
じめを

吉川元農相捜
査　鶏卵業との
関係解明を

安倍氏の弁明
やはり喚問しかな
い

安倍氏国会で陳
謝　疑惑払拭し
負託に応えよ

英国とEUの真
価がこれから問
われる

安倍氏の国会
説明　証人喚問
で解明が必要だ

安倍氏答弁　国
会軽視が重大な
事態招いた

首相記者会見
コロナ対応　万
事が遅い

安倍氏虚偽答
弁　修正だけで
は済まない

「桜」刑事処分
政治責任は極め
て重い

安倍氏秘書を起
訴　政治家とし
て責任は重い

技術革新に挑
み成長につなぐ
脱炭素に

英国で変異ウイ
ルス　水際対策
の強化を迅速に

安倍氏不起訴
不誠実な答弁の
責任は重い

安倍氏不起訴
喚問に応じるの
が筋だ

特措法の改正
罰則の効果は
疑問だ

３５人学級へ　教
員の質確保に知
恵を

「天安門」外交
文書　脅威育て
た失策の反省を

安倍氏の道義
的責任は重い

「桜」で安倍氏不
起訴　秘書の責
任では済まない

種苗法改正　ブ
ランド作物は貴
重な財産だ

夜間中学新設
へ　多様な要請
に応えたい

安倍氏不起訴
捜査は尽くされ
たのか

「天安門」と日本
人権揺るがぬ外
交こそ

中露機の合同
飛行　「尖閣と
竹島」への挑発
だ

欧州は巨大IT規
制で公平な運用
を

菅首相のコロナ
対応　正念場の
覚悟が見えない

露プーチン氏
強権統治の綻
びが広がった

元市議逆転敗
訴　除名処分や
はり疑問だ

袴田さんの裁判
早く無罪を言い
渡せ

元農相の疑惑
解明は菅政権の
責務だ

特措法改正　感
染封じ込めへ成
立急げ

将来性高いゲノ
ム編集食品

「袴田事件」の
最高裁決定　再
審開始の判断を
早急に

鳥インフル感染
迅速な情報伝達
が拡大を防ぐ

中小企業政策
効率重視の再
編危うい

ゲノム編集食品
食べるなら納得
ずくで

建設石綿被害
責任踏まえた救
済急げ

吉川氏が議員
辞職　政府は疑
惑解明に責任を

官民の人材結
集しデジタル政
府を急げ

吉川元農相の
議員辞職　説明
なしでは済まさ
れぬ

デジタル教科書
紙との二者択一
は誤っている

青天井の防衛
費　専守に徹し
精査不断に

吉川議員が辞
職　説明責任果
たさぬまま

前首相聴取　安
倍氏は喚問に応
じよ

「医療緊急事
態」　菅首相は
行動抑制を促せ

飢餓ゼロへ日本
も指導力を

脱ガソリン車政
策　「ハイブリッ
ド後」見据えて

２０２０回顧・世
界　感染症が対
立と分断を深め
た

ＮＨＫの受信料
割増金より改革
が先だ

安倍前首相聴
取　議員辞職に
も値する

コロナワクチン
全体見すえ体制
構築を

イラン核合意
米の復帰に妥
協は禁物だ

「桜」の捜査終
結で幕引きは許
されず

過去最大の予
算案　コロナに
乗じた野放図さ

来年度予算案
借金頼みの財
政膨張は危うい

吉川氏辞職へ
疑惑の説明責
任免れぬ

障害者施設虐
待　なぜ見抜け
なかった

来年度予算案
財政規律のたが
外れた

来年度予算案
財政悪化の現
実忘れるな

学校での性被害
をなくすには

建設石綿で国敗
訴確定　放置し
てきた責任は重
い

２０２０回顧・日
本　社会が根底
から揺らいだ１
年

来年度予算案
不安募る財政の
持続性

来年度予算案
膨張し過ぎでは
ないか

学術会議問題
改組ありきのまや
かし

無形文化遺産
日本の匠の技を
千年先へ

財政規律の緩
みを隠せぬ来年
度予算案

自民党の夫婦
別姓論議　後退
の理由が分から
ない

銀行の規制緩
和　事業広げ地
域の成長促した
い

３５人学級導入
へ　教育の質高
める契機に

文化遺産に登
録　有名無名の
職人の栄冠

文在寅政権　自
由の原則貫いてこ
そ

洋上風力の拡
大　国産技術の
育成に努めよ

大深度地下利
用の不安を拭え

薬害防止の監
視委員会　実効
性高める手立て
必要

ひとり親世帯
年末年始の生
活困窮を防げ

泊審査の長期
化　脱原発へ転
換探る時だ

生活保護の増
加　貧困ビジネ
ス切り離せ

３５人学級　教
員の指導力伴う
改革に

注視すべき中国
のネット企業独
占規制

長射程ミサイル
開発へ　専守防
衛変質させるの
か

アラブの春１０
年　いつまで血
を流し続けるの
か

ＳＮＳ中傷対策
表現の自由尊
重しつつ

睡眠剤混入　信
用の失墜は一
瞬である

自立した労働者
協同組合に

精神科の身体
拘束　減らすた
めの制度改革を

国民民主党　現
実的な提案で政
策を競え

核燃料貯蔵施
設　問題だらけ
の共同利用

ミサイル防衛
「負の遺産」引き
継ぐな

コロナワクチン
一日も早い接種
の開始を

効果を高める防
衛へ重点を問い
直せ

小学校の３５人
学級導入　教員
の質維持が欠
かせぬ

ミサイル防衛
脅威対処へ能
力向上を急げ

安倍氏招致へ
証人喚問実施
が当然だ

聖火リレー　感
染状況見極め
柔軟に

核燃料の貯蔵
原子力政策の転
換こそ

敵基地攻撃能
力　首相の先送
り判断を疑う

「アラブの春」が
残した混迷

新型コロナのワ
クチン　安全と
安心の確保全
力で

睡眠剤混入　あ
り得ない事態が
なぜ起きた

ミサイル防衛
敵基地攻撃認
められぬ

イージス代替艦
失政のツケを回
すな

夫婦別姓　社会
の要請に耳澄ま
せ

全世代型社会
保障　現役世代
の負担増抑えよ

効果的な金融政
策へ幅広く課題
さぐれ

失態続く菅首相
当たり前の政治
はどこへ

ＧＡＦＡ規制　国
際連携で取引の
透明化図れ

コロナワクチン
安全第一で接種
準備を

民主派大物起
訴　国安法武器
の弾圧懸念

協同労働　働き手
の利益を第一に

感染さらに拡大
自衛の努力を徹
底しよう

少人数学級に
自治体の裁量を

社会保障の最
終報告　「全世
代型」と言える
のか

ネット中傷摘発
悪質な匿名投稿
者への警告だ

学術会議の改
編　独立させる
理由はない

３５人学級へ
児童に向き合う
余裕を

少子化対策　予
算も増やしてこそ

文政権の検察
攻撃　法治国家
の基盤崩すの
か

コロナで困窮す
る女性への支援
念入りに

コロナワクチン
速やかな接種へ
万全を尽くせ

米大統領選確
定　敗北宣言し
混乱収束を

菅内閣３カ月
議論と説明が足
りない

座間事件判決
悩み受け止める
態勢を

日中防衛相会
談　次は尖閣守
り抜く行動だ

中間貯蔵施設
の共用へ対話を

国際学力調査
「脱ゆとり」の成
果が上がった

核抜き条例成立
周辺自治体の
反対重い

京アニ放火起訴
真の動機の解
明を望む

全国紙 ブロック紙

2020/12/19

会計検査院報告
コロナ下の「無

駄」許すな

「コザ騒動」が伝
える精神　週のは

じめに考える

コロナ経済対策／
徹底した効果の

検証が必要

第３波と経済　感
染抑止が回復へ

の道
2020/12/20

2020回顧　問わ
れた「忍耐、努

力、心」

ちゅーとはんぱや
なー　大晦日に考

える

コロナ禍の投資先
／社会課題の解
決を選択肢に

日本政治　この１
年　異論を封じる

手法の限界

「１強」の終わり
危機に立ちすくむ

強権政治
2020/12/31

2020/12/29
宮城３病院統合・
連携／あまりに

ハードル高過ぎる

脱ガソリン車　達
成期限示し技術

開発を

若者の大麻乱用
阻止へ警鐘と対

策強化を

福島１２市町村将
来像／廃炉作業
の完了が大前提

2020/12/21

来年度予算案　コ
ロナ便乗の放漫

財政だ

来年度政府予算
案／コロナにして

も借金漬け
2020/12/22

「石綿」で国敗訴
救済拡充と再発

防止策を

学術会議の改革
／任命拒否問題

に立ち戻ろう
2020/12/23

「桜」疑惑で聴取
安倍氏は国会で

真実語れ

安倍前首相の国
会招致／公開の
場　証人喚問が

当然だ

2020/12/24

袴田事件の再審
いたずらに引き延

ばすな

岩手の震災伝承
施設／回遊できる
仕組み整えたい

2020/12/25

安倍氏の釈明
幕引きにしてはな

らない

安倍前首相弁明
／国会を欺いた
罪は消えない

2020/12/26

社会保障の将来
全世代型で支え

る制度を

海底から見えた未
来　週のはじめに

考える

日銀の株式購入
／「官製相場」

副作用は深刻だ

新型コロナの教訓
をすぐに生かせ

袴田さんの再審
迅速に、適切な判

断を
2020/12/27

ヤングケアラー
実態を解明し支

援の手を

改正漁業法施行
／地域漁業守る
視座忘れずに

2020/12/28

コロナとの闘い
命と暮らしを守り

抜こう

民主主義はありま
すか　年の終わり

に考える

核燃中間貯蔵の
共用案／地元の
信頼損ねた責任

重い

回顧２０２０　コロ
ナから命守る政策

を

回顧２０２０　新型
コロナに明け暮れ
た　克服への新た

な戦いに臨め

2020/12/30

「座間事件」判決
若者の自殺対策

の強化を

座間事件で死刑
判決／ＳＮＳ犯罪
許さぬ体制急務

トランプ政治の弊
害　米国の民主
主義を損ねた

2020/12/17

太宰府暴行死
佐賀県警は再調

査検討を

建設石綿　賠償
責任確定／国は
早期救済に乗り

出せ

2020/12/18

敵基地攻撃能力
説明なき保有は

許されぬ

英ＥＵの通商交渉
／世界の混乱回

避を考慮せよ



ＧｏＴｏ停止　政策
を転換する時だ

座間事件に判
決　死刑の必要
性を痛感する

パリ協定の真の
スタートはこれ
からだ

座間事件で死刑
判決　ＳＮＳ犯罪
の惨劇忘れぬ

米大統領選確
定　「不正」巡る
対立を終わらせ
よ

第３次補正予算
急を要する支援
確実に

座間事件で死刑
９人殺害の心の
闇は

イラン核合意　冷
静に立て直しの道
を

米大統領選確
定　理念より現
実と向き合え

エアビーが促す
観光業の変革

「アラブの春」か
ら１０年　長い混
乱を終息させる
時

座間死刑判決
人命軽視の身
勝手さを断じた

座間事件判決
「助けて」が届く
社会を

ＧｏＴｏ停止　遅
きに失した決断
だ

土砂投入２年　理
なき沖縄政策改
めよ

「アラブの春」１
０年　中東の厳
しい現実直視を

GoTo停止でも
続く医療逼迫の
不安

ＧｏＴｏの一時停
止　後手に回っ
た責任は重い

ＧｏＴｏ停止　感
染抑止優先で安
心を与えよ

ＧｏＴｏ停止へ
対応遅れの責
任は重い

バイデン新政権
多様性を政治に
生かせ

黎氏の起訴　香
港の不当な言論
封じ

ＧｏＴｏ全国停止
２８日まで待つ
必要あるか

中国は豪への
威圧をやめよ

イージス艦２隻
の新造　防衛政
策の全体像が
先だ

アフリカ外交
潜在力持つ
国々と協力強化
を

ＪＲ支援拡充
経営自立へ戦
略再考を

児童手当の縮
小　子育て支援
が後退する

2020/12/14

台湾独立派リス
ト　中国の横暴
を看過するな

高齢者医療の
負担改革に終
止符を打つな

生殖補助医療
法の成立　大事
な議論が置き去
りだ

イラン核合意
米国の復帰へ
環境を整えよ

国会議員の経
費　自ら「特権」
の見直しを

五輪の正式競
技　若者への
「媚」が目に余る

景気の二番底
に細心の注意を

コロナ対策と条
例　罰則は慎重
な対応が必要

医薬品談合事
件　なれ合いが
患者の負担増
招く

道警の違反捏
造　身内への甘
さ目に余る

７５歳医療費　本
格的な改革の一
歩に

韓国次期駐日
大使　改善にふ
さわしい人物か

脱ガソリンに挑
む日本の自動
車産業

止まらぬ感染拡
大　医療崩壊防
ぐ対策早急に

高齢者医療負
担　持続可能な
制度への第一
歩だ

コロナ対策延長
臨機応変の判
断が肝心

再審の在り方
無実の人救う法
整備を

コロナ対策　移動
抑えて沈静化図
れ

「ＧｏＴｏ」見直し
専門家の言を聞
くときだ

クラウド再編で
競争促進を

はやぶさ２の帰
還　人材育てる
挑戦続けたい

登録文化財　積
極活用で保護に
つなげたい

タイ反政府デモ
民主化へと踏み
出す時

ＧｏＴｏ事業　全
国的に一時停
止を

税制改正大綱
格差の是正を忘
れるな

高齢者の医療
負担　引き上げ
の着実な実施を

脱炭素やデジタ
ル化を税制でも
支えよ

東京五輪の追
加経費　現実的
想定といえるの
か

税制改正大綱
企業を積極投資
に転換させよ

税制改正大綱
格差是正が置き
去りだ

ロヒンギャ　離島
移送で遠のく帰
還

学術会議改革
任命拒否の撤回
が先だ

税制改正大綱
格差是正の議
論を始めよ

異例ずくめだっ
た新ワクチン

北方領土の軍
事拠点化　露の
本質見抜いた戦
略を

大阪・関西万博
コロナ禍での準
備は柔軟に

コロナ下の学校
現場の負担減
急ぎたい

与党税制大綱
力強さ欠く小幅
改正だ

追加経済対策
財政規律を壊す
のか

広がる農水省疑
惑　不信払拭へ
政府自ら動け

SNS独占を問う
フェイスブック提
訴

７５歳以上の医
療費　「選挙にら
み」が目に余る

脱ガソリン車
世界の流れに
乗り遅れるな

生殖補助医療
法　重い課題が
残っている

海自の中東派
遣　必要なき延
長許されぬ

ワクチン接種　国
の貧富問わず供
給を

学術会議で提言
軍事研究妨害
の撤回促せ

創業150年　三
菱は再出発を

免田栄さん死去
冤罪生む土壌
変わったか

テレワーク　仕
事の効率をどう
維持するか

日中韓首脳会
談　懸案ある時
こそ開催を

米パリ協定へ
再エネ時代が加
速する

気象庁改革　いの
ち守る使命新たに

追加経済対策
実効性高めコロ
ナ克服を

中国輸出管理
法の域外適用を
懸念する

元農相の現金
授受疑惑　倫理
観の欠如が甚だ
しい

追加経済対策
効果的支出で感
染拡大抑えよ

旭川の医療体
制　道と市で立
て直し急げ

はやぶさ２帰還
天体衝突から地
球守れ

脱エンジン車　気
候危機克服の視
点で

日中の大学間
協定　中国軍強
化を助けるのか

コンビニ、再成
長は可能か

コロナと追加経
済対策　規模で
不安は解消され
ぬ

ストーカー対策
取り締まりと予
防の両輪で

追加経済対策
いま必要な施策
優先だ

追加経済対策
財源への目配り
足りぬ

国土強靱化　総
額ありきで進める
な

はやぶさ２　「挑
戦」の大切さを
学ぼう

経済対策の規
模が膨らみすぎ
てないか

ＧｏＴｏの延長方
針　なぜ立ち止
まらないのか

中国の豪州威
嚇　「自由貿易
推進」は看板だ
けか

脱ガソリン車
世界の流れに
後れるな

戦争と学問　問わ
れる「自由」の真
価

鳥インフル拡大
防疫態勢の迅
速な強化を

石油需要回復
に潜む危うさ

少人数学級の
導入　きめ細か
な教育に必要だ

大飯原発判決
審査への理解を
欠いている

はやぶさ２帰還
成果を次につな
げたい

はやぶさ２帰還
強みを生かし、着
実に

北方領土の要
塞化　共同経済
活動を中止せよ

介護報酬の安
易な引き上げは
慎んで

学術会議のあり
方論議　すり替
えだけ進んでい
る

コロナ重症者増
医療機関の負
担軽減が急務だ

サイバー攻撃
企業は安全対
策強化を

英ワクチン承認
安全性の確認を
慎重に

米政権移行　混
迷脱し協働する時
だ

「夫婦別姓」案
家族の意義考え
ぬ暴論だ

応用範囲広い
はやぶさの技術

日本の女性作
家躍進　共感広
げる格差への視
点

はやぶさ２帰還
世界に誇る探査
技術を磨け

改正漁業法施
行　現場の不安
は収まらぬ

大飯許可違法
誰がための規制
委か

ドコモ値下げ
透明性ある料金
体系示せ

SNS各社は健全
なネット空間守
る努力を

携帯大手３社が
値下げ　消費者
本位なお見極め
を

生殖医療法成
立　ルール整備
の出発点にした
い

７５歳以上医療
費　負担増の影
響が心配だ

ベルリン慰安婦
像　河野談話の
撤回が必要だ

容認できぬ北方
領土の基地化

ホーム転落事故
後絶たぬ原因の
分析必要

ドコモ値下げ
納得できる料金
体系にせよ

香港民主派実
刑　国際社会は
強く抗議を

臨時国会閉幕
国民を向いている
のか

原発許可取り消
し　実態無視の
異様な判決

新漁業法で水産
業を成長させよ
う

臨時国会閉会
へ　立法府軽視
も継承された

ドコモ値下げ
納得できる料金
体系にせよ

首相の記者会
見　国民に語る
言葉乏しい

臨時国会閉会
「ウソ」「カネ」は
不問か

原発許可違法
安全審査を検証
せよ

コロナ対策　菅
首相の言葉は
響いたか

児童手当の見
直しは丁寧に

大飯原発許可
取り消し　指弾
された規制委の
姿勢

菅首相記者会
見　危機の克服
へ明確な方針示
せ

大飯原発判決
揺らぐ規制委へ
の信頼

感染症対策　鳥
インフルにも万
全を

大阪非常事態
連携して医療を守
れ

元農水相に現
金　政治家は説
明責任果たせ

国会は難局打
開へさらに役割
を果たせ

前夜祭の「虚偽
答弁」　安倍氏
はなぜ説明しな
い

日銀保有株増
健全な市場機能
が損なわれる

核抜き条例検討
周辺町村の不
安当然だ

ＧｏＴｏ見直し
迷走の度が過ぎ
ないか

困窮学生支援
退学防ぐ対策を
早急に

コロナワクチン
早期接種へ万
全の準備を

規制基準を問う
大飯原発判決

大企業とベン
チャー　成長の
芽を摘まぬ関係
に

アフガン情勢
米軍を削減でき
る状況にない

学術会議問題
これで幕引き許
されぬ

給付金詐欺　ま
さか公務員まで
が

ＧｏＴｏ見直し　あ
まりに遅く不十分
だ

香港で周氏ら実
刑　日本政府は
釈放を求めよ

許されない香港
民主化をめぐる
言論弾圧

コロナ自粛と医
療体制　これで
崩壊を防げるの
か

中国とＴＰＰ　厳
格なルールを守
れるのか

ＧｏＴｏ対応　正
念場の意識が
乏しい

高齢者の医療
費　負担議論は
避けられぬ

香港の法治　言
論の弾圧をやめ
よ

東京の自粛要
請　この期に及
んでお願いか

課題が残る五輪
のコロナ対策

税制改正と暮ら
し　格差是正の
議論が足りぬ

介護サービス
感染症への備え
を計画的に

吉川氏の疑惑
納得できる説明
必要だ

政治とカネ　国
会閉じず説明さ
せよ

ＮＨＫ受信料　根
本に踏み込まぬ
まま

東証社長が辞
任　危機対応の
再構築を急げ

今こそ夫婦別姓
の選択肢を若者
に示そう

菅政権の国会
閉会方針　この
正念場に「冬休
み」か

東証行政処分
信頼回復への
覚悟が試される

エチオピア紛争
平和賞に反せ
ぬ行動を

コロナと北朝鮮
極端な封鎖は悲
劇招く

ばらまき公約　住
民との対話が必
要だ

「偽画像」ツイー
ト　中国は悪質
な宣伝やめよ

利用者目線の
大学の再編を

イラン核科学者
の暗殺　地域安
定揺るがす暴挙
だ

大学の再編　戦
略的経営で魅力
を高めたい

違憲の強制不
妊　救済に踏み
出すのが筋

強制不妊判決
疑問が残る「一
律２０年」

国会最終盤　安
倍氏の説明欠か
せぬ

眞子さまのご結
婚　祝福できる
形を望みたい

コロナ禍からの
再生担うイエレ
ン氏

森友問題への
政府対応　歯止
めかからぬ国会
軽視

新型コロナ対策
感染抑止を最優
先に取り組め

米軍普天間基
地　辺野古切り
離し返還を

児童虐待の増
加　孤立防ぐ手
だて続けよ

ネット中傷対策
試行錯誤を重ね
ながら

高浜「地元同
意」　原発の長
期活用は常識だ

ドコモ一体化へ
の懸念を拭え

東証社長の引
責辞任　信頼回
復への道は険し
い

新興企業いじめ
大手の不当行
為は許されない

スマート農業
地域特性への
配慮必要

時短・休業要請
国の支援強化
が急務だ

日中の「互恵」
拡大へ率直な対

話重ねよ

ストーカー治療／
早期の受診で被

害防止を
2020/12/1

苦境の航空業界
路線維持に官民

で知恵を

強制不妊訴訟／
賠償請求の壁
厚過ぎないか

2020/12/2

コロナ重症者増
医療現場の支援

が急務だ

７５歳医療費負担
／全世代が安心

できる社会を
2020/12/3

臨時国会閉幕へ
「国難」克服の議

論足りぬ

「政治とカネ」噴出
／国会は疑惑を
前に休むのか

2020/12/4

香港民主派弾圧
自治の約束踏み

にじるな

コロナと政治家の
氏名／感染抑止
へ公表が原則だ

2020/12/5

人権週間　コロナ
差別許さぬ対策

を

中国と香港の愛
国　週のはじめに

考える

大飯原発許可取
り消し／規制委は
安全審査見直しを

日中韓サミット
対話に臨み懸案

を語れ
2020/12/6

就職内定率低下
「氷河期」再来食

い止めよ

自動車の次世代
化加速／脱ガソリ
ンへ対応遅れず

に

2020/12/7

大飯原発判決
規制委は審査姿

勢見直せ

鶴彬獄死の末に
ある戦　開戦の日

に考える

はやぶさ２の長旅
／こつこつ型こそ

日本の強み
2020/12/8

内閣支持率急落
不満・不信に誠実

に応えよ

宮城３病院統合・
連携／それぞれ
の特性に目向け

よ

2020/12/9

追加経済対策
規模ありきで中身

に疑問

菅政権の対中外
交／信頼構築へ
粘り強い対話を

2020/12/10

北朝鮮の拉致
打開に国際包囲

網強化を

鳥インフルエンザ
／先手の防疫で
感染拡大防げ

2020/12/11

税制改正大綱　コ
ロナ後戦略も重

要だが

組織罰導入の是
非／本格的に議
論すべき時期だ

2020/12/12

外国人実習生　コ
ロナ苦境に支援

拡充を

小さな声で「歓喜
の歌」　週のはじ

めに考える

震災の教訓伝承
／未来の語り部

育 成今から

国際学力調査
生活とつながる学

びを
2020/12/13

休み

学術会議見直し
「任命拒否」は置

き去りか

選択的夫婦別姓
／国会で議論す

べき時期だ
2020/12/15

GOTO停止　医療
崩壊阻止が最優

先だ

ＧｏＴｏ一斉停止／
首相の危機管理

不安尽きぬ
2020/12/16



有人宇宙飛行
意義、目的を明確
に

７５歳以上の医
療費　能力に応
じた負担を促せ

東証障害を機に
市場活性化を

政令指定都市
の改革　住民参
加で多様な議論
を

ＥＵ復興基金
結束の機運をど
う維持するか

パリ協定と米国
温暖化抑止へ
指導力を

オンブズマン
市民の支えが原
動力だ

マイナンバー
カード強要は許さ
れぬ

観客動員とコロ
ナ　冬場の乗り
切りに全力を

75歳以上の窓
口2割負担、範
囲を極力広く

若者に広がる大
麻　危険性伝え
る対策さらに

偽サイト商法
「格安」を疑う意
識が肝心だ

中間決算で明暗
新たな需要を捉
えたい

国民投票法審
議　改憲急ぐ必
要あるのか

雇用助成金の
特例　安全網の
機能を継続せよ

ケアする若者へ
の対策もっと

就職内定率の
大幅下落　学生
と企業結ぶ支援
必要

主権者教育　社
会への参加意
識を育てよう

世界経済と米国
脱「保護主義」で
協調を

ミャンマー　中国
の浸透阻む民
主化を

中国はTPPの要
件を満たせるの
か

エチオピアの武
力衝突　人道危
機深刻化の回
避を

コロナと住まい
困窮防ぐ基盤へ
の目配りを

コロナ下の五輪
開催の見極め
は慎重に

コロナ第３波　医
療現場に支援手
厚く

大胆かつ柔軟な
地銀再生の道
筋を描け

児童虐待が過
去最多　質量と
もに体制の強化
を

中小企業支援
体質強化策の
検討は丁寧に

コロナ感染拡大
医療崩壊の防
止を急げ

敦賀開業延期
へ　善後策に知
恵絞るとき

給付金の「謎」
統計の不備、見
直しを

日中韓首脳会
談開催へ努力を

受信料不払いに
割増金　経営改
革と値下げが先
だ

サイバー攻撃
卑劣な脅迫に屈
してはならぬ

米国の政権交
代　情報共有し
移行円滑に

中国の海洋進
出　言行不一致
が過ぎる

議員処分判決
司法の役割　再
考の機に

内定率の急落
就職氷河期の
再来を防げ

感染の急拡大
防止へ追加措
置ためらうな

第３波への政府
対応　首相の危
機感が足りない

日中関係　信頼
醸成へ懸案を直
視せよ

中国との外交
「覇権」戒め協
調の道を

アフガンの米軍
撤収の判断は
慎重に

中国外相来日
懸案めぐる対話
深化を

国民投票法改
正案　今国会で
必ず成立させよ

エチオピア衝突
の解決急げ

バイデン次期政
権人事　多国間
主義で秩序安定
を

地銀再編策　地
域支える役割維
持が重要だ

大卒内定率急
落　総掛かりで
支援したい

新型コロナ急増
感染爆発避ける
対策を

老朽原発　「４０
年」原則を思い出
せ

桜を見る会　安
倍氏はしっかり
説明を

経済と安保のバ
ランス取る日中
協力を

「桜」前夜祭の
費用補?　安倍
氏の責任は免
れない

予算委集中審
議　感染対策の
明確な指針が要
る

予算委首相答
弁　まともに答
えていない

岐阜県知事選
コロナ後の未来
も競え

桜を見る会　菅首
相　人ごとではな
い

王毅外相の来
日　「甘言」に
乗っては危うい

農業振興に資す
る種苗法改正

日中外相会談
ルール基盤に関
係構築を

児童虐待最多
相談所の態勢
強化を急ぎたい

若者の大麻使
用　危険性伝え
拡大防止を

「桜」巡る疑惑
安倍氏は国会で
真実を

ＧｏＴｏ事業　見切
り発車の重いツケ

米次期政権人
事　対中圧力へ
の連携主導を

初のNY株3万ド
ルでも警戒は怠
れない

安倍氏の「桜」
前夜祭　国会答
弁との矛盾説明
を

ＧｏＴｏ見直し
政府は混乱回
避へ責任果たせ

桜を見る会　安
倍氏自ら真相を
語れ

「桜」疑惑で聴取
検察の独立を示
すとき

桜を見る会　見逃
せぬ首相の矛盾

香港活動家の
収監　首相は王
毅氏に抗議せよ

安倍氏は答弁
の矛盾説明を

コロナとＧ２０首
脳会議　協調の
立て直しが急務
だ

川辺川ダム容認
治水効果を十分
検証すべきだ

ＧｏＴｏ停止　感
染防止対策に
集中を

ＧｏＴｏ混乱　責
任回避が目に
余る

学術会議問題
進む介入、深まる
危機

Ｇ２０首脳会議
閉幕　開催の意
義問い直すべき

世界秩序の安
定へ米政権移
行を円滑に

地銀の再編に
補助金　経済再
生に結びつくの
か

個人情報　保護
と活用を両立す
る法制に

核廃絶決議後
退　「橋渡し」は
口先だけか

７５歳医療負担
調和のとれた見
直しを

種苗法改正案
農家の不安減じ
成立図れ

出向者に企業
は十分な説明を

加速する脱エン
ジン　世界の流
れ見誤らぬよう

国産旅客機凍
結　計画の見直
しで再出発せよ

新出生前診断
国主導で慎重な
議論を

株価の動き　水準
の見極め、慎重に

勤労感謝の日
歯食いしばり乗
り切ろう

国際協調の立て
直しへ今こそ行
動を

日本の宇宙産
業　「挑戦の芽」
育てる支援を

中国船違法操
業　毅然とした
対応で漁場を守
れ

種苗法改正案
農家負担の懸
念消えぬ

コロナ禍の世界
飢餓の拡大を止
めたい

多国間外交　国
際協調の基盤とし
て

普天間飛行場
県は辺野古移
設の容認を

利点は多いジョ
ブ型採用

国の「カスハラ」
対策　現場を守
る明確な指針に

マイナンバー
カード発行の目
詰まり解消を

地銀再編支援
地方再生策が
不可欠だ

増える不登校
居場所づくりを
もっと

「ＧｏＴｏ」見直し
具体策を一日も
早く示せ

電気をためて使
う技術を伸ばそ
う

ＧｏＴｏの運用見
直し　危機感強
め十分な対策を

衆院憲法審査
会　国民投票法
改正を前進させ
よ

日豪安保協力
なし崩しの拡大
危うい

中国のＴＰＰ検
討　習氏が送る
秋波に乗れぬ

虐待防止へ体
制強化を急げ

都市対抗野球
開幕　コロナ下
の苦境乗り越え

ミャンマー情勢
実行力問われる
スー・チー氏

ＧoＴo見直し　判
断があまりにも
遅い

川辺川にダム　多
様な対策を怠るな

川辺川ダム容認
真摯な反省から
始めたい

復調日本車に
立ちはだかる2
つの課題

憲法審と国民投
票法　新たな課
題出てきている

参院１票の格差
改革の継続を促
した最高裁

学術会議に圧
力　軍事研究解
禁は論外だ

熊本の豪雨対
策　ダム依存に
回帰するな

生殖医療と法　残
る課題、解決に道
を

アフガン米軍削
減　自分第一の
無謀な決定だ

気象庁の動物
観測は無意味
か

障害者の高校
不合格　文科省
はまず実態調査
を

温室ガスゼロ
技術革新の加
速が鍵を握る

子どもの虐待
社会が連帯し防
ぎたい

欧州で感染激増
「対岸の火事」で
はない

コロナと五輪　会
長来日　残った違
和感

感染爆発防ぎ経
済の急ブレーキ
回避を

新規感染者が
過去最多　対策
強化にかじを切
る時

コロナ最多更新
感染対策を見直
すべき局面だ

１票格差「合憲」
不断の是正が
欠かせぬ

ＧｏＴｏ事業　ブ
レーキを踏む時
だ

児童虐待急増
児相の体制強化
を急げ

憲法論議をもっ
と活発に

川辺川ダム建設
容認　方針転換
の根拠は十分
か

住所の漏洩　Ｄ
Ｖ被害者への意
識が乏しい

川辺川ダム容認
検証が不十分な
回帰だ

クマの大量出没
自然との調和が
崩れた

参院定数訴訟
国会の怠慢許し
た判決

文献調査開始
核のごみ処分へ
の一歩だ

明暗が分かれた
ソニーとパナソ
ニック

参院１票の格差
「合憲」　安堵せ
ず抜本改革議
論を

東京五輪の準
備　感染の防止
策に万全を期せ

参院選の不平
等　抜本改革の
約束どこへ

児童虐待急増
児相の体制強化
を急げ

日豪首脳会談
安保協力を新た
な次元へ

川辺川ダムは総
合的検証を

コロナと文化芸
術支援　もっと
使いやすい制度
に

無形文化遺産
世界が称賛した
伝統建築の技

クラスター多発
感染の連鎖を断
ちたい

ミャンマー　民主
化の歩みをさらに

ネット活用で株
主総会での対話
充実を

空襲被害者の
救済法　政府も
直ちに動くべき
だ

日豪首脳会談
自由な海洋秩序
へ連携深めよ

ＧＤＰ反動増　回
復遅く底割れ心
配だ

コロナ下の舞台
現場目線で支援
を図れ

少人数学級　子
の成長へ最良の
策を

参院選の合憲
判断に甘えるな

日韓対話の動き
情勢変化を打開
の契機に

ＧＤＰ大幅増　本
格的な回復には
まだ遠い

米民間宇宙船
商業利用の時
代告げる

滞る政権移行
米の政治空白
が心配だ

米国と温暖化　協
定復帰で対策加
速を

野口さんＩＳＳへ
「飛行士の夢」を
次世代に

業態を超える再
編時代に入った
小売り

ＲＣＥＰ１５カ国
署名　自由貿易
立て直す契機に

ＲＣＥＰ署名　自
由貿易を発展さ
せる土台に

ＲＣＥＰ署名　農
産物、影響楽観
できぬ

ＧＤＰ速報値　格
差の再拡大が
心配だ

ＲＣＥＰ合意　国際
協調の呼び水に

ＧＤＰ２１．４％
増　戻り遅く楽
観は許されぬ

3メガ銀はデジタ
ル戦略競え

ＩＯＣバッハ会長
来日　感染リス
クの議論足りぬ

宇宙船打ち上げ
民間開発の時
代が到来した

外出自粛要請
へ　生活への支
援を万全に

種苗法改正　不
安の種を取り除
け

核廃絶の決議
被爆国の責任、
自覚を

大和堆に中国
漁船　拿捕せず
に権益守れるか

「二番底」回避
へ正念場はここ
からだ

米国の軍縮交
渉　「核なき世
界」路線を再び

米国の経済政
策　保護主義と
の決別に舵を切
れ

続く株高　実体
経済と乖離大き
い

現金支給の公
約　「当選戦略」
では困る

電柱のない街　縦
割り廃し将来像示
せ

ＲＣＥＰ署名　対
中依存が強まり
かねぬ

許されぬ香港民
主派の排除

コロナと経済財
政白書　危機乗
り切る政策提案
を

会計検査院報
告　公金を扱う
意識が足りない

農家交付金混
乱 国の責任で
財源確保を

不妊治療に保
険　選択の幅広
げる一助に

パラオへの支援
「太平洋」の対
中傾斜阻め

RCEPを日本主
導で大きく育て
たい

米国のパリ協定
復帰　信頼回復
し主導的役割を

企業中間決算
改革とビジネス
開拓に努めよ

大学発の衛星
宇宙への挑戦
支えたい

九州のIR構想　立
ち止まり再考すべ

民主主義のある
風景　週のはじめ

外国人留学生 感
染続出／相談、
受診 確実 情報

地銀への支援
疑問が多い日銀2020/11/15

九州のIR構想　立
ち止まり再考すべ

きだ

デジタル庁と福島
／国会移転の二

の舞回避を
2020/11/16

国の経済対策
規模より中身を吟

味せよ

宮城県美術館移
転断念／効率優
先に異議共感呼

ぶ

2020/11/17

中国の長期戦略
独善は孤立を招く

だけだ

米新政権と日本
経済／保護主義
改めて互恵関係

に

バッハ会長来日
国立競技場に聖

火灯そう
2020/11/18

RCEP　九州の
「地の利」生かそ

う

参院「１票の格
差」合憲／それで
も抜本是正が必

要だ

核ごみ文献調査
開始　強引な進め

方が目に余る
2020/11/19

川辺川ダム容認
「人命と環境」両

立目指せ

民事裁判のＩＴ化
／利便性に潜む
格差に配慮を

急速な感染拡大
強い危機感を政
策で示せ　「Ｇｏ

Ｔｏ」の一部停止も

2020/11/20

コロナ急拡大　封
じ込めへ対策立

て直せ

宮城３病院統合・
連携／効率化先
行なら患者困惑

2020/11/21

米国の政治空白
円滑に政権移行

を始めよ

まちの図書館が
消える　週のはじ

めに考える

地銀再編／地域
経済浮揚の視点

が必要

コロナと政権　対
話不足が招いた

混迷
2020/11/22

1票の格差判決
「抜本改革」の約

束を守れ

岩手の水産振興
策／育てる漁業
で起死回生を

2020/11/23

スー・チー政権
民主化の期待を

裏切るな

軍事研究強いる
ためか　学術会議

への介入

選手の性的画像
被害／卑劣な行
為 断じて許され

ぬ

2020/11/24

「桜」夕食会捜査
安倍氏は説明責

任果たせ

ＲＣＥＰ署名／保
護主義の流れ止

める礎に
2020/11/25

GoTo見直し　政
府対応は遅く無

責任だ

「桜を見る会」夕
食会／安倍氏は
答弁の矛盾釈明

を

2020/11/26

ホークス4連覇
地域と共に次なる

高みへ

「ＧｏＴｏ」ブレーキ
／タイミング外し

てはならぬ
2020/11/27

鳥インフル拡大
九州全域で警戒

を強めよ

児童虐待の相談
最多／「いち早く」
察知して対策を

感染拡大深刻化
政府の強い意思
を示せ　「トラベ

ル」さらに見直しを

2020/11/28

五輪まで8ヵ月
観客ありの前提

は疑問だ

冬が来る前に　週
のはじめに考える

菅政権と憲法改
正／政治対立より

危機対策を

来年の春闘　経
済萎縮の悪循環

防げ
2020/11/29

バイデン外交　国
際協調の先導役

に戻れ

鮎川拠点の商業
捕鯨／採算性と
価値向上の努力

を

2020/11/30



不妊治療　負担
減と質担保の両
立を

スー・チー氏は
和平を急げ

コロナと３次補
正　配分の重点
は生活支援に

香港民主派排
除　議会の独立
性が破壊された

香港民主派排
除　中国の暴挙
言語道断だ

菅首相の答弁
「対話」の放棄に
等しい

港の議員剥奪
民主主義否定
する暴挙だ

税金の無駄遣
いをどう減らす
べきか

コロナ感染拡大
冬に備え万全の
対策が必要だ

地銀再編支援
「地方の再生」
が前提だ

種苗法改正　農
家の不安にも配
慮を

拉致と米新政権
北朝鮮に徹底
的な圧力を

見極めたい新ワ
クチンの効果

デジタル教科書
紙を基本に特性
生かす工夫を

ＲＣＥＰ署名へ
インドも早期に
加入を

中国と香港　「一
国二制度」を壊す
な

日米電話会談
能動的に同盟
強化を図れ

企業は構造変
化を先取りし収
益力向上を

日米電話会談
同盟強化へ首
脳間の信頼築
け

今後の対米外
交　追従でない
協力関係に

議員の資格?奪
香港の一国二
制消すな

コロナ急拡大　危
機感もって手を打
て

コロナ「第３波」
北海道旅行制
限も議論を

経営者の覚悟
問う地銀支援

社会保障会議
全世代の安心
につなげたい

オンライン診療
恒久化への課
題精査を

菅・バイデン会
談　新しい関係
を築きたい

ナゴルノ紛争　再
燃防ぐ地道な努
力を

女川原発の同
意　グリーン社
会への弾みに

女川再稼働、地
元同意を重く受
け止めよ

コロナ感染の
「第３波」　原因
分析し対策に万
全を

女川原発同意
再稼働の歩みを
着実に進めよ

女川原発再稼
働　不安が拭え
ぬ知事同意

ミャンマー　民主
化の初心に戻
れ

追加経済対策
必要な政策積み
上げて

３次補正編成
「賢い支出」で経
済支えよ

ベビーシッター
普及の壁は

米国防長官解
任　政権移行期
の混乱深める

元徴用工問題
事態収拾の責
任は韓国にある

核ごみ住民投票
実施して民意の
把握を

韓国高官の訪
日　対話を本格
化させたい

皇室の将来　危
機深めた政治の
責任

クマ大量出没
古里の守りに犬
の活用を

オンライン診療
解禁の後退を危
惧する

３次補正指示
経済の再生を確
かなものに

３次補正の編成
必要施策に集
中投入を

３次補正編成へ
便乗予算は許さ
れない

女川原発　再稼
働の同意なぜ急
ぐ

競技会の感染
防止　課題検証
しルール作ろう

税の無駄遣いを
繰り返すな

デジタル化推進
高齢者への目
配りが不可欠だ

日本製紙撤退
釧路への打撃
抑えたい

新型コロナ対策
今が踏んばりど
きだ

3次補正をいた
ずらに膨らませ
教訓生かし感染
急増を防げ

2020/11/9

立皇嗣の礼
「男系継承」の
流れ明確に

バイデン氏勝利
を秩序回復の契
機に

オンライン診療
の拡大　利便性
に偏らない議論
を

立皇嗣の礼　天
皇陛下支える大
切な役割

首相の国会答
弁　逃げ切りは
許されない

少年法改正　結
論の棚上げを解
消せよ

皇室めぐる課題
に早く着手を

日本点字制定１
３０年　さらに役
割広げる契機に

経済財政白書
ＩＴ人材をどう確
保するか

皇位継承問題
議論への着手
速やかに

学術会議問題　６
人を任命し出直せ

コロナ再拡大
冬場の猛威に
警戒強めよ

苦境の航空会
社　需要の長期
低迷に備えを

米大統領選　正
当な開票に疑義
は挟めない

コロナ警戒３へ
拡大防止へ対
策徹底を

防災の新概念
緑のインフラに
期待大

積ん読の勧め　肩
の力抜いて自分
流に

内モンゴル自治
区　中国の人権
弾圧に監視を

コロナと教員の
働き方　負担軽
減の方策が必
要だ

人の往来緩和
各国の感染状
況を見極めよ

米大統領選　混
乱助長する法廷
闘争

ＧｏＴｏ不正　厳
しい対処が必要
だ

津波に備える　事
前復興の考え深
めて

国産ジェット凍
結　開発体制の
再構築を図れ

株高に慢心せず
企業は稼ぐ力を
高めよ

学術会議の任
命問題　杉田副
長官の国会招
致を

予算委員会論
戦　外交安保の
課題を掘り下げ
よ

札幌都心再開
発　全体像描く
司令塔必要

預言者戯画事
件　分断の罠に
はまるな

米大統領選
粛々と公正な集
計を

米大統領選　混
乱の長期化は
望まない

農産物の販路
の多様化を

トランプ氏の法
廷闘争　引き延
ばしなら身勝手
だ

福祉施設の労
災　高齢職員の
安全確保が急
務だ

徴用工判決２年
首脳会わねば
解決せぬ

皇位継承論議
世論にも耳を傾
けて

国産旅客機　挫
折の経緯、説明を

「学術会議」論
戦　軍事研究妨
害へ切り込め

唐突な政府介入
が水を差したア
ント上場

米大統領選　混
乱と対立を早期
に収拾せよ

米大統領選　社
会の分断を映す
接戦

学術会議問題
矛盾に満ちた首
相答弁

緊急避妊薬　女
性を尊重する視
点で

接戦の米大統
領選　民主主義
の範を示す時だ

ギグワーカーの
待遇改善を

新卒採用　第二
の就職氷河期を
つくるな

泊原発防災訓
練　コロナ対策
を急ぎたい

米大統領選開
票　静かに見守
るべきだ

増える自殺者　救
える命、支援重ね
て

世界津波の日
「稲むらの火」を
次世代に

米大統領選が
無事決着するこ
とを望む

憲法改正の議
論　「安倍流」の
見直しが先だ

テレビ届け出
ＮＨＫ自身の改
革が本筋だ

携帯料金値下
げ　幅広い利用
者に恩恵を

徴用工問題　協
議加速し危機回
避を

中国の５中総会
習氏独裁に一
層の警戒を

産前産後の親
子を支えたい

新型出生前診
断　国は議論で
主導的役割を

保護児童の将
来　自立支援の
充実が急がれる

性的指向の暴
露　容認せぬ社
会目指して

予算委の論戦
一問一答でこの
説明か

航空会社の苦
境　公的な支援
の強化を急げ

期待を裏切った
上場郵政の5年
間

大阪都構想再
び否決　維新の
手法が退けられ
た

大阪都構想否
決　将来展望が
見えにくかった

大阪都構想否
決　地域戦略考
える契機に

温室ガス削減　原
発に頼らず進め
ねば

文化の日　心の
豊かさ求め続け
よう

開発の力が落ち
ていないか

日本学術会議
問題　ほころぶ
一方の首相答
弁

衆院予算委　山
積する課題に議
論を深めよ

学術会議で論戦
矛盾と疑問尽き
ぬ答弁

都構想再否決
混迷の１０年どう
生かす

自転車事故
ルール守り安全
に走ろう

個人情報保護を
「国と地方」考え
る機会に

日銀のＥＴＦ購
入１０年　弊害
が拡大するばか
りだ

高齢者施設　感
染対策徹底で安
全な面会に

国産ジェット　残
したい開発再開
の芽

コロナと住まい
公的支援の拡
充を急げ

学長選考会議
透明性確保、大
学の手で

大阪都構想「反
対」　改革議論
を今後に生かせ

民主政治の原
点は話し合いだ

米大統領選投
票へ　民主主義
の土台問われる

学校連絡電子
化　教員の負担
減につなげたい

農業増産目標
オール北海道で
達成を

女川再稼働判
断　県民の不安
置き去りか

首里城火災１年
国県が協力し再
建遂げよ

成長を確信でき
なかった大阪都
構想

中国の５中全会
「富国」に協調
は欠かせぬ

若者と大麻　興
味本位が重大な
結果を招く

中国５中総会
長期の権力集
中を懸念

日米豪印の協
力　防衛相会合
の開催検討を

介護施設の面
会に知恵絞ろう

三菱旅客機開
発の凍結　国策
失敗の検証が
必要だ

コメ価格下落
需給調整より生
産性の向上を

幌延深地層研
不誠実な追加掘
削案だ

コロナと中傷　差
別許さぬ姿勢を共
に

核のごみと寿都
町　文献調査へ
の応募実現を

企業のリスク情
報を信頼向上に
生かせ

ＥＶの普及　世
界を見据えた戦
略描きたい

学術会議問題
国会軽視の論
点そらし

航空業界の苦
境　「自助」はも
はや限界だ

再エネの拡大　政
策の強化を急が
ねば

ポスト安倍の課
題　拉致解決へ
熱情継承せよ

「在宅」時代の
サイバー脅威

保健所の体制
人材の融通で機
能を強化せよ

ヒグマ狩猟延長
まず現状把握が
必要だ

６割未満は違法
嘱託社員への
格差正せ

アベノミクス　「道
半ば」で行き詰ま
り

新たなコロナ対
策　実効性の確
保こそ大切だ

コロナ対策の
ルールは柔軟に
見直しを

後継選び本格
化　総裁候補は
明確に所信を語
れ

日英ＥＰＡ締結
加速する自由化
検証を

中国の五中全
会　前例破る長
期政権懸念

コロナ追加対策
現場の声に耳傾
けて

トランプ氏指名
孤立主義とまず
決別せよ

農産物の高騰
対策が必要だ

コロナと中傷
感染者を責める
のは理不尽だ

高校生の就活
「氷河期」防ぐ支
援必要

首里城火災１年
地域の宝守る具
体策を

FRBは物価低迷
の連鎖を着実に
防げ

国会代表質問
説明せぬ首相
の不誠実

学術会議問題
説明を尽くさぬ
不誠実

日中往来の再開
首脳対話も同時

に進めよ

アベノミクスの終
幕　重くのしかか

る負の遺産

労働規制の緩和
／コロナ禍に便乗

は許されぬ
2020/10/31

国会代表質問
選択肢となる「対

立軸」を

学級規模論議／
きめの細かい指

導に力点を

「安倍政治」の弊
害　民主主義ゆ
がめた深い罪

2020/10/30

タカ3年ぶりV　コ
ロナ禍に元気も

部活動の地域委
託／格差生じない

首相退陣表明
危機対処へ政治

安倍首相が辞任
表明　行き詰まっ

首相の退陣表明
速やかに自民党
総裁選を　「安倍

最長政権　突然
の幕へ　「安倍政
治 弊害　清算

2020/10/29

2020/11/1
中国５中全会　内
向き強国化の危う

さ

大川小判決確定
１年／学校防災に

不断の努力を

暮らしの循環変わ
る時　週のはじめ

に考える

九州の観光　コロ
ナ後見据えた戦

略を

世界津波の日
「迷わず高台へ」

合言葉に

携帯値下げ／広く
恩恵及ぼす料金

体系に
2020/11/2

2020/11/3
宮城県美術館の
移転／やまぬ声
尊重し歩み寄りを

「鬼滅」大ヒット
新たな文化体験

の好機

西日本文化賞
災禍の年に光広

げる業績

大阪都構想否決
大都市論議へつ

なげたい

迫害の歴史の果
てに　憲法と学問

の自由

岩手とスマート畜
産／若い世代を
呼び込む契機に

2020/11/4

スーパーシティ
誰もが便利に思う

社会を

コロナ下の高齢者
施設／安心して

面会できる体制を

接戦の大統領選
米国の混迷を映し

出した
2020/11/5

ストーカー防止
精神医学の適切

な活用を

観客上限の緩和
実験／五輪へ前
のめりが気になる

2020/11/6

国会予算委論戦
問われる首相の

「答弁力」

コロナワクチン／
接種体制をじっく

り整えよ

勝者総取りが際
立つ米巨大IT決

算
2020/11/7

携帯料金値下げ
幅広い利用者の

負担減を

もやもや感が消え
ない　週のはじめ

に考える

コロナ下の住宅
ローン／早めの

相談　支援策で活
路を

オンライン診療
患者本位の見直

しに
2020/11/8

バイデン氏「勝
利」　米国に健全

な民主主義を

米国の再生が託
された　バイデン

氏が勝利

米大統領にバイ
デン氏／分断の
克服へ期待の表

れだ

大統領選バイデ
ン氏勝利　分断修
復し世界と協調を

バイデン氏勝利
米国の安定と威
信を取り戻せ

バイデン氏が勝
利宣言　内外の
分断修復に全力

を

バイデン氏勝利
強固な日米同盟

の確認を　「分断」
の克服に期待した

い

米大統領バイデ
ン氏当確　民主主
義と協調の復興を

2020/11/10

台風上陸ゼロ　次
の災害への備え

着実に

押印の慣習廃止
／前例主義の一

掃とセットだ

トランプ後の世界
経済　保護主義と

の決別が急務
2020/11/11

新型コロナ拡大
冬本番に備え対

策強化を

女川再稼働に同
意／事故の不安
除く責務は残る

2020/11/12

デジタル化推進
人材の育成と偏

在解消を

山形豪雨犠牲者
ゼロ／逃げ遅れ

回避対策生かそう

大統領選後の日
米関係　外交軸に
同盟の再構築を

2020/11/13

　
ち止まり再考すべ

きだ
風景　週のはじめ

に考える

 

受診 確実に情報
届けよ

疑問が多い日銀
の手法

2020/11/15

2020/11/14
新たな対米関係
「追従」姿勢から

の脱却を

岩手とスマート畜
産／若い世代を
呼び込む契機に

コロナ感染者最多
更新　危機感強
め第３波抑止を

これからの米中関
係　対立管理の
仕組み必要だ

休み



信頼できる報道
を守りたい

コロナ「警戒２」
医療逼迫招か
ぬ対応を

５０年に排出ゼ
ロ　再エネの普
及が鍵だ

通帳デジタル化
サービス維持を確
実に

コロナとインフル
同時流行に最
大限警戒を

温室効果ガス
排出ゼロへ覚悟
見せよ

携帯料金値下
げ　公正な競争
が前提だ

防災の日　コロナ
の時代に知恵を

弾道ミサイル発
射　中国は乱暴
な挑発やめよ

グーグル提訴
「市場支配」実
態解明を

コロナと知事選
指導者像に変
化の兆し

ウポポイ　等身大
のアイヌを知る

地域活動の縮
小　福祉の担い
手に支援急げ

トランプ氏は外
交の政治利用を
慎め

河井夫妻の裁
判　政治とカネ
の実態解明を

河井夫妻初公
判　現金提供の
目的を解き明か
せ

所信表明演説
実利偏重で針路
見えぬ

核禁条約発効
へ　日本の参加
欠かせない

財政法と戦後　歴
史的意味を忘れ
るな

茂木氏外遊再
開　対中外交戦
に勝てるのか

「見える化」が進
む水害リスク

幻の戦後最長
景気　判断の誤
り認めるべきだ

接触確認アプリ
普及阻む壁をど
う取り除くか

大阪都構想　投
票になお疑問が
残る

首相所信表明
国民の信頼得ら
れるか

ベラルーシ　公正
な選挙で出直せ

習氏訪韓の合
意　文氏は離間
の計に乗るな

アジア経済、コ
ロナ後へ準備を
怠るな

銀行振込手数
料　透明化で引
き下げに努めた
い

核禁条約発効
へ　廃絶へ歴史
的な一歩だ

英ＥＵ交渉難航
さらなる混乱ご
めんだ

河井夫妻公判
選挙実態に迫る
審理を

脅威を増す夏
「適応策」第一
に転換図れ

皇室巡る課題解
決で前進を

ベラルーシ　政
権は抗議の声
に耳を傾けよ

ワーケーション
課題見極め普
及を探れ

日中韓首脳会
談　出席して
堂々と対話を

自動運転解禁
社会の備えは十
分か

連続最長政権
安定基盤生かし
力尽くせ

軍事協定は日
韓共通の利益だ

最長政権　コロ
ナ乗り越え経済
再生図れ

国会２６日召集
空白埋める徹底
審議を

コロナ自宅療養
実態把握とサ
ポートを

コロナ失業の増
加　助成金特例
の延長を急げ

ワクチンは安全
性最優先を忘れ
るな

マンション管理
円滑化へ行政
の支援が必要だ

いじめ最多　早
く気付く努力必
要だ

洋上風力発電
豊かな「資源」の
活用を

孔子学院　政府
は実態の把握を
急げ

「大学債」が問う
国立大のガバナ
ンス

「お試し」商法
誤解を招く表示
は許されない

米大統領選　ト
ランプ流への審
判だ

スペースＪ凍結
再起の芽を残し
たい

被爆建物　「物言
わぬ証人」の重み

パラまで１年
開催に向け選手
の支援を

スピンオフを有
効活用しよう

重油流出事故
モーリシャスの
生態系を守れ

日高線廃止調
印　前例として
はならない

習氏の発展構
想　深圳は香港
にはなれぬ

コロナと大学
「学費返せ」の
不満解消を

最長政権の実
績を内政と外交
に生かせ

シベリア抑留
遺骨収集進め
実態解明を

藤井二冠誕生
棋力のたゆまぬ
研鑽称えたい

新過疎法案　指
定絞る理由が不
明だ

首相東南ア歴訪
心と心は触れ合
えたか

北の経済苦境
独裁維持の当
然の帰結だ

アップルの革新
力は健在か

首相在任「佐藤
超え」へ　政権
の運営に不安
が募る

鉄道会社の経
営　コロナ禍に
耐える構造改革
を

深刻な航空不振
長期化見据えた
支援を

大学生と大麻
その害を甘くみ
るな

秋元議員の逮
捕　保釈は厳格
な判断必要だ

３度目の秋元議
員逮捕　司法ゆ
がめる容疑に驚
く

バイデン氏指名
「反トランプ」の
訴えで十分か

菅首相初外遊
中国包囲網より
協調を

少子化対策　雇
用安定こそ最優
先に

ファイブアイズ
情報機能高め
協力推進を

モーリシャス重
油流出　環境回
復に十分な支援
を

ＩＲ証人買収　裁
判の公正を害す
る行為だ

出生数大幅減
へ　コロナ禍の
対策が急務

グーグル提訴
巨大ＩＴ規制の契
機に

デジタル課税　実
効性ある制度を
早く

ロシアの五輪攻
撃　サイバー対
策の脆弱憂う

父も気兼ねなく
育休取るには

受信料の義務
化提案　国民の
理解得られるの
か

債務猶予延長
途上国支援に
透明性の確保を

増える自殺　命
守る態勢強化が
急務

新ＳＴＡＲＴ　核
軍縮の道を閉ざ
すな

非正規格差判
決　労働の実態
見据え是正を

ＩＲ申請延期　いつ
までカジノ頼みか

靖国神社　菅首
相は速やかに
参拝を

ASEAN訪問をア
ジア安定につな
げよ

首相のＡＳＥＡＮ
訪問　アジア外
交進めるてこに

菅首相初外遊
東南アジアと信
頼関係深めよ

デジタル通貨
課題の検証を徹
底的に

放射能汚染水
安全対策は万
全なのか

北京の教授が
語る学術　相本
康一

タイ民衆デモ　強
権では解決しない

東海野球部の
大麻　慢心や甘
えはなかったか

給付金の不正
受給を許すな

デジタル円の実
証実験　まずは
課題の見極め
から

欧州コロナ急増
限定的規制の
効果が試される

思いやり予算
聖域視せず米と
交渉を

行政と押印　廃
止ありきでいい
のか

地方政策　「創
生」から「分権」へ

原発処理水
「風評」の克服
に全力注げ

東証は証券界
一体で再発防止
に取り組め

教員のわいせつ
行為　子ども守
る体制の強化を

核廃棄物処分
場　地元の理解
深める努力怠る
な

ゲノム編集　利
用基準確立が
急務だ

赤木さんの記録
政府は開示、説
明せよ

コメ政策　時計の
針を元に戻すな

食品ロス削減月
間　コロナ禍機
に意識持続を

復調道半ばの
中国経済に残さ
れた課題

ナゴルノカラバ
フ紛争　拡大防
ぐ責任は周辺国
に

銀行口座手数
料　顧客の十分
な理解が不可欠
だ

銀行手数料　欠
かせぬサービス
向上

コロナと介護
警戒しつつ日常
に戻せ

プラごみ対策
「使わぬ社会」め
ざして

国連人権理事
会　選定基準の
厳格化を図れ

タイ反体制デモ
双方が自制を

森友公文書改ざ
ん　国は経緯
ファイル開示を

父親の育児休
業　取得率の底
上げを着実に図
れ

エネルギー計画
脱原発へ明確な
道筋を

習氏の権威強
化　独裁復活へ
危険な一歩

コロナ下の健診
受診回復に全
力を挙げよ

統一30年ドイツ
と絆を太く

政府主導の携
帯値下げ　競争
環境の整備も必
要だ

コロナと自殺増
命救う対策と実
態調査を急げ

コロナ民間臨調
指摘生かし対策
万全に

露の毒殺未遂
事件　「国家犯
罪」へ制裁実施
を

デジタル教科書
の活用へ制度
改正を

新聞週間とコロ
ナ　多様な議論
が社会つなぐ

外資土地取得
安全保障踏まえ
現況明らかに

米価下落　緊急
の需給調整が
必要

社会保障改革
「本丸」から逃げ
るな

首相の東南ア訪
問　平和と繁栄
へ声そろえよ

デジタル課税の
合意を早く

Ｇ２０とコロナ不
況　米中は大国
の責任自覚を

エネルギー計画
電力の安定供
給が前提条件だ

２歳虐待死判決
命を救う連携を
深めよ

タイ反政府デモ
強権改め沈静
化させよ

森友遺族訴訟
全容は未解明の
ままだ

待遇格差判決
同一賃金の流
れを着実に

米中半導体摩
擦の激化と日本
の針路

新内閣発足１カ
月　菅政治の実
像見えてきた

菅内閣１か月
効果見極めて改
革に取り組め

「弔意」の通知
内心の自由侵さ
ないか

菅内閣１カ月
政策全体像が
見えない

菅政権１カ月　強
権的手法まで継
承か

拉致帰国１８年
悲しみの日々に
終止符を

非正規の処遇
改善を着実に

国立大への「弔
意」通知　時代
にそぐわない対
応だ

香港情勢　民主
主義の骨抜きを
許すまい

非正規格差判
決　是正の流れ
止められぬ

合同葬巡る通知
弔意強制になら
ぬよう

デジタル通貨　変
化への備えを万
全に

大学の技術管
理　海外流出阻
止の徹底急げ

新型コロナが示
した小売業の教
訓

少子化対策と菅
政権　産み育て
る環境整備こそ

非正規格差判
決　企業は待遇
のゆがみを正せ

ＪＲ減便　縮小
の悪循環が心
配だ

核のごみ処分
自主・民主・公
開原則で

核のごみ処分　真
の「対話」の実現
を

尖閣領海に５７
時間　公船侵入
の中国を許すな

世界経済安定
へ十分な新興国
支援を

ＪＲの終電繰り
上げ　利便性に
配慮した運用を

新聞週間　コロ
ナ禍で増す使命
の重み

新聞週間　知る
権利へ責務果た
す

学術会議人事
誰が６人を外し
たのか

北朝鮮の苦境
再建の道は非核
だけだ

運転免許返納
家族で今一度話
し合いを

日本が5Gで巻き
返すには

「非正規」格差で
判決　是正の責
務は変わらない

基地負担の軽
減　国と沖縄県
は冷静に対話
せよ

自民の憲法論
議　改定ありき
から脱却を

ＧｏＴｏ迷走　不
公平感が目に
余る

待遇格差訴訟
是正への歩み止
めるな

ＧｏＴｏトラベル
混乱回避へ見
直し怠るな

大胆かつ冷静な
エネルギー戦略
の議論を

Ｇｏ　Ｔｏ事業の
混乱　責任自覚
し制度の改善を

中小企業支援
デジタル化で経
営の足腰強く

学術会議問題
「拒否」の経緯
不透明だ

待遇格差判決
非正規差別を正
さねば

「地域の足」確保
競争と協調で工
夫を

ナゴルノ紛争
停戦維持し和平
に道筋を

安心で質の高い
不妊治療に

学術会議の行
革論議　意図的
な問題すり替え
だ

憲法改正　党派
を超えて精力的
に論じよ

林業の人材確
保　若者定着で
きる環境を

ナゴルノ紛争
「宗教対立」とあ
おるな

原発事故の責任
国の上告は救済

先送りだ

コロナ民間臨調報
告／政府は自ら
検証しないのか

2020/10/15

学術会議の問題
論点すり替えは

許されぬ

核のごみ調査受
け入れ／科学的
検討を先行すべ

きだ

2020/10/14

ワーケーション普
及／まず長期休
暇取れる環境を

2020/10/21

内閣支持率低下
首相は国会で説

明尽くせ

米中ハイテク摩擦
／日本は冷静な
対話の仲介を

2020/10/20

コロナとインフル
同時流行も想定し

備えよ

双葉・原子力災害
伝承館／批判受
け止め展示見直

しを

2020/10/19

人口減とコロナ
少子化対策の再

構築図れ

団結こそ平和を守
る　週のはじめに

考える

学術会議在り方
論議／歴史踏ま

え介入を撤回せよ

米軍駐留経費
腰を据え長期的

視野で
2020/10/18

タイ反体制集会
政権は民主化の

声を聞け

非正規待遇格差
に判決／是正の
努力怠るべきでな

い

2020/10/17

来年度予算編成
既得権益に大な

た振るえ

食品ロス削減／
「もったいない」の

意識から
2020/10/16

コロナの時代　感
染症危機と世界
新たな協調の土

台作りを

2020/10/26

高齢ドライバー
加害者にならない

選択を

勝てばいいのか
週のはじめに考え

る

連合の支援政党
／見過ごせない
影響力の低下

コロナの時代　つ
ながりの再構築

「お互いさま」を広
げたい

2020/10/25

国連創設75年
「協調」の原点に

立ち返れ

宮城・選挙の日程
統一／欠ける熱
意　もっと執着を

コロナの時代　変
わる仕事のあり方
働き手の幸福が

最優先だ

2020/10/24

原発処理水放出
時間切れは理由

にならぬ

女川再稼働　賛
成採択／安全へ
の懸念残し　なぜ

急ぐ

米大統領選　分
断乗り越える論戦

を
2020/10/23

混迷の大統領選
分断を超える将

来像示せ

森友公文書改ざ
ん／新たな証拠を

無駄にするな

脱炭素と両立でき
る経済復興策に

天気予報のない
時代　命を守るた
めに使ってこそ

2020/10/22

　
ロナ禍に元気も

らった
託／格差生じない

工夫と支援を
危機対処へ政治

空白を避けよ
表明　行き詰まっ

た末の幕引き
総裁選を　「安倍
政治」を発射台に

せよ

　
　

治」の弊害　清算
の時

2020/10/29

温暖化ガスゼロ
「50年達成」への

道筋示せ

核禁止条約、来
年発効／日本は
被爆国の役割果

たせ

トランプ氏指名
「偉大な国」の内
実が問われる

コロナの時代　持
続可能な地球へ
立ち止まり変革す

る時だ

コロナ禍に政治空
白は許されない

2020/10/28

核禁条約発効へ
「絶対悪」の認識

共有せよ

初の所信表明／
実利追求　懸案に

目そらす
2020/10/27

ゲノム編集　国際
ルールの整備を

急げ

国語に関する調
査／正しい言葉
遣いを大切に



2020/10/13
災害時の情報
避難につながる
発信を

住民投票の告
示　大阪都構想
の論点明確に

非正規に職務に
応じた透明な処
遇を

核のごみ最終処
分場　原発政策
の見直しが前提

科学の基礎研
究　未来に向け
て息の長い支援
を

核ごみ調査受諾
村長の説明は
遅すぎる

豪雨災害　逃げ
遅れ防止／避
難誘導にリモー
ト活用を

持続化給付金
「不正逃さぬ」徹
底して

WFPに平和賞
飢餓の救済へ
国際連携を

学術会議問題
首相は説明責任
果たせ

北の軍事パレー
ド　日本への脅
威を直視せよ

国勢調査の電
子化も促そう

学術会議の「名
簿見ず」　誰が６
人を除外したの
か

「北」の兵器誇
示　苦境打開に
は核放棄が本
筋だ

米政権中枢感
染　危機管理、
極めてずさん

ノーベル平和賞
連携して危機に
対処を

2020/10/12

慰安婦像の撤
去　韓国の「反
日」阻む外交を

ノーベル文学賞
多様な価値発見
の契機に

行政改革　非効
率な業務を見直
したい

五輪の簡素化
ＩＯＣはさらに努
力を

失業率の上昇
雇用の安全網
強化を急げ

キャッシュレス
不正　官民の危
機意識足りない

ゆうちょ銀被害
情報開示の遅
れが傷を広げた

ＮＴＴ再編　競争
力向上が問わ
れる

日本郵政　信頼を
取り戻せるか

社会保障と「自
助」　首相は政
策の具体論語
れ

競争促す減反
廃止の原点に
立ち返ろう

ＷＦＰに平和賞
コロナ下の国際
連帯に光

コロナと雇用
人手不足産業
への転職円滑
に

ノーベル平和賞
飢餓撲滅　世界
が行動を

コロナ臨調報告
本気の備えが足
りない

ノーベル平和賞
飢餓防ぐ世界の
連帯を

日本学術会議
行革の対象に
聖域はない

大阪の活力にな
る選択を

学術会議人事と
菅首相　理由示
せないなら撤回
を

ＮＨＫネット費
上限の撤廃は
認められまい

コロナ感染増加
医療態勢の強
化早急に

学術会議改革
強権的手法は
許されぬ

学術会議問題
論点すり替え　目
に余る

核のごみ文献調
査　決断した町
と村に敬意を

核のごみ処分場
選びへ重要な一
歩だ

高齢運転者の
事故対策　安全
への取り組み着
実に

人事院勧告　働
き方改革で行政
の質高めよ

コロナ倒産増加
支援の再点検
が急務だ

米大統領感染
安全より打算の無
謀さ

日露交渉　「四
島返還」へ方針
を戻せ

コーカサスの戦
火を止めよ

政府の皇位継
承議論　もはや
先送りはできな
い

地銀再編　前向
きに検討すべき
選択肢だ

女性の活躍　歩
みをもっと速め
たい

コロナ対策　再流
行への備え怠ら
ず

日本学術会議
前例に囚われず
大ナタを

「LIBOR」廃止へ
の備えを万全に

日米豪印の外
相会談　長期的
な安定への土台
に

コロナ情報共有
現場が使いやす
いシステムを

防衛費概算要
求　膨張ありき
断つべきだ

学術会議問題
説明拒む政府
の不誠実

日米豪印会合
覇権争いの具と
するな

反政府デモ拡大
「タイ式」を変え
るときだ

豪経済再生は
脱中国依存で

支援学校に設
置基準　安心で
きる学びの環境
を

虐待児保護所
満員状態の解
消が急がれる

核ごみ住民投票
応募前に民意
の把握を

日韓往来再開
合意重ねて信頼
回復を

生物多様性　「落
第点」返上に全力
を

日米豪印外相
会合　「自由の
海」へ仲間広げ
よ

警戒要する「準
暴力団」の台頭

米政権中枢の
集団感染　危機
管理がずさん過
ぎる

日米豪印会談
海洋秩序の安
定へ重い役割

学術会議人事
首相の説明成り
立たぬ

合成動画で逮捕
ＡＩのウソに抵抗
力を

スポーツ庁５年
ポスト五輪の姿を
描け

わいせつ先生
教室に戻しては
ならない

日米豪印の枠
組みを礎に地域
の安定を

学術会議巡る首
相発言　これで
は説明にならな
い

日銀短観改善
政策支援で着実
な回復軌道に

空港民営化苦
境　国内客重視
で回復図れ

ＧｏＴｏ事業　目
的に合っている
のか

電力自由化　新
市場の見直し柔
軟に

米大統領府で感
染　他山の石と
し予防尽くせ

年功制が限界
に来たトヨタ

医療事故調査
制度５年　活用
される工夫をさ
らに

学術会議人事
混乱回避へ丁
寧な説明が要る

入国制限の緩
和　検査態勢強
化が前提だ

トランプ氏感染
危機管理がなっ
てない

学術会議人事
説得力ない首相
の説明

五輪の簡素化
ＩＯＣは追加費用
負担を

自由貿易の旗
手として菅政権
は指導力を

ドコモ完全子会
社化　利用者本
位で改革推進を

トランプ氏感染
米政権の危機
管理が甘すぎる

企業の景況感
本格回復には
ほど遠い

菅政権下の日
中　強権批判と
経済　両立を

米大統領選　政
治の劣化に歯止
めを

基準地価の下
落　コロナ禍の
影響注視せよ

感染生まない
「外食喚起」に

東西ドイツ統一
３０年　協調と対
話のけん引役に

わいせつ教員
教壇に立たせな
い対策を急げ

中国の同化政
策　モンゴル族
の文化守れ

災害への備え　平
時の連携を一歩
ずつ

ドイツ再統一３０
年　自由の旗手
として行動を

セルフメディ
ケーションを上
手に使おう

膨らむ防衛予算
コロナ下の聖域
許されぬ

ドイツ統一３０年
東西の格差縮
小が繁栄導いた

杉田議員の暴
言　自民党の責
任も重大だ

概算要求　縦割
り打破の成果を
示せ

対ロ外交もっと
したたかに

対露外交と菅政
権　安倍路線で
は前進しない

防衛費概算要
求　新たな領域
の能力向上を図
れ

学術会議の人
選　中立性侵す
政権の介入

香港の国慶節
無言の抗議に
国際連帯を

納得できる役員
報酬へさらなる
開示を

東証取引の終
日停止　国際金
融拠点には程
遠い

コロナ治療薬
選択広げ安定し
た医療体制に

東証の売買停
止　日本市場の
信頼損ねた

学術会議人事
学問の自由　脅
かす暴挙

日本学術会議
人事を機に抜本
改革せよ

携帯料金引き下
げへ競争原理
の徹底を

不妊治療　当事
者に寄り添った
支援策を

米大統領選討
論　非難合戦で
終わるのか

福島原発判決
「国の責任」か
みしめよ

東証売買停止　イ
ンフラの重責　自
覚を

トランプ氏陽性
危機にこそ民主
主義貫け

脅威に効果のあ
る防衛費に

ＮＴＴ事業再編
５Ｇ時代に世界
と戦えるのか

神恵内請願採
択　影響考え再
考すべきだ

学術会議人事
任命拒否の撤
回求める

女性と性暴力　自
民は鈍感すぎな
いか

東証システム障
害　市場の信頼
損ねる失態だ

解決策が見えな
いティックトック
問題

杉田水脈議員
の発言　「菅自
民」が問われて
いる

座間事件初公
判　ＳＮＳ犯罪の
抑止につなげよ

防衛費増額要
求　「聖域化」は
許されない

原発事故と国　責
任の重さ、直視せ
よ

原発被災者訴
訟　最高裁の判
断を聞きたい

なぜ学者6人を
外したのか

大統領選の討
論会　米国政治
の劣化あらわに

東証終日停止
資本市場の信
頼損なう失態だ

東証トラブル
経済の基盤が
揺らぐ

大阪の都構想
政党は責任もって
語れ

ＮＴＴ再編　値下
げだけでない成
果を

景気の回復を着
実に支えよ

原発事故で高裁
判決　国は「責
任」を果たす時
だ

概算要求　予算
効率化へ縦割り
排除せよ

予算概算要求
膨張認める状況
にない

大統領選討論
会　米国の明日
が見えぬ

政府予算編成
透明性の確保が
必須だ

米大統領選討
論会　「中国」こ
そ論じるべきだ

東証全面停止
は市場の信頼
損ねる失態だ

１００兆円超の
予算要求　放漫
財政も継承する
のか

米大統領選　低
次元論戦が示
す政治の劣化

日ロ電話会談
５６年宣言軸で
は進まぬ

座間事件初公
判　「つながる
闇」がそこに

延期五輪の姿
具体案を示して議
論を

押印の原則廃
止　具体的な線
引きの明示を

分断を印象づけ
た米討論会

始動期終えた菅
首相　なぜ早く
国会を開かない

基準地価下落
需要の変化を丁
寧に見極めよ

大学共通テスト
安心して臨める
態勢を

入国制限の緩
和　再拡大防止
を最優先に

基準地価　注視す
べき下落の背景

中国の同化政
策　習主席の開
き直り許すな

地価が３年ぶり
に下落　コロナ
禍の波及に注
視を

国語世論調査
言葉は選んで大
切に使いたい

基準地価下落
バブル崩壊の轍
踏むな

中曽根氏合同
葬　１億近い国
費は妥当か

コンビニ規制　持
続可能なしくみ作
れ

豚熱の再発生
国は収束に向け
具体策を

NTTはグループ
再編で飛躍でき
るか

低所得者の入
居支援　住宅確
保は生活の基
本だ

議決権の無効
化　株主総会の
改革を蔑ろにし
た

デジタル庁　利
便性と安心感
両立を

揺さぶり不認定
ＳＢＳ理論の再
検証を

国連と日本　協調
築く主体的外交を

国際機関トップ
政府一丸で人材
送り出せ

「新常態」まで調
整が続く地価

国連創設から７
５年　国際協調
の原点に回帰を

公明党大会　国
の重要政策で責
任を果たせ

道議会での喫煙
法律違反で言語
道断だ

ＧｏＴｏ拡大　公
平かつ柔軟な対
応を

日中首脳対話
原則貫き重層的
関係を

コロナと自殺増
きめ細かな相談
と支援を

新たな日中関係
には国民の理
解不可欠

証拠改ざんから
１０年　不断に
検察捜査見直し
を

携帯電話料金
値下げへの具
体策が問われる

教員の性暴力
被害防ぐ一層の
対策を

入管法改正検
討　人権軽視の
姿勢改めよ

公明と菅政権　政
治の安定だけで
なく

国語世論調査
「乱れていない」
は本当か

入国制限の緩
和は慎重に

コロナと図書館
知の泉を枯らさ
ぬように

中国語教育強
化　少数民族の
抑圧は許されな
い

核ごみ知事発言
国の主導求める
真意は

原発輸出戦略
「看板」を書き換
えねば

往来制限の緩
和　感染再燃時
の即応態勢を

ウェブ採用で高
校生に「選択の
自由」を

日中関係と菅政
権　法の支配が
改善の基盤だ

菅政権の外交
国際協調へ主
導的役割果たせ

不妊治療　負担
軽減へ議論丁
寧に

学術会議の人事
任命権の乱用は

許されぬ

学術会議に人事
介入／あなたも強

権か 即撤回を

学術会議６氏任
命せず　看過でき
ない政治介入だ

2020/10/3

原発被災者勝訴
国は責任を認め

救済せよ

原発訴訟　仙台
高裁判決／国は
責任認め被災者

救済を

核のごみ文献調
査　拙速な応募に

反対する
2020/10/2

増える防衛費　コ
ロナ禍でも聖域な

のか

概算要求出そろう
／新政権はしがら

みの排除を
2020/10/1

地価の変調　コロ
ナ後見据えた対

応を

かんぽ営業再開
／出直しへ体質
は変わったか

2020/9/30

次の臨時国会
早期召集し首相

の言葉を

コンビニ調査報告
／店主の苦境和

らげる方策を

大災害対策　縦
割り打破し柔軟対

応を

コロナ下の震災伝
承／風化防止へ
支援の拡充急務

2020/9/28

川辺川ダム論争
流域全体で総合

的治水を

不妊治療の保険
適用／令和時代
の社会保障 構築

を

2020/10/8

学術会議の推薦
首相は拒む理由

の説明を

トランプ氏コロナ
感染／無頓着な
姿勢を続けるの

か

2020/10/7

デジタル庁新設
誰にも優しいIT社

会に

高齢者雇用と安
全／職場環境見
直し労災抑止を

2020/10/6

入国制限の緩和
焦らず五輪後も

見据えて

人口一極集中の
是正／試される官
民の意志と知恵

杉田議員の発言
自民の体質が露

呈した
2020/10/5

東証売買停止
大失態繰り返さぬ

対策を

統一で得た自由
の値打ち　週のは

じめに考える

Ｊ１仙台経営危機
／サポーターへ
の説明足りぬ

イージス代替策
「迷走」の轍を踏

むな
2020/10/4

携帯電話料金
競争による値下

げが筋だ

車いすで乗る新
幹線　週のはじめ

に考える

ドイツ統一３０年
／欧州の盟主の

責任は重い

普天間問題　原
点に返り対話重

ねよ
2020/10/11

五輪の簡素化　コ
ロナと併走新たな

形に

座間９人殺害公
判／ＳＮＳ犯罪の

防止に生かせ
2020/10/10

日米豪印の連携
緊張高めず安定

の基盤に

宮城３病院連携・
統合／地域に影
響　功罪の吟味を

核ごみ文献調査
応募表明　異論
顧みぬ前進は危

うい

2020/10/9

休み

2020/9/29

地方創生　分散民主主義の旗色
　

 コメの販売先送りコロナと学生　遠
　



菅外交スタート
「中国への遠
慮」は禁物だ

米最高裁を巡る
混乱が心配だ

コロナ入国制限
の緩和　感染状
況見極めた対応
を

水害と文化財
減災にはリスク
想定が大切だ

菅外交始動　国
際協調への指
導力を

御嶽噴火６年　火
山と共存するため
に

携帯料金値下
げ　家計助ける
成果をあげよ

新たな五輪モデ
ル築く簡素化と
感染対策

東京五輪の見
直し計画　感染
リスク軽視せぬ
よう

主権者教育　ま
ず社会への関
心を高めたい

公明党と菅政権
歯止め役の覚
悟示して

佐藤さん漫画賞
政治笑える自由
の尊さ

気候危機対策
政権の覚悟が問
われる

国連創設７５年
「戦勝国の発
想」と決別を

首相は国連外
交で存在感を

米のＴｉｋＴｏｋ排
除　ネットの自
由奪わないか

気象庁の広告
信頼を損なう表
示では困る

発電所維持負
担　新電力に不
利な制度だ

デジタル庁構想
不信の払拭が
先決だ

ャパンライフ　な
ぜ被害は拡大し
たか

女性活躍と少子
化対策を一体で
急げ

日韓関係の立て
直し　対立解消
に対話欠かせ
ぬ

ネット金融不正
便利さと安全性
を両立させよ

創設７５年の国
連　国際協調の
立て直しを

携帯料金　丁寧な
検証と議論こそ

米州開発銀行
の分断避けよ

コロナ下の自殺
「安全網」をより
細やかに

タイ反政府デモ
強権政治への
不満が噴出した

五輪招致疑惑
ＪＯＣは真相解
明せよ

テレワーク　活用
へ課題の総点検
を

習氏の国連演
説　「多国主義」
に騙されるな

株式会社制度
の根底を揺るが
す不祥事だ

地方再生と一極
集中　菅流競争
主義の再点検を

米中国連演説
批判合戦で課題
は解決しない

桜を見る会　中
止で疑惑を葬る
のか

ジャパンライフ
長年の放置こそ
問題だ

東電と原発　運転
を認めていいのか

ＪＲ終電繰り上
げ　鉄道離れ加
速させかねぬ

TPPを骨抜きに
するな

混乱するベラ
ルーシ　市民と
の対話が欠か
せぬ

ジャパンライフ
悪質商法の被
害を食い止めよ

核ごみ説明会
公平公正の確
保が肝心

タイ反政府デモ
民主化要求止
められぬ

コロナと経済　「第
２波」から学ぶこと

少子化と菅政権
若い出産に安心
感つくれ

主体性問われる
ASEAN

女性政策と新政
権　おじさん主
導では心配だ

危険なバス停
安全確保へ着
実に移設進めよ

男性の育休　安
心して取れる環
境を

少年法答申案
根拠に乏しい改
正案だ

コロナと船員　「漂
流」３０万人に支
援を

教科書採択　自
虐史観の復活
が心配だ

デジタル政府の
再構築が喫緊
の課題だ

サンマの記録的
高値　資源回復
へ知恵絞るとき

ネットとラジオ
連携で放送の将
来像描けるか

ＧｏＴｏ拡大　感
染増なら見直し
必要

＜菅政権の課
題＞周辺国外
交　関係安定化
を最優先に

水害時の避難
安心できる場の確
保を

五輪と菅首相
開催への決意を
聞きたい

政治主導の実を
あげ弊害の最小
化を

デジタル庁設立
へ　国民本位の
構想が必要だ

インフルの季節
コロナとの同時
流行に備えよ

コンビニ改革
加盟店を支える
本部に

＜菅政権の課
題＞コロナと自
殺　悩みの「総
合病院」必要

戦争の伝え方
「炎上」の教訓踏
まえて

中国の外交攻
勢　欧州取り込
みは失敗した

パレスチナ置き
去りにするな

生物多様性の
危機　手遅れに
ならないうちに

反体制派に毒
物　ロシアは疑
惑解明が迫られ
る

１次産業政策
競争一辺倒でい
いのか

大阪都住民投
票　再実施の意
義周知せよ

核のごみ処分　議
論深める環境作り
を

拉致と菅政権
好機を主体的に
生み出せ

菅政権下の「政
と官」　さらなる
ゆがみ懸念する

ゲーム依存　予
防と治療の体制
が急がれる

オスプレイ飛来
またも通告なく
横暴だ

遺言の活用　思い
を確実に残すた
め

敬老の日　大切
な人たちを守り
たい

タイの反政府デ
モ　強権だけで
は収まらない

敬老の日　豊か
な長寿社会をど
う作るか

新政権と経済
実を結ぶ成長戦
略描け

デジタル庁の創
設　便利さ実感
できる改革に

安全・安心追求
がデジタル金融
の前提だ

新政権のコロナ
対策　経済偏重
にならないよう

公取委新体制
データ寡占の監
視を続けよ

ベラルーシ混乱
民意受け出直し
選挙を

李元総統の告
別式　菅政権は
米台と連携せよ

テラス席が問う
道路の「主役」

イスラエル・湾岸
の国交　宗派対
立あおりかねな
い

サンマの不漁
「庶民の味」が
遠のかぬように

多難な社会保障
未来像に向け議
論急げ

マイナポイント
国民の理解がなく
ては

巨大詐欺事件
「桜を見る会」の
再調査を

ポスト安倍外交
独自色どう出し
ていくか

デジタル庁　改
革の青写真を早
期に示せ

ジャパンライフ
預託商法の徹
底解明を

電子決済不正
安全対策なきに
等しい

安保法５年　「違
憲」継承は許され
ぬ

コロナ対策　今
から特措法の改
正図れ

ジャパンライフ
事件　政官との
関係も問われる

女児連れ去り
ネット利用に目
配りが必要だ

安保法成立５年
対米追従　立ち
止まる時

＜菅政権の課
題＞コロナと医
療　現場を支え
る態勢急げ

原子力政策　課
題先送り繰り返す
な

ゴーン被告事件
の裁判　主役不
在でも実態解明
を

日英通商合意
ＥＵ離脱後も関
係を強固に

イベント制限
緩和への対策
は万全に

ロシア毒殺未遂
体制の暗さが重
苦しい

慰安婦合意　意
義を再評価し前進
を

新政権の経済
政策　格差への
目配りが必要だ

イベント緩和
安全な運営を軌
道に乗せたい

北方領土問題
首相の意欲が
見えない

＜菅政権の課
題＞格差拡大
非正規救済を最
優先に

2020/9/17

菅「継承」内閣が
発足　安倍政治
の焼き直しはご免
だ

感染実態踏まえ
たコロナ対策急
げ

菅義偉・新内閣
が発足　まず強
引な手法の転換
を

菅内閣発足　経
済復活へ困難な
課題に挑め

菅新政権発足
コロナ下の国の
針路示せ

菅内閣発足／
継承の先の将
来像物足りぬ

国民全体の奉
仕者たれ　菅内
閣が始動

菅内閣発足　ま
ずコロナ対策に
万全を

社会保障改革
共助・公助の議論
こそ

大坂なおみ　快
挙と勇気を称賛
したい

大坂選手のマス
ク　反差別への
共感広げたい

ＡＳＥＡＮ会合
米中覇権争い
の場とするな

虐待とＤＶ　高ま
るリスク対応急
げ

新立憲民主発
足　埋没してい
る暇はない

外国人政策　現
実見すえ転換す
る時

２つの結党大会
いったい何が変
わったか

除染なしの避難
解除　拡大適用
はすべきでない

ＧｏＴｏ拡大　観
光活性化へ不
安の解消を

コロナ情報流出
札幌市の究明
遅すぎる

三権分立の否
定　市民を向か
ぬ香港長官

大坂なおみ選手
ボールは私たち
の側に

合流野党は何
がしたいのかを
明確に

菅新総裁選出
総括なき圧勝の
危うさ

英EUはFTA締
結を確実に

2020/9/14

観客数の上限緩
和　感染防止は
変わらぬ軸だ

ＧｏＴｏに東京追
加　常にブレー
キ踏む用意を

コロナと自転車
利用増でマナー
違反が目立つ

ドコモ口座不正
安全面の甘さ突
かれた

総裁選討論会
対中認識が甘
すぎないか

日本記者クラブ
討論会　菅氏の
ビジョンが見え
ぬ

総裁選討論会
時代認識と国家
観が重要だ

自民党総裁選
地方政策　集権
から分権へ転換
を

朝鮮半島外交
対話を重ね関係
修復を

成人と少年　法
律の線引きをそ
ろえよ

次期政権の軸を
示す政策論議を
深めよ

総裁選と外交政
策　米中対立下
の役割議論を

自民党総裁選
国際協調へ戦
略が問われる

自民党総裁選
外交・安保　対
米偏重是正の
議論を

コロナと政権
現場の声に耳
澄ませて

財政健全化　成
長に頼り課題先
送り

首相の安保談
話　「敵基地攻
撃力」決定急げ

感染動向見極
め制限緩和を

ドコモ口座で不
正　金融扱う自
覚があるのか

ドコモ口座不正
決済事業者の
自覚は十分か

神恵内で請願
核ごみ調査　慎
重を期せ

検証「安倍政
治」官邸主導
統治機構の根
腐れ生む

野党合流新党　な
れるか国民の選
択肢

ドコモ口座で不
正　手口解明し
預金者保護を

雇用不安の長
期化への備えを
固めよう

合流新党代表
に枝野氏　「反
安倍」超えた政
策力を

合流新党　現実
味のある政策を
掲げよ

新・立憲民主党
政権選択へ実
行力示せ

東海豪雨２０年
地域社会が住
民を守る

2020/9/11

2020/9/12

2020/9/13
ドコモ口座不正
預金者の不安を

取り除け

教訓は正しかった
のか　週のはじめ

に考える

台風１０号 九州に
爪痕／暴風への
備え 改めて確認

を

ＧｏＴｏ事業　柔軟
に見直す仕組み

に

安倍外交・安保
米国偏重のひず

みを正せ

ドコモ口座不正／
顧客の安全軽視

した結果だ

野党の合流新党
「政権の選択肢」

合流新党代表に
枝野氏／政権担
う気概 戦略ある

財政再建の道筋
を示す責任がある

休み

ＧｏＴｏイート／感
染防止へ手綱を

緩めるな

迅速と丁寧を両立
させた政治主導を

新総裁に菅氏
「総括なき継承」

の危うさ

自民総裁に菅氏
「表紙」だけを替え

ても

菅・自民党総裁／
手堅さよりも独自

カラーを

菅自民党新総裁
継承の先に何を

目指すか

政権誕生へ　危
機に立つ首相の
自覚を　派閥に
とらわれぬ人事
を貫け

自民新総裁に
菅氏　継承あり
きの異様な圧勝

自民総裁に菅
氏　社会に安心
感を取り戻した
い

2020/9/26

2020/9/27
　

型社会へ好機逃
すな

は　週のはじめに
考える

 
／今こそ需要拡

大に全力を

　
い正常化　支援続

けて

核兵器禁止条約
被爆国の役割を

忘れるな

ゆうちょ口座被害
拡大／顧客不在
の体質が問われ

る

コロナ規制緩和
感染再燃の兆候

見逃すな

アフガン和平　歴
史的な好機を逃

すな

温暖化と農業／
中長期的な視点

で対策を

菅政権と中国　高
まる脅威を直視せ
よ　国賓来日の白
紙撤回が必要だ

桜を見る会　なぜ
「再調査」を拒む

のか

ジャパンライフ事
件／前首相との
関係　再調査を

核のごみ処分　原
発の将来像議論

が先だ

イノシシ被害増加
／国は中山間地

に厚い支援を

沖縄の基地問題
まず寄り添う姿勢

見せよ

「宝の言葉」を探
す旅　敬老の日に

考える

日英協定合意／
多方面の連携に

つなげよう

2020/9/24

2020/9/25

低い子どもの幸
福度／貧困の
影響深刻自助
に限界

子どもの貧困
コロナ禍の今、
支援強化を

2020/9/16

2020/9/15

2020/9/18

2020/9/19

2020/9/20

2020/9/21

2020/9/22

2020/9/23

近隣外交　仕切り
直しの好機にせよ

専守防衛を穿つ
安保法　週のはじ

めに考える

菅政権と経済政
策／苦しむ家計を

支える視点で

被災地の復興
首相の姿勢が試

される

経済の再生　雇
用や暮らし守る道

筋を

核燃料中間貯蔵
「合格」／最終処
分の道筋示す時

期だ

日米同盟基軸に
菅外交ビジョンを

政治の信頼回復
「見える化」こそが

原点だ

菅政権と福島復
興／帰還促進の
具体策を示せ

「新しい日常」に
即した成長戦略を

菅政権の経済政
策　改革に徹し成

長の礎築け

女性活躍社会
看板倒れに終わ

らせるな



ドコモ口座　安全
守れぬ事業は失
格

拉致と総裁選
解決の具体策を
熱く競え

治験の中断を重
く受け止めよ

販売預託商法
の被害　繰り返
さぬ仕組み早急
に

仏紙風刺画再
掲　「表現の自
由」で許される
のか

自民党総裁選
経済・財政政策
負の側面認めて
転換を

検証「安倍政
治」普天間「返
還」　辺野古あり
きを改めよ

政権と女性　尊厳
なければ輝けぬ

コンビニ調査報
告　経営モデル
の転換を急げ

ドコモ口座の不
正利用を徹底調
査せよ

総裁選とアベノ
ミクス　どう転換
するかが焦点だ

少年法見直し
適用年齢巡る議
論を続けよ

自民党総裁選
新型コロナ対策
再拡大見据えた
準備を

日産への融資
公的保証は十分
説明を

総裁選と経済
足らざる政策論
じ尽くせ

国勢調査にネッ
トの活用を

かんぽの営業
再開　まず企業
統治立て直しを

自民党総裁選
成長戦略をどう
強化するか

自民党総裁選
教育改革　現場
の声　重視すべ
きだ

政権と沖縄　県民
と向き合う姿勢を

両立支える保育
サービスの拡充
急げ

自民総裁選が
告示　安倍政治
の総括が不十
分

自民総裁選告
示　危機乗り越
える戦略を論じ
よ

論戦スタート　ひ
ずみ正す姿勢
乏しい

検証「安倍政
治」社会保障の
将来　「痛み」の
分かち合いを

総裁選告示　政
権総括　議論を深
めよ

驚きのバフェット
流商社買い

コンビニの２４時
間営業　経営の
革新を促す警告
だ

台風１０号　迅
速な避難を習慣
づけたい

コロナ禍の台風
多様な避難先の
用意を

自民総裁選告
示　「安倍政治」
の総括から

陸上イージス　首
相主導が招いた
迷走

新党代表選の
告示　選挙互助
会で終わるのか

損得勘定ではな
く政策で選ぶ総
裁選に

台風１０号の被
害　コロナ下の
備え再点検を

五輪の感染対
策　安全な大会
運営の道筋示
せ

自民党総裁選
きょう告示　安倍
政治　検証欠か
せぬ

検証「安倍政
治」教育改革
競争疲れに目を
向けて

台風への備え　教
訓に学び　より確
かに

核のごみ文献調
査　知事は議論
の芽を摘むな

台風10号の教
訓 次に生かせ

コロナとカジノ
計画の前提が
崩れている

待機児童　保育
の受け皿がまだ
足りない

合流新党代表
選　信頼回復の
道筋明示を

台風１０号の教
訓　早めの避難
が命を救う

ＷＴＯトップ　空席
解消し機能回復を
＝訂正・おわびあ
り

尖閣漁船事件１
０年　防衛の決
意を行動で示せ

住民投票へ課
題はまだある

米中の軍事対
立　緊張緩和に
向けた対話を

ネット中傷対策
事業者は社会
的責任の自覚を

核ごみ処分問題
本質的な議論が
必要だ

検証「安倍政
治」国政の私物
化　疑惑の解明
なお必要だ

対ロシア交渉　失
敗を検証して出直
せ

反体制派に毒
物　プーチン政
権の闇は深い

コンビニは自主
的な経営改善に
取り組め

大阪都構想、住
民投票へ　コロ
ナの影響説明
が必要

フードテック　代
替品は本物の
肉に近づくか

マイナポイント
信頼なしに利用
進まぬ

中小企業支援
「コロナと共に」
前提で

ペットの飼育崩
壊　多様な現状
に福祉目線で

EVが開く自動車
市場の新たな競
争

クラスター弾条
約１０年　人道
的軍縮の流れさ
らに

入国制限緩和
空港の検疫体
制強化が急務だ

胆振東部地震２
年　被災者の支
援を息長く

三権分立を否定
香港の制度破
壊を許すな

フードバンクの
基盤強化を

部活動での集団
感染　寮生活の
リスクに注意を

生活とＡＩ　特性
を理解すれば賢
く使える

胆振東部地震２
年　電力の地産
地消目指せ

核燃料の貯蔵
政策転換から逃
げるな

チェコ議長の訪
台　民主主義の
連帯を示した

陸上イージスの
報告書　検証に
はほど遠い内容
だ

コロナ不正受給
支援につけ込む
悪意を許すな

「対日戦勝」強
調　ロシアの歴
史修正不当

検証「安倍政
治」原発の無責
任　現実は「統
御」に程遠い

政権と教育　熟議
と専門知の復権を

牛豚の大量盗
難　早期検挙で
全容の解明を

台風１０号の接
近　命を守る最
大級の警戒を

コンビニ報告書
「２４時間」無理
強いへの警鐘だ

クマ出没多発
地域で連携して
対処を

日経支局に警
察　香港の“大
陸化”に懸念

森友・加計・桜
説明なき退陣あり
えぬ

大阪都構想の
投票　やる以上
は説明を尽くせ

政治主導のひ
ずみが生んだモ
リカケ疑惑

自民総裁選で菅
氏優位　安倍政
治継承だけなの
か

自民党総裁選
政策の継承だけ
では物足りぬ

核ごみ処分問題
熟慮に向け対話
継続を

今年も不漁　サ
ンマ高いか少な
いか

米中軍事対立
緊張の連鎖を回
避せよ

非常に危険な台
風　最大限に警
戒し命守ろう

高齢者の見守り
にIT活用を

避難情報の見
直し　行政はき
め細かい対応を

大阪都構想　住
民に効果と展望
を提示せよ

北大新学長　体
制立て直しが急
務だ

検証「安倍政
治」未完の外交
対米重視だけで
よいか

安倍外交　「価
値」を実践したの
か

対日戦勝記念
日　中露の歴史
共闘を許すな

同盟強化も隣国
に懸案残した安
倍外交

雇用支援の延
長　生活基盤の
維持へ最善尽く
せ

菅氏出馬表明
継承ありきでい
いのか

検証「安倍政
治」改憲論議
立憲主義の原
点に戻れ

菅氏正式表明
総括なき継承許さ
れぬ

ファクターＸ　楽
観論排し解明に
全力を

意味ある少年法
改正となるか

若年性認知症
働き盛りでの発
症は難題だ

ウポポイ批判
根拠なきは認め
られぬ

菅氏出馬表明
「派閥政治」の
復活では

戦災市民救済
「受忍論」と決別
する時

サンマの不漁
漁獲割り当て監
視徹底を

半壊住宅の再
建支援　さらな
る充実への一歩
に

高齢者就労　高
まる意欲に官民
で応えたい

ビザなし中止
返還の機運を閉
ざすな

自民党総裁選
国民が見えてい
ますか

菅氏支持拡大
権力維持が最優
先か

自民党総裁選
政策論争が何よ
り重要だ

総裁選で党員投
票せず　地方の
声をなぜ聞かな
い

自民党総裁選
政策論争をなお
ざりにするな

自民党総裁選
看過できぬ派閥
の論理

検証「安倍政
治」アベノミクス
失速の成長戦
略見直せ

安倍改憲　首相
が自ら招いた頓
挫

五輪と次期首相
開催実現へ旗
振り役担え

活発な議論で開
かれた自民党総
裁選に

コロナ対策の
ルール　見直し
は慎重さが必要
だ

防災の日　コロ
ナとの複合災害
に備えを

自民党総裁選
「内向きの論理」
優先だ

防災の日　「水
害に備える日」
新設を

板挟みの台湾と
経済連携を

自民党総裁選
派閥の打算が
目にあまる

中国の海洋進
出　日米同盟強
化で力の空白防
げ

コロナと中傷　差
別許さぬ姿勢を共
に

核のごみと寿都
町　文献調査へ
の応募実現を

企業のリスク情
報を信頼向上に
生かせ

ＥＶの普及　世
界を見据えた戦
略描きたい

再エネの拡大　政
策の強化を急が
ねば

ポスト安倍の課
題　拉致解決へ
熱情継承せよ

「在宅」時代の
サイバー脅威

保健所の体制
人材の融通で機
能を強化せよ

アベノミクス　「道
半ば」で行き詰ま
り

新たなコロナ対
策　実効性の確
保こそ大切だ

コロナ対策の
ルールは柔軟に
見直しを

後継選び本格
化　総裁候補は
明確に所信を語
れ

トランプ氏指名
分断の政治続
けるのか

後継首相選び
包摂と説得の指
導者を

コロナ追加対策
現場の声に耳傾
けて

トランプ氏指名
孤立主義とまず
決別せよ

農産物の高騰
対策が必要だ

コロナと中傷
感染者を責める
のは理不尽だ

自民党総裁選
幅広い「民意」
の集約を

米大統領選　社
会分断を放置す
るな

FRBは物価低迷
の連鎖を着実に
防げ
信頼できる報道
を守りたい

通帳デジタル化
サービス維持を確
実に

コロナとインフル
同時流行に最
大限警戒を

トランプ氏指名
「偉大な国」の内
実が問われる

インフルエンザ
同時流行への
対策急務

規制解除は早
過ぎる　マスク
転売

台風10号通過
早めの備えがや

はり大切

コロナ解雇増加／
雇用維持へ厚い

支援継続を

鹿児島国体延期
佐賀との連続開

催に期待

自民党総裁選あ
す告示／安倍政
権の功罪総括不

可欠

2020/9/11 「政権の選択肢」
になるか

う気概、戦略ある
か

新型コロナ対策
「現場」との対話

が足りぬ

「西班牙風」と言
論の自由　桐生
悠々を偲んで

ＳＤＧｓとコロナ禍
／達成の重要性

がより明確に

自民総裁選告示
継承と改革、論戦

で示せ

自民党総裁選告
示／「やっている
感」より中身だ

2020/8/28

2020/8/29

2020/8/31
米大統領選　分
断か融和かの分

岐点だ

中国「戦狼外交」
の誤算　週のはじ

めに考える

女川原発の県民
説明会／広域避
難計画懸念消え

ず

検証・アベノミクス
好調を演出し傷口

広げた

アベノミクスの終
幕　重くのしかか

る負の遺産

コロナワクチン
安心できる接種

の態勢を

ＧＰＳ監視と規制
法／被害の実態
踏まえ改正急げ

「安倍政治」の弊
害　民主主義ゆ
がめた深い罪

安倍首相が退陣
表明　強権と隠蔽

体質の果てに

首相退陣表明
危機対処へ政治

空白を避けよ

安倍首相が辞任
表明　行き詰まっ

た末の幕引き

最長政権　突然
の幕へ　「安倍政
治」の弊害　清算

の時

続く豪雨災害
「流域治水」への

コロナ禍の修学旅
行／震災を見詰

コロナの時代　持
続可能な地球へ

変革
コロナ禍に政治空

2020/8/30

首相の退陣表
明　速やかに自
民党総裁選を
「安倍政治」を発
射台にせよ

安倍首相が辞意
ポスト「1強政治」

へ号砲

「安倍政治」の転
換こそ　首相退陣

表明

安倍首相退陣表
明／目立った強
権　熟議に戻せ

検証・安倍外交と
安保　目に余る対

米追従だった

成長の礎築き損
ねたアベノミクス

非接触テクノロ
ジーの普及を急
げ

2020/9/2

2020/9/1

2020/9/3

2020/9/4

2020/9/5

2020/9/6
改憲論議の頓挫
禁じ手連発のつ

けは重く

リスク、ゼロにで
きない　週のはじ

めに考える

新しい生活様式
／暮らし方を見直

す機会に

コロナワクチン
社会の合意　丁

寧に築け

ベラルーシ混乱
独裁政権は対話

に応じよ

絶えないコロナ差
別／社会をむしば

む悪質な病だ

自民党総裁候補
どう向き合う「負

の遺産」

ロシアの憲法改
正／強まる専制

厳しく注視を

アベノミクス　光と
影しっかり見定め

よ

安倍外交の功罪
同盟強化も総決

算ならず

コロナ対策パッ
ケージ／現場と対
話し柔軟に修正を

自民党総裁選　な
ぜ党員投票を省く

のか

自民党総裁選／
打算が先行透明

性を欠く

河井夫妻の公判
「現金供与」の実

態解明を

切れ目造る霞堤
の知恵　防災の

日に考える

コロナとインフル
／同時流行への

備え万全に

自民総裁選の
告示　日本の針
路を示す論戦を
当たり障りのな
い話はご免だ

2020/9/8

2020/9/7

2020/9/9

2020/9/10



防災の日　コロナ
の時代に知恵を

弾道ミサイル発
射　中国は乱暴
な挑発やめよ

コロナ運用緩和
効果と課題の見
極めが肝心だ

かんぽ営業再
開　信頼の回復
が大前提だ

学生の声に耳を
傾けて　コロナと
大学

ウポポイ　等身大
のアイヌを知る

地域活動の縮
小　福祉の担い
手に支援急げ

トランプ氏は外
交の政治利用を
慎め

河井夫妻の裁
判　政治とカネ
の実態解明を

河井夫妻初公
判　現金提供の
目的を解き明か
せ

日米地位協定
改定回避要請
は背信だ

コロナへの中傷
感染するのは罪
でない

財政法と戦後　歴
史的意味を忘れ
るな

茂木氏外遊再
開　対中外交戦
に勝てるのか

「見える化」が進
む水害リスク

幻の戦後最長
景気　判断の誤
り認めるべきだ

接触確認アプリ
普及阻む壁をど
う取り除くか

道の経済対策
攻めの姿勢で独
自策を

安全保障政策
周辺国の理解
欠かせぬ

ベラルーシ　公正
な選挙で出直せ

習氏訪韓の合
意　文氏は離間
の計に乗るな

アジア経済、コ
ロナ後へ準備を
怠るな

銀行振込手数
料　透明化で引
き下げに努めた
い

コロナ禍と大学
学業継続の支え
が必要

河井夫妻初公
判　公正な選挙
を問う機に

河井夫妻公判
選挙実態に迫る
審理を

脅威を増す夏
「適応策」第一
に転換図れ

皇室巡る課題解
決で前進を

ベラルーシ　政
権は抗議の声
に耳を傾けよ

日本船重油流
出　生態系の回
復に全力を

ロヒンギャ迫害
政権は差別解
消率先を

自動運転解禁
社会の備えは十
分か

連続最長政権
安定基盤生かし
力尽くせ

軍事協定は日
韓共通の利益だ

最長政権　コロ
ナ乗り越え経済
再生図れ

改正漁業法　現
場が納得する改
革を

証人買収事件
言語道断の司
法妨害だ

コロナ自宅療養
実態把握とサ
ポートを

コロナ失業の増
加　助成金特例
の延長を急げ

ワクチンは安全
性最優先を忘れ
るな

マンション管理
円滑化へ行政
の支援が必要だ

最長政権の今
コロナ禍克服が
使命だ

給付金１０万円
全ての人に届い
てこそ

洋上風力発電
豊かな「資源」の
活用を

孔子学院　政府
は実態の把握を
急げ

「大学債」が問う
国立大のガバナ
ンス

「お試し」商法
誤解を招く表示
は許されない

少年法改正論
議　厳罰化より
更生重視で

東京パラへ１年
「共生社会」着
実に前へ

被爆建物　「物言
わぬ証人」の重み

パラまで１年
開催に向け選手
の支援を

スピンオフを有
効活用しよう

重油流出事故
モーリシャスの
生態系を守れ

財政健全化　現
実に即した道筋
示せ

核のごみ処分
根本から見直す
べきだ

コロナと大学
「学費返せ」の
不満解消を

シベリア抑留
遺骨収集進め
実態解明を

藤井二冠誕生
棋力のたゆまぬ
研鑽称えたい

秋元議員逮捕
職責を全うでき
るのか

北の経済苦境
独裁維持の当
然の帰結だ

首相在任「佐藤
超え」へ　政権
の運営に不安
が募る

鉄道会社の経
営　コロナ禍に
耐える構造改革
を

厳しさ増す就活
採用側は柔軟な
対応を

秋元議員の逮
捕　保釈は厳格
な判断必要だ

３度目の秋元議
員逮捕　司法ゆ
がめる容疑に驚
く

バイデン氏指名
「反トランプ」の
訴えで十分か

バイデン氏指名
協調につながる
論戦を

バイデン氏指名
多様な勢力の結
集を

ファイブアイズ
情報機能高め
協力推進を

モーリシャス重
油流出　環境回
復に十分な支援
を

ＩＲ証人買収　裁
判の公正を害す
る行為だ

核のごみ調査
地域の分断招く
交付金

立民・国民新党
政権選択肢示し
てこそ

野党の合流　「元
のさや」超える姿
を

国民民主の解
散　政策や理念
は置き去りか

バイデン氏の
「同盟国重視」を
歓迎する

野党再編　「民
主党復活」では
意味がない

ＪＲ経営悪化
問題先送りはで
きない

藤井聡太新王
位　ＡＩ時代の希
望を示す

秋元議員逮捕
誤った政策の果て
に

ベラルーシ大統
領　不正選挙を
認め退陣せよ

裁判の公正汚
す証人買収事
件

核廃棄物処分
場　落ち着いた
議論を求めたい

ＧＯＴＯ１カ月
迅速な検証と見
直しを

日本船座礁事
故　国の対応が
甘くないか

熱中症予防　目
配り声かけの大
切さ

米大統領選　世
界秩序を守る戦
略競え

コロナの時代
スポーツ観戦
多様な楽しみ方
の模索を

災害ごみ　広域
連携で迅速な処
理を図れ

高校普通科再
編　大幅改変に
拙速は禁物

安倍首相の式
辞　歴史の教訓
なぜ触れぬ

秋入学再論　大
学に絞って議論を

重油流出事故
生態系保全に
積極支援を

国民民主党が
分裂へ　合流協
議は何だったの
か

洋上風力発電
普及には国の
戦略が重要だ

中東新たな国交
和平につながる
合意か

香港民主派逮
捕　法治を装う
弾圧やめよ

油流出事故　環
境被害回復に全
力を

コロナワクチン
国際連携で成果
の共有を

フォートナイトは
アプリ寡占揺る
がすか

中国の対外融
資　国際社会の
懸念を払拭せよ

「黒い雨」控訴
救済拡大こそ国
の責務

正統な新政権の
樹立を　ベラ
ルーシ混乱

性犯罪対策　子ど
もの被害絶つた
め

米国の国交仲
介　中東の構図
変える一手だ

重油流出事故
の対処に万全を

シベリア抑留
実態の解明は
終わっていない

先住権確認訴
訟　議論前進さ
せる機会に

迅速な接種へ備
え急げ　コロナ
ワクチン

ＧＤＰ大幅減　秋
冬の感染増に備
えを

酷暑とコロナ
高齢弱者を独り
にするな

香港の民主派
弾圧　「報道の
自由」への攻撃
だ

ＧＤＰ下落最大
不安軽減で消費
底上げ目指せ

政権と終戦の日
歴史顧みる姿勢
見えぬ

ＧＤＰ戦後最悪
対策の見直しが
急務だ

中東国交樹立
真の和平をめざ
すなら

ＧＤＰ戦後最悪
危機対策の立て
直し急げ

戦後最悪のＧＤ
Ｐ減少　場当た
りでは回復見え
ぬ

中東情勢　対立
の構図が変化
するのか

ＧＤＰ戦後最悪
回復は感染抑
止が前提

中東で新和平
手放しで歓迎で
きない

2020/8/17

戦争と公文書　今
に続く国民への背
信

コロナ禍と財政
現実踏まえ改革
の道筋を

コロナの時代
ジェンダーとくら
し　役割意識を
変える契機に

コロナと大学
対面授業の実
施へ知恵を絞れ

閣僚靖国参拝
問われる政権の
歴史観

文大統領の演
説　対日改善し
たくないのか

イスラエル・ＵＡ
Ｅ国交　中東和
平につながるの
か

終戦の日　平和
と繁栄への犠牲
忘れまい

戦争の何を語り
継ぐべきなのか
国交樹立を中東
安定の一歩へ

不漁のサンマ　漁
獲枠の強化を急
げ

正体不明の種
子　国は実態把
握と解明急げ

「黒い雨」再検
証　国は救済範
囲の確定を急げ

核のごみ処分場
疑問多い調査
応募検討

ＮＨＫ経営計画
スリム化は結構だ
が…

核のごみ処分場
静かに民意を見
守りたい

高齢者施設　万
全のコロナ対策
を講じたい

日高線来春廃
止　将来展望あ
る交通網に

香港と国安法　言
論弾圧に強い抗
議を

国民民主分裂
へ　これが野党
の再編なのか

黒い雨訴訟で控
訴　被害救済遅
らせる判断だ

香港弾圧の強
化　国安法で民
主派がつぶされ
る

野党の合流協
議　「固まり」の
姿を明確に

「黒い雨」控訴　区
域基準にこだわる
な

米厚生長官の
訪台　「民主主
義」の連帯示し
た

黒人女性、副大
統領候補　多様
性の回復めざす
選択

介護事故無罪
現場の不安を払
拭する判断だ

食料自給率低
迷　持続可能な
回復策必要

臨時国会召集
先送りは責任放
棄だ

周庭氏逮捕
「戦車なき天安
門事件」だ

日英外相会談
対面外交の再
開に弾みつけよ

石炭火発の輸
出　公的支援を
やめ撤退を

フジ検証報告　疑
念尽きぬ粗雑な
内容

避難指示に一
本化　命守る行
動につなげよう

新興企業の育
成　大企業は適
切な連携へ努力
を

コロナ休業給付
全ての対象者へ
迅速に

2020/8/25

2020/8/24

2020/8/26

2020/8/27

2020/8/28 「流域治水」への
転換急げ

行／震災を見詰
め直す転換点に

　

立ち止まり変革す
る時だ

白は許されない

財政健全化　安
易な先送り繰り返

すな

宮城県美術館の
移転／目立つ粗
さ　もっと丁寧に

IR「証人買収」　司
法揺るがす重大

容疑だ

岩手の復興教育
／コロナ禍でも切

れ目なく

飲酒運転ゼロへ
「3児死亡」の戒め

新たに

河井夫妻の買収
事件／受領側も
罪に問うべきだ

ネット中傷対策
表現の自由も守

る制度を

少年法の改正論
議／１８、１９歳の
位置付け明確化

を

コロナの時代　危
機管理のガバナ
ンス　総力いかす
体制の構築を

休み

香港民主派逮捕
言論の自由を侵
す暴挙だ

＜戦後７５年＞教
育勅語からの脱
却　「子どものた
めの国」に

コロナと医療／現
場は大変　大胆な
支援を

政と官の適切な
距離を保つには

台風シーズン
「多重災禍」から
命を守れ

＜戦後７５年＞ド
イツの終戦　「解
放の日」へ決意込
め

全国で水害相次
ぐ／事前の備えと
早めの避難を

コロナの時代　科
学と政治のあり方
国民に信頼される
発信を

地方の多様性残
せる自治体制度
に

コロナの時代
変わる仕事のあ
り方　働き手の
幸福が最優先だ

コロナの時代
つながりの再構
築　「お互いさ
ま」を広げたい

コロナの時代
感染症危機と世
界　新たな協調
の土台作りを

GDP戦後最悪
経済再生への道

筋を示せ

コロナ禍の大学／
学生の意欲低下

が心配だ

コロナの時代　防
疫と個人データ
明確な活用ルー

ル確立を

2020/8/12

2020/8/13

2020/8/14

2020/8/15

2020/8/16
特養事故で無罪
生活の質を高め
る介護へ

核とゴジラと漁船
員と　ビキニ被ば
く訴訟から

除染なき避難解
除／地域の実情
踏まえ対応を

戦後７５年の北海
道　平和と共生の
未来を築く

終戦から75年　戦
後世代こそが担う
平和

終戦の日に考え
る　非戦の魂、日
常の礎に

終戦から７５年／
教訓を学び現代
に生かそう

終戦から７５年
命の尊さをかみし
めたい

戦後７５年　国際
協調維持へ役割
果たそう

戦後７５年を迎え
て　歴史を置き去
りにしない

戦後７５年の現在
地　不戦と民主の
誓い、新たに

「黒い雨」国控訴
救済なしに戦後
終わらぬ

＜戦後７５年＞
「熟柿経済」の先
に　未来への投資
続けよう

中東で国交合意
和平を阻む火種

にするな

ＧＤＰ戦後最悪／
事業戦略の再構

築を急げ

香港の民主派逮
捕／国安法を
使った政治弾圧
だ

柔軟な働き方広
げ成長力を高め

よ

2020/8/19

2020/8/18

2020/8/20

2020/8/21

2020/8/22

2020/8/23
安倍最長政権

国民との対話は
足りない

憲法を尊重してま
すか　週のはじめ

に考える

プロ野球「田沢
ルール」／選手の
権利尊重し撤廃を

アップルの革新力
は健在か

米大統領選　分
断乗り越える論戦

を

シベリア抑留　悲
劇の実態　全容

解明急げ

秋元議員再逮捕
／乏しい順法精
神即刻辞職を

脱炭素と両立でき
る経済復興策に

天気予報のない
時代　命を守るた
めに使ってこそ

野党勢力の合流
1強政治に対抗で

きるか

米大統領選／コ
ロナ危機脱却策

どう示す

コロナの時代　地
方の再生　「稼ぐ
競争」からの脱却

を

少年法の見直し
立ち直りの道を狭

めるな

半壊住宅にも支
援金／被災者救
済へさらに拡充を

国際統治の空白
埋め秩序の安定

を



被災住宅　「半
壊」への支援確実
に

原発の寿命　規
制委も見直しに
参加を

地域ぐるみで認
知症の人を見守
りたい

日航機墜落３５
年　安全への変
わらぬ誓いを

企業決算悪化
難局に耐え次の
戦略描きたい

洋上風力発電
長期的視点で整
備図れ

ソ連参戦７５年
問われるスターリ
ン観

沖ノ鳥島　日本
の最南端を守り
抜け

総合取引所のさ
らなる改革を

ドゥテルテ比政
権　強権化の加
速を懸念する

闇バイト　安易
に受ければ代償
は大きい

セブン大型買収
流通業界進化
の先陣に

被爆国の首相
核禁条約に参画
せよ

夏の甲子園　プ
レーする喜びを
球音に

「敵基地攻撃能
力」の提言　専
守防衛の逸脱
許されぬ

ミサイル防衛
攻撃力の進化
に備えを強めよ

厳しい世界経済
けん引役不在が
心配だ

景気後退　判断
遅れ　政府は反
省を

人口５０万人減
雇用悪化に危
機感を持て

甲子園交流試
合が開幕　心か
らの拍手でエー
ルを

老老介護　負担
軽減へ支援を重
層的に

海山のレジャー
感染防止と安全
が肝心

日英新貿易協
定　連携強め
「自由」を広げよ

ＧＰＳとストー
カー　被害実態
踏まえ法改正を

病院の収入減
コロナによる経
営悪化を防げ

空襲被害者　救
済の法整備急
がれる

コロナ下の祭り
祈りや願い考え
る機会に

人口減少と市町
村　広域連携は
多様性重視で

在独米軍の削
減　拙速は地域
の不安定化を招
く

ＮＨＫ経営計画
脱肥大化へ一
層努力を

少年法見直し　立
ち直り支える内容
か

香港立法会選
延期　民意封印
する強権発動だ

コロナ禍決算が
問う危機下の変
革力

ＮＨＫの経営計
画案　公益性軽
視の帳尻合わ
せ

ホーム転落事故
危険箇所を見逃
していないか

コロナと夏休み
子どもの安心が
最優先

ＮＨＫ経営計画
視聴者への配
慮足りぬ

うがい薬騒動　根
拠を明示して政策
を

巨大ＩＴ規制　国
際協調で監視を
強めよ

香港選挙の形
骸化が深刻だ

コロナ下の大学
学生の意欲そが
ぬように

新型コロナ対策
感染抑止へ国
は責務を果たせ

香港議会選延
期　露骨な民主
派つぶしだ

香港議会選延
期　露骨な民主
派つぶしだ

コロナ分科会　役
割分担　政府は
明確に

お盆とコロナ
最大限の注意
払い帰省を

甘い試算で財政
悪化の現実を覆
い隠すな

財政見通しの悪
化　無責任な膨
張許されない

オスプレイ飛来
常態化は容認で
きない

お盆休みに抑え
込みを　愛知が
緊急宣言

自民安保提言
地域の安定に資
するか

ＮＨＫ経営計画
受信料下げへ
合理化急げ

コロナ接触アプ
リは改善を

コロナ下のお盆
帰省　分かりに
くい政府の対応

韓国徴用工問
題　対抗より解
決に全力を

洪水の本を絶つ
ために　防災と
脱炭素

少年法の適用
成人年齢と揃え
るべきだ

コロナ禍のメガ
銀の正念場はこ
れからだ

デジタル通貨
実現には課題
の検証が必要だ

原爆の日　苦難
と復興の歴史に
光を

映像産業の発
展促すNHKに

原爆忌　惨禍の
記憶を途切れさ
せまい

「徴用工」問題
現金化なら直ち
に制裁を

被爆75年、次世
代こそ歴史を語
り継ごう

少年法の与党
改正案　安易な
厳罰化を懸念す
る

熱中症予防　暑
さに慣れない時
期は注意を

道議会の政活
費　自ら使い道
の厳格化を

敵基地攻撃能
力　真の抑止力
にならない

１０代の薬物蔓
延　大麻の危険
性甘くみるな

分断深める中国
アプリ排除

徴用工問題の
深刻化　韓国は
最悪の事態回
避を

ＮＨＫ経営計画
これで肥大化是
正が進むのか

豪雨災害の教
訓　事態急変へ
の即応が鍵

中央の治安介
入　米国の連邦
制を損なう

香港の選挙　崩
れていく自由の基
盤

千代田区の混
乱　選挙で区民
の判断を仰げ

「元徴用工」発
の連鎖を止めよ

かんぽ不正の
処分　体質の改
善にはほど遠い

香港議会選延
期　民主主義の
形骸化を懸念す
る

中国公船活発
化　尖閣緊張
対話で回避を

「黒い雨」判決
被爆者の救済を
急げ

ＮＨＫ経営委　な
ぜ議事録を隠す
のか

金正恩氏の核
演説　最大圧力
へ態勢立て直せ

企業ニーズ捉え
た職業訓練で雇
用を守れ

コロナ下の夏休
み　子のストレ
スに目配りを

九州豪雨１か月
コロナ防ぎつつ
生活再建急げ

サンマ漁本格化
資源回復へ議
論進めよ

ＧＡＦＡ公聴会
民意に影響看
過できぬ

財政再建目標
現実を直視すべ
きだ

敵基地攻撃能
力　空の脅威へ
の備え実現を

湾岸危機の教
訓は生きたか

米ＧＤＰと世界
経済　長期の停
滞が懸念される

戦争遺跡　適切
な保存で後世に
伝えたい

厳しい企業決算
官民総力で雇用
維持を

氾濫への備え
「複眼」で幅広く検
討を

災害と開発規制
危険地域の情
報共有せよ

セブン&アイ巨
額買収に見る流
通の未来

野党が臨時国
会要求　首相は
直ちに召集決断
を

米ＧＤＰ最悪　世
界経済への影
響は甚大だ

リツイート訴訟
安易な画像拡散
に警鐘

東芝は成長戦
略を描けるか

千代田区長の
「解散」通知　自
治の原則に反し
ている

ストーカー規制
時代に見合う法
改正が必要だ

景気後退の認
定　実感なき「回
復」だった

臨時国会要求
首相は召集に
応じよ

さらなる混迷が
予想される米大
統領選

香港議会選の１
年延期　民主派
抑圧が狙いなの
か

財政試算悪化
現実的な再建の
道筋を示せ

子どもの貧困
コロナ禍受け対
策急げ

「指示」に一本
化　誤解されぬ
避難情報を

国会召集要求
首相は速やかに
応じよ

ＴｉｋＴｏｋ規制　ま
ずリスクの徹底
調査を

李登輝氏が残し
た貴重な遺産

コロナの政府対
応　再びブレー
キを踏む時だ

ＰＣＲ検査　拡充
が感染抑止につ
ながる

道のコロナ検証
政策効果詳細
に分析を

李登輝氏死去
築き上げた民主
の重み

「黒い雨」原告
勝訴　今の苦痛
を救済すべきだ

米景気の回復
急ぎ世界経済を
支えよ

台湾の李登輝
氏死去　平和的
な民主化を導い
た

李登輝氏死去
台湾に民主主
義を根付かせた

李登輝氏死去
台湾民主化　功
績大きい

高校の国語　文
学と論理　境を越
えて

李登輝氏死去
自由と民主の遺
志次代へ

ミサイル防衛論
議は多角的に

特養入所者死
亡で無罪　現場
の萎縮生まぬよ
うに

コロナと虐待
子供の見守り機
能を高めたい

避難指示一本
化　分かりやす
さ最優先に

新たな展望が必
要だ　航空会社
決算

ナイル川ダム　平
和的な利水の調
整を

コロナ感染加速
「宿泊療養」の
原則を貫け

メリハリのある
対策で感染爆発
を防げ

ＮＨＫ経営委の
議事録　責任逃
れの実質不開
示だ

ＧＡＦＡ公聴会
健全な競争確保
へ説明尽くせ

国会召集の要
求　首相は説明
責任果たせ

目的を外れた適
用では　コロナ
に風営法

核燃料再処理
稼働やめ政策転
換せよ

国連事務総長
演説　安保理改
革あきらめるな

公正な競争に欠
かせない巨大IT
規制

感染再拡大と特
措法　臨時国会
開き問題整理を

交通事故賠償
被害者の選択
肢広げた最高裁

原燃再処理工
場　政策の破綻
を直視せよ

世界の安定化
へ自制を　米中
の対立激化

「黒い雨」判決　線
引き行政改め救
済を

拉致新証言　被
害者救出に結び
つけよ

幅広い救済迫る
「黒い雨」判決

黒い雨訴訟で原
告勝訴　国は広
く被害者の救済
を

コロナワクチン
早期実用化へ
手立て講じよ

「黒い雨」判決
援護行政改め
救済急げ

自由な発信妨げ
ぬには　リツ
イート判決

コロナと被災地
支援は要請に基
づいて

米中対立激化
民主主義陣営
は結束せよ

日本株を長期保
有する投資家が
必要だ

「点字毎日」５０
００号　信頼され
る情報を今後も

携帯電話料金
引き下げ策の効
果が不十分だ

女性の指導者
増　目標先送り
は無責任だ

最低賃金水準
コロナ禍でも上
げたい

番組か広告か
視聴者惑わせぬ
放送を

野党の合流協
議　党名ばかり
で中身がない

マレーシア汚職
の追及続けよ

激化する米中対
立　新冷戦にし
てはならない

一極集中是正
働き方の多様化
を追い風に

総領事館の閉
鎖　米中の危険
な報復合戦

特養職員に無
罪　死因断定は
より慎重に

嘱託殺人　医の
倫理に背く行い

高校に新学科
時代に流されな
い中身を

青天井の概算
要求で無駄を排
除できるか

最低賃金の審
議　地域で引き
上げの努力を

米中対立の激
化　報復の連鎖
に歯止めをかけ
よ

ＥＵ復興基金
創設土台に結
束強化を

安楽死の事件で
はない　ＡＬＳ嘱
託殺人

米の対中政策
力の対決では道
開けぬ

ＡＬＳ嘱託殺人
生命軽視の明
確な犯罪だ

新たな国会運営
のあり方探れ

ＡＬＳ患者の嘱
託殺人　医師と
して許されぬ行
為

ＡＬＳ嘱託殺人
医療からの逸脱
は許されない

ＡＬＳ嘱託殺人
生きる権利守る
社会に

在宅７割再要請
政策の矛盾が
目に余る

プラ一括回収
「脱依存」進める
契機に

和牛遺伝子　駆
け込み不正転
売防止を

米中両国は最
悪の事態回避
する知恵を

自然災害と文化
財　地域の史料
守る仕組みを

国勢調査　戸別
訪問の負担軽
減が必要だ

５Ｇ大手提携
国際競争力向
上に期待

尖閣の緊張　日
中対話を促進せ
ねば

コロナ禍に打ち勝
つ企業の条件は

原爆投下から７５
年：上　核抑止依
存から脱する時だ

7月豪雨1ヵ月　九
州一丸で復興へ

一歩を

女川原発の宮城
検討会／県民の
不安は残ったまま

だ

「森友」国賠訴訟
真相覆う闇晴らす

審理を

支え合い ７０年の
歩み　週のはじめ

に考える

コウナゴ不漁／地
域漁業へのリスク

低減を

2020/8/4

2020/8/3

2020/8/5
臨時国会要求

政権は論戦から
逃げるな

2020/8/11

2020/8/10

2020/8/6

2020/8/7

2020/8/8

2020/8/9
長崎原爆の日
継承を深め「不

戦」の礎に

ぐんぐんぐんぐん
週のはじめに考え

る

コロナ・ストレス／
つながりにこそ緩

和の糸口

現実見据えたエ
ネルギーの議論

を

子どもの貧困　実
態把握と支援拡

充を

コロナ再拡大　特
措法の見直しは

急務だ

来年度予算編成
／コロナ禍の下無

駄排除を

感染症と熱中症
正しい知識で両

方防ごう

行政のデジタル化
／従来の延長超

え抜本策を

高校普通科再編
画一的教育から
脱却できるか

広島原爆の日
人類の存続に何

が脅威か

忘却にあらがう夏
原爆忌に考える

原爆の日／語り
継ぐ責任ますます

重い

原爆投下から７５
年　核廃絶へ協
調の再構築を

被爆７５年の日本
と世界　核廃絶の
思いを継ぐ時だ

原爆投下から７５
年：下　非人道を
拒む連帯さらに

政府のコロナ対
応　首相は戦い
の前面に立て
「ＧｏＴｏ」は一時
停止を

2020/7/28

2020/7/27

2020/7/29

2020/7/30

2020/7/31

2020/8/1

2020/8/2
コロナ感染再燃
政府は危機感が

足りない

水沢観測所の予
算／歴史や文化

踏まえ配分を

コロナ全国拡大
危機回避へ具体

策を

最低賃金　地方
引き上げ格差縮

小を

台湾の悲哀と誇り
体現　李登輝氏

死去

最低賃金／地域
ごとに引き上げ探

ろう

「黒い雨」原告勝
訴　国は被爆者
救済を広げよ

広島「黒い雨」判
決／被爆者救済
へ待ったなしだ

ALS嘱託殺人　生
きる権利の議論

が先だ

ＡＬＳ嘱託殺人／
安易な安楽死論

議を危ぶむ

巣ごもりの首相
コロナ対策なぜ語

らない

レジ袋有料化／プ
ラごみ削減につな

げよう

香港立法会選挙
中国は不当な介

入やめよ

コロナ下の「農泊」
／身近な都市か

ら需要喚起を

行政デジタル化
国民の信頼前提

コロナ禍と生活保
護／きめ細かい

　

野党の合流協議
／与党の慢心戒

める対抗軸を

被災鉄道の復旧
地域の魅力向上
の契機に

＜戦後７５年＞日
本と韓国　歴史の
「影」を忘れない

夜の街立ち入り調
査／風営法の適
用は越権行為だ

景気判断の誤り
政治のお手盛り
許されぬ

＜戦後７５年＞米
中の「新冷戦」
狭間の国はどうし
のぐ

災害時の自治体
連携／知恵と工
夫が危機打開の
鍵



水害時の行動
事前の計画で命
を守る

タイ「コロナ強
権」　軍主導の
加速を憂慮する

医療から外れた
嘱託殺人事件

新型コロナのワ
クチン　接種体
制の整備を早め
に

デジタル課税
公平な制度作り
へ対立避けよ

一極集中の是
正　コロナ便乗
では進まぬ

骨太の方針　財
政棚上げは無
責任だ

インターネット広
告市場の浄化を
急げ

コロナと自転車
利用　安全に走
れる環境整備を

完全ＥＴＣ化　不
利益にも配慮し
た推進策を

北方領土交渉
返還棚上げ認
められぬ

柔軟な価格で
「密」の回避を

再エネの主力電
源化　周回遅れ
の挽回を官民で

最低賃金　引き
上げの環境を整
えたい

道内企業支援
緊急融資から再
生型に

検察刷新会議
開く以上　本気の
議論を

日露平和条約
領土の本質すり
替えるな

夫婦・子2人を標
準と思い込んで
いないか

大阪都構想と住
民投票　判断材
料が十分ではな
い

ドローン登録制
安全な飛行へ対
策を強化せよ

大学入試の日
程　安心と公平
性の確保を

一極集中是正
権限財源を移譲
せねば

虐殺の史実　都
は改ざんに手貸
すな

田んぼダム　水
害軽減対策を安
く早く

見逃せぬツイッ
ターの脆弱性

災害ボランティ
ア　支援は感染
防止と両立で

コロナ感染急増
全国的な広がり
を憂慮する

検察刷新会議
政治の介入なぜ
論じぬ

感染、地球規模
に　国際協調で
封じ込めよ

延期五輪　開催
の姿を問い直せ

イベント制限維
持　混乱招かぬ
政策の説明を

裁量労働制を広
げ在宅勤務を効
率的に

読書バリアフ
リー法　文字文
化の恩恵を誰に
も

香港議会選　自
由と民主主義守
る試金石だ

香港立法会選
挙　民主派の排
除はならぬ

当事者間で和解
模索を　元徴用
工問題

最低賃金　引き上
げの歩み継続を

中国公船１００
日超　「尖閣の
守り」強化へ動
け

止まらぬ不正会
計を危惧する

マンションの老
朽化　管理不全
招かぬ手立てを

豪雨への備え
リスク低減へ具
体策を講じよ

コロナ特措法
改正論議　直ち
に国会で

開催への道筋
は確かか　五輪
まで１年

首相の「不在」
国民から逃げてな
いか

最低賃金を無理
なく上げる基盤
づくりを

ＥＵの復興基金
結束示した意義
は大きい

東京五輪　感染
防ぎ安全な大会
を目指せ

苦境の医療機
関　病床確保と
支援が急務

ＥＵ復興基金　欧
州再結束への一
歩に

不可解なイラン
の爆発・火災

東京五輪まで１
年　コロナ下の
大会像提示を

ＥＵ復興基金
コロナ禍が結束
をもたらした

概算要求の方
針　危機便乗は
認められぬ

コロナ特措法　課
題の洗い出しを急
げ

ＥＵ復興基金
次は対中政策で
結束図れ

過酷気象を見据
えた地域の再設
計急げ

有人月面探査
への参加　費用
対効果にも目配
りを

自治体財政　コ
ロナと災害への
準備整えよ

政府の民間委
託　疑念持たれ
ぬルールを

中国は出馬干
渉するな　香港
立法会選挙

かんぽ生命　再開
はゴールではない

海の日　海洋立
国の原点思う日
に

感染防止と簡素
化が要の五輪

性暴力対策の
方針　実効性高
める工夫が必要

チケット転売　価
格高騰はイベン
ト衰退招く

イベント観賞　コ
ロナ対策は念入
りに

分担と連携で強
化せよ　コロナと
保健所

選挙の活性化
愛知発の試みに
注目

特措法の改正
収束した後では
遅すぎる

EU結束を演出し
たコロナ復興基
金創設

アヤソフィアのモ
スク化　宗教対
立あおりかねな
い

米大統領選　郵
便投票の利点を
生かせるか

米核実験７５年
「称賛」間違った
認識だ

高齢施設の被
災　早めの避難
が命を守る

敵基地攻撃　乱
暴な論理の飛躍
だ

日本人が月面
へ　有人開発の
未来図を描け

G20は途上国支
援に本腰を

ＧｏＴｏ事業の開
始　不安無視し
た見切り発車

スマート農業
技術革新で魅力
ある産業に

福島事故賠償
不当な新電力へ
の転嫁

ＧｏＴｏ事業　延
期を重ねて求め
たい

クラスター対策
教訓を幅広く共有
せよ

コロナワクチン
高齢者らの優先
も検討を

デジタルでイン
フラ保全の効率
化を

検事総長の交
代　説明尽くし
信頼の回復を

宇宙基本計画
民間主導の開
発を促したい

米中の対立激
化　自国優先が
招く危うさ

米軍基地の感
染　政府はもっ
と危機感を

福島の除染　地
元の声を最優先
に

中国の豪州いじ
め　日米印は連
携し対峙せよ

検察組織の信
頼回復を急げ

骨太方針と公共
事業　展望欠い
た予算獲得策だ

検事総長交代
独立性を保ち信
頼取り戻せ

道外の牛乳不
足　競争見直し
需給安定を

トランプ氏　法の
支配を蝕む無軌
道

ベラルーシ大統
領　独裁の蔓延
拡大を止めよ

接種順位は公
明正大な議論を

防災情報の課
題　避難につな
がる見直しを

電子図書館　補
完的活用で読書
機会保とう

馳さんに直木賞
厚み増す「北海
道文学」

在日米軍とコロ
ナ　信頼壊す行
為は許されぬ

コロナ後の世界
を映す時価総額
の逆転

東京の劇場で集
団感染　実態を
解明し再発防止
へ

骨太方針決定
経済再生への
決意が見えない

在日米軍の感
染　危機感の欠
如　目に余る

藤井新棋聖　「感
想戦」に学びたい

ＧｏＴｏトラベル
機動的な見直し
が必要だ

ファーウェイ排
除にかじを切っ
た英政府

藤井七段が初タ
イトル　時代開く
１７歳の大記録
だ

ＧｏＴｏ見直し
感染防止が最
優先の課題だ

ＧｏＴｏ事業　実
施時期は今では
ない

石炭火力の輸
出　「抜け穴」を
ふさがねば

ＧｏＴｏ事業　立ち
止まって見直しを

米の南シナ海声
明　国際ルール
無視許されぬ

外国人が働きや
すい農業に

感染再拡大と国
会　首相が出て
こない異様さ

副業の普及　多
様な働き方に合
うルールを

骨太方針　社会
変える覚悟見え
ぬ

感染対策と経済
両立への説明
が足りぬ

高齢者施設　災
害死を防ぐために

皇室と沖縄　強
い絆を大切に繋
ぎたい

総花的で言いっ
放しの骨太なら
要らぬ

ＧｏＴｏ事業見直
し　混乱を招い
た責任は重い

米国ビザ制限
思惑通りに雇用
は増えまい

森友改ざん訴訟
真相解明は国
の責務だ

「最年少」が描く
新次元　藤井新
棋聖誕生

相撲界の暴力
社会との溝　また
も露呈

藤井新棋聖　将
棋界の枠超えた
活躍を

経済再開は柔
軟に加減速を

香港の立法会
選挙　民主派の
参加が不可欠だ

最年少タイトル
将棋の新時代を
告げる快挙だ

藤井七段の快
挙　人知とＡＩ、
融合の強さ

真相を闇に眠ら
せるな　森友国
賠訴訟

ＧｏＴｏ事業　不安
の声を受け止めよ

香港の予備選
矜持ある抵抗に
連帯せよ

復調の兆し見え
る中国経済が背
負う重荷

ネット上の中傷
対策　被害者生
まぬ議論徹底を

英国の対中政
策　不信の増大
で転換を迫られ
た

「森友」国賠訴訟
政権に良心はあ
るか

増える豪雨被害
減災直結の適
応策を急げ

入管収容は多
面的見直しを

公的資金投入
の拡充　コロナ
への対応が前
提だ

コロナ予算委
政府は再流行
防ぐ戦略を示せ

新検事総長　実
践通じ信頼取り戻
せ

防衛白書　「中
国の脅威」を明
記せよ

香港問題が加
速する米中分断
のリスク

米軍基地のコロ
ナ感染　政府の
危機感が足りな
い

防衛白書　脅威
の増大へ対処
能力高めよ

道警ヤジ排除
適法の根拠乏し
いまま

香港予備選投
票　国安法反対
の強い民意

防衛白書５０年
「国民の理解」こ
そ原点

骨太方針案　看
板倒れに終わら
せるな

第2波も視野に
金融政策を

北海道にウポポ
イ開業　アイヌと
共生社会実現を

コロナと女性
雇用の安定が
活躍の前提だ

防衛白書　イー
ジス検証　不十
分だ

検事総長の交
代　政治権力と
距離を保て

在日米軍基地
感染情報の共有
を急げ

保健所とコロナ
危機管理の拠
点強化急げ

日本主導で自由
貿易圏広げる努
力を

ＧｏＴｏトラベル
全国一斉の実
施は不安だ

家賃負担軽減
苦境が長引く店
舗の支えに

災害弱者の支
援　避難計画の
作成が急務

陸自オスプレイ
住民の理解欠く
配備だ

コロナの拡大　ち
ぐはぐ対応　深ま
る溝

ＧｏＴｏトラベル
首都圏の対象
除外考えよ

周辺脅威を強調
した防衛白書

コロナ下の最低
賃金　安易に抑
制してはならぬ

歩きスマホ規制
「立ち止まって
操作」が鉄則だ

リニア開業延期
地元の懸念拭う
努力を

追悼・岡井隆さ
ん　時代と矛盾
を歌に昇華

2020/7/13

コロナ再拡大
市中感染抑止
の具体策を

リニア開業延期
見通し　計画あ
りきの姿勢脱皮
を

在外国民審査
時代に見合う制
度を考えたい

英の華為製品
排除　「自由と
民主」守る決断
だ

性的指向・自認
の暴露　社会の
取り組み広めた
い

精神疾患の労
災　安心して働
ける職場をつく
れ

定期払い賠償　実
態に即した救済に
道

米高官の日韓
訪問　文政権は
親北やめぬの
か

脱炭素を促す輸
出支援に

東京で最多感染
者　分析と情報
公開が足りぬ

コロナ感染最多
情報を公開して
拡大を防げ

東京感染再拡
大　国と都の対
策、不十分だ

中国は挑発をや
めよ　南シナ海の

緊張

2020/7/27 国民の信頼前提
に推進を

護／きめ細かい
対応　より迅速に

2020/7/15

2020/7/14

2020/7/16

2020/7/17

2020/7/18

2020/7/19
ネグレクト　危険

な兆候見逃さない
で

負けるな！市民
の第九　週のはじ

めに考える

ＧｏＴｏ事業見直し
／まず安全な地
域間の支援を

コロナと経済　次
の対策の備えあ

るか

最年少タイトル
将棋の新時代開

く偉業だ

骨太の方針／「脱
東京」の好機逃さ

ないで

コロナ対応迷走
国と地方が連携し

てこそ

スマホ持ち込み容
認／ルールや危

険　議論の契機に

米基地感染拡大
情報提供する責

任がある

防衛白書　「軍
拡」の口実にする

な

地方選挙の日程
統一／脱・低投票
率へ難題克服を

コロナ禍の半年
危機克服の戦略

が見えぬ

Go To事業　前の
めりは危うくない

か

在日米軍コロナ感
染／水際対策の
抜け道をふさげ

鹿児島に新知事
再び託された県

政の刷新

ＧｏＴｏキャンペー
ン／感染拡大の
今始めることか

休み

2020/7/11

2020/7/12
石炭火力廃止

政府は電源の将
来像示せ

石炭火力廃止
政府は電源の将

来像示せ

コロナ禍と飲食店
／安全性客観評

価する制度を

ウポポイ開業　ア
イヌ文化を学ぶ拠

点に

石炭火力輸出
公的支援から撤

退せよ

ロシア憲法改正
強権統治の長期

農業・農村の行方
／未来志向で持

予算概算要求
「緊要」の精査が

必要だ

明日の地方自治
「大合併」の教訓

を生かせ

被災者の氏名／
原則公表へ国が

統一基準を

スポーツの日　多
様な価値に目を

向けて

安倍長期政権の
弊害／慢心排し
正々堂々議論を

福岡も感染急増
医療供給体制の

整備急げ

廃プラスチック漂
流記　海の日に考

える

東京五輪開幕ま
で１年／安全・安
心な大会最優先

に

東京五輪へ１年
最後まで開催を
諦めるな　今こ
そアスリートの
後押しを

一極集中の是
正　新たな国づ
くりの契機に　リ
スク回避へ地方
分散急げ

2020/7/21

2020/7/20

2020/7/22

2020/7/23

2020/7/24

2020/7/25

2020/7/26

検察と政治　独立
性保つための議

論を

福島駅東口再開
発／人口減少下
の都市モデルに

骨太方針　中長
期のビジョンがな

い

石炭火力の休廃
止／「脱炭素」実
現へ政策転換を

強制不妊訴訟
旧法の違憲性裁

いてこそ

夏場の水難事故
／警戒を強め、未

然に防ごう

洋上風力発電
九州の成長産業

に育てよ

ダンスをうまく踊る
週のはじめに考え

る

敵基地攻撃能力
／なぜ急ぐ「地上

型」検証が先



骨太方針原案
存在意義が疑わ
れる

居座る梅雨前線
「警戒レベル３」
で動こう

国主導の標準
化で「デジタル
自治体」急げ

相次ぐ豪雨被害
防災の総合力を
高めたい

豪雨被害　高齢
者の避難路確
保が課題だ

北海道観光戦
略　数から質へ
転換の時機

後手の対応では
防げぬ　感染の

拡大
記録的な大雨　迅
速な情報で命を
救え

「国賓中止」の
決議　自民の及
び腰に失望した

女性活躍へ働き
方と暮らし方の
改革を

骨太方針とデジ
タル化　格差是
正の視点が乏し
い

文書管理の人
材　記録保存の
徹底へ活用した
い

大阪都構想　拙
速な住民投票は
疑問

駐留経費４倍に
適切な要求とは
言えぬ

議員立法推進　ま
ず審議時間の確
保を

観客解禁　共存
のモデルケース
示せ

デジタル化時代
のコンビニに

大規模イベント
の再開　観客の
協力も欠かせな
い

米のＷＨＯ脱退
感染症対策を阻
害するだけだ

日韓の確執　打
開へ首脳対話
足りぬ

河井夫妻起訴
首相の責任こそ
重大だ

世界遺産対立
負の歴史見つめ
てこそ

感染者１２００万
人　世界規模の
対策が必要だ

コロナ危機でも
財政運営に規
律が必要だ

河井夫妻を起訴
党は１．５億円
の経緯説明を

骨太方針案　不
安の払拭で経済
再生を図れ

河井夫妻起訴
金権選挙の背
景解明を

豪雨広がる　命
を守る特別警報
に

河井夫妻起訴
首相は疑念に応
えよ

河井夫妻起訴
「政治とカネ」に
決別図れ

ブラジルはコロ
ナ対策徹底を

迫る「新ＳＴＡＲ
Ｔ」期限　核管理
は最低限の責
任だ

河井夫妻起訴
倫理観の欠如
に驚かされる

商業捕鯨１年
将来展望のモデ
ル示せ

米国ＷＨＯ脱退
危険で独善的な
決定だ

石炭火力削減
温暖化防ぐ道筋
を描け

北大学長の解
任　象牙の塔の
意識を変えよ

高まる「物言う
社員」の存在感

敵基地攻撃能
力　議論が飛躍
しすぎている

マイナポイント
給付金の混乱を
繰り返すな

低迷する野党
共闘の立て直し
急務だ

キャッシュレス
急激な拡大は慎
重に

高校生の就職　コ
ロナ下で支援を厚
く

尖閣と北方領土
「遺憾」で無法な
くならぬ

前法相夫妻の
買収事件は丁
寧な立証を

広がるテレワー
ク　不安除き新
たな働き方を

リニア開業延期
科学的見地で合
意目指したい

外国人技能実
習　雇用の調整
弁許されぬ

ふるさと納税
返礼品競争を改
めねば

核禁条約３年
「非核の傘」を広
げよう

石炭火力を休廃
止　原発の新増
設も明示せよ

説明と検証が年
金運用の要だ

コロナと非正規
の失業　生活・
住居の支援を確
実に

南シナ海の緊張
中国への対処で
結束が必要だ

九州の豪雨災
害　救助急ぎ支
援に全力を

レジ袋有料化
脱使い捨てへの
第一歩

九州の豪雨　国
は支援を尽くせ

日の丸５Ｇ　経
済安保に資する
支援を

民の力で柔軟な
労働市場づくり
を急げ

九州の豪雨災
害　身を守る最
善の手立てを

コロナ新会議
多角的な視点で
対策を論じよ

ポイント還元
巨額対策の効
果見えぬ

熊本豪雨　治水
は「合わせ技」で

コロナと紛争　い
まこそ停戦の実現
を

あおり運転　厳
罰化を根絶への
契機に

繰り返す記録的
豪雨の被害減ら
すには

スマホの中学持
ち込み　生活乱
さぬルールが必
要

小池知事再選
首都の活力維
持に課題は多い

泊原発運転延
長　撤回し廃炉
の道模索を

小池氏再選　求
められる説明と実
践

小池都知事が
再選　感染防止
が最優先課題だ

電力の供給力
確保を万全に

都知事選で小池
氏再選　地に足
着けて問題解決
を

熊本豪雨　被災
者の救助と支援
を急げ

小池都知事再
選　コロナ抑止
が最優先だ

南九州の豪雨
避難と接触をた
めらうな

コロナの収束へ
都知事の責務
は重大だ

ＮＨＫ経営委と
「かんぽ」　議事
録全面公開し説
明を

英ＥＵ交渉　ＦＴ
Ａ早期合意に全
力挙げよ

ロシア憲法改正
強権統治の長
期化懸念

香港の危機と日
本　国会は立ち
上がらぬのか

性暴力の根絶
へ幅広く行動を

ヤングケアラー
支援へ実態調
査が必要だ

フリーランス　能
力生かせる環境
を整えたい

道のコロナ対応
第３波へ厳しく
検証を

宇宙基本計画
「安保」最優先の
危うさ

拉致とトランプ
氏　圧力路線へ
の回帰必要だ

デジタル課税の
ルール策定を止
めるな

ロシアの憲法改
正　専制と自国
優先の危うさ

石炭火力削減
安定供給には
代替電源が要る

石炭火発９割減
脱炭素をさらに
進めよ

原発で穴を埋め
るな　石炭火力
休廃止

コロナ再拡大　戦
略不在が広げる
不安

リニア新幹線
反対だけが知事
の仕事か

自営業の安全
網整備を着実に

石炭火力１００
基の休廃止　脱
炭素へさらなる
戦略を

コロナ感染者増
第２波阻止へ警
戒緩めずに

コンサ再開初戦
コロナ乗り越え
躍動を

基本の対策徹
底したい　感染
者の増加

ロシア大統領　専
横を極める改憲だ

感染再拡大
「緊急事態」視
野に議論を

電源全体を見据
えた石炭火力の
休廃止に

コロナと労災認
定　周知徹底し
幅広い救済に

あおり運転罪
取り締まり強化
で安全を守れ

コロナと専門家
知見生かす政
治の責任

減額の手法に
違和感　生活保
護費判決

コロナと経済　回
復への道筋描くに
は

ロシアの改憲
北方四島の返
還遠のいた

今も高い強制不
妊救済の壁

景況感１１年ぶ
り低水準　悪影
響の長期化に
備えを

露プーチン氏
改憲で「終身支
配」の道開いた

北大学長解任
長期混乱の説
明足りぬ

「プーチン後」が
見えぬ　ロシア
が改憲

対韓輸出規制
「徴用工」解決へ
行動を

ふるさと納税
真に地方を支え
る制度に

透明で実のある
コロナ対策の検
証を

東京圏でコロナ
再増加　不安に
応える説明足り
ぬ

日銀短観悪化
需要喚起へ予
算執行を急げ

強制不妊判決
実態直視し救済
の道を

強制不妊判決
血の通った救済
を急げ

ふるさと納税　政
府の逸脱戒める
判決

アフリカ豚熱対
策　二重三重の
防疫強化図れ

独裁容認したロ
シア憲法改正

強制不妊手術で
判決　被害者の
実情見ていない

レジ袋有料化
プラごみ削減へ
の第一歩に

景況感大幅悪
化　政策の総動
員が必要だ

景気の急激悪
化　雇用維持に
全力傾けて

強制不妊手術
「違憲」の重みと
失望と

国家安全法の
施行　対中制裁
で香港市民守れ

企業の苦境見
極め柔軟な政策
対応を

ふるさと納税で
国敗訴　地方軽
視への重い警
告だ

ふるさと納税
返礼品競争を改
める契機に

香港「安全法」
一国二制度が
崩壊する

国家安全法可
決　香港の自由
葬る暴挙だ

香港への新法
自由と自治　破壊
を憂う

レジ袋有料化
プラごみの本質
考えよう

問題大きい北米
新協定の発効

香港の国家安
全法成立　「１
国」が押し潰す２
制度

香港国家安全
法　「一国二制
度」の灯が消え
る

ふるさと納税
判決を機に抜本
是正を

王位戦７番勝負
最年長ＶＳ最年
少の魅力

米軍基地火災
住民の不安に向
き合え

スパコン「富岳」
科学技術の裾
野を広げよ

香港繁栄へ独
立した法制度を
維持せよ

レジ袋の有料化
意識と行動変え
る一歩に

コロナと途上国
保健医療の強
化に貢献したい

プラごみ削減
「使い捨て」脱却
真剣に

日産株主総会
安易なリストラ
戒めて

リニア延期　環境
懸念解消へ説明
を

専門家会議廃
止　声引き出し
政治が責任を

ふるさと納税、
総務省に汚点

ポイント還元終
了　巨額対策の
効果あったか

５Ｇ網整備　国
産化へ官民の
力を結集せよ

コロナ１千万人
感染抑止もっと
重視を

リニア延期へ
科学的議論で不
信拭え

犯罪被害者　給
付金の充実を急
げ

キャッシュレス
化　官民の協力
で普及を促せ

レジ袋の有料化
を脱プラ生活へ
の一歩に

巨大ＩＴ企業の規
制　デジタル社
会に透明性を

コロナ労災認定
社会支える働き
手の安全網に

米ロ核交渉　軍
縮条約延長しか
ない

出入国の緩和
前のめり避けて
慎重に

プラごみ削減　コ
ロナ危機でも怠れ
ぬ

ＡＳＥＡＮ海洋国
中国に対抗姿
勢を示した

生産性の高い
決済の仕組みを

森友不開示は
「意図的」　やは
り再調査が不可
欠だ

長期の入管収
容　迅速な送還
実現へ制度改
めよ

改正卸売市場
法　札幌市の判
断は妥当だ

公益通報制度
告発者の善意
守らねば

欧州議会の決
議　国際司法裁
へ中国提訴を

EUはコロナ復興
基金の創設で結
束示せ

供給網の強化
危機対応は多
様な経路で

コロナ禍と祭礼
伝統の継承へ
知恵を絞りたい

ＩＲ事業　推進す
る根拠もうない

軍艦島　韓国は
歴史歪曲をやめ
よ

改憲CM規制は
紳士協定で

トランプ氏の同
盟観　米国の利
益も損ねている

スパコン世界一
高性能を幅広い
分野に生かせ

強制不妊報告
書　医学会は謝
罪し検証を

民間への委託
統一ルールが必
要だ

サッカー女子Ｗ
杯　日本開催へ
戦略練り直せ

苦境の文化芸
術　実態に即し
た支援息長く

株主総会　ネッ
ト活用で対話の
場確保を

菅原氏起訴猶
予　きっぱりと議
員辞職を

政府と専門家
危機感を共有し
てこそ

在外国民審査　す
みやかに実施に
動け

出入国制限緩
和　なぜ台湾を
含めないのか

専門家会議の
廃止　科学の知
見軽視せぬよう

中国の威圧外
交　懸念と不信
を高めるだけだ

生活保護費訴
訟　減額容認は
理解できぬ

豊島調停２０年
教訓は生かされ
るのか

中国とインド　成
長大国の責任自
覚を

出生前診断
「命の選別」に
議論尽くせ

コロナ後の持続
的価値を問うた
株主総会

デジタル税に制
裁検討　経済危
機深める米の独
善

国内観光再開
安全対策の徹
底で回復軌道に

性犯罪への対
策　再犯防止を
社会全体で

敵基地攻撃能
力　専守防衛を
外れぬよう

2020/6/30

2020/6/29

2020/7/1

2020/7/2

2020/7/3

2020/7/4

2020/7/5
九州の豪雨災害
「気候危機」時代

に備えよ

２３カ国目の「参
戦国」　週のはじ

めに考える

コロナ禍と要支援
者／見守り態勢
に盲点はないか

熊本の豪雨　捜
索と救助に全力を

ふるさと納税　制
度改革を促す司

法判断

コロナ禍と農業／
副業先として魅力

高めたい

レジ袋有料化　脱
プラへ生活を改め

よう

強制不妊　賠償
認めず／被害の
実情顧みない判

決だ

香港の安全法制
一国二制度を崩

壊させる

ふるさと納税敗訴
／国は猛省し制
度の再構築を

コロナ新分科会
政府は知見踏ま

え対策を

香港に国家安全
法／中国は一国
二制度順守せよ

来春の大学入試
公平性の確保が

不可欠だ

都知事選と復興
五輪／招致の理
念　掲げ続けよう

国会「夏休み」
閉会中審査でご

まかすな

コロナ禍と介護／
現場の不安に向

き合おう

2020/6/27

2020/6/28
改正道交法施行
自転車の「責任」

より重く

2020/6/26
新ダム洪水対策
下流域住民の安

コロナ入国規制の
緩和／水際対策

敗 教

熊本豪雨／高齢
施設の避難　再

確認を

熊本豪雨被災地
助け待つ人々に

早く手を

新しい社会への
一歩を　小池都知

事が再選

自転車の違反厳
罰化／「あおり」一
掃へ啓発に力を

コロナ禍のク・セ・
ジュ　週のはじめ

に考える

苦境の宮城県産
ホヤ／監視海域
再編で安定出荷

を

ネット上の中傷
事業者の社会的

責任は

少子化の加速
克服に地方移住

の促進も

東京五輪の簡素
化／改めて問わ
れる開催の意義

東京リスク直視し
地方に分散を

2020/7/7

2020/7/6

2020/7/8

2020/7/9

2020/7/10

2020/7/11 強権統治の長期
化を憂う

／未来志向で持
続性高めよう

景気見通し悪化
感染再拡大の不

安解消を

東京のコロナ再流
行／地方への拡
大前に抑止を

高齢者の災害死
早め早めの避難

が肝心だ

コロナ禍と分権改
革／地方を感染
防止の司令塔に

未曽有の豪雨
九州の「底力」を

見せたい

宮城県美術館の
移転／「コロナ後」
見据えて慎重に

小池都知事再選
腰を据え難題に

向き合え



専門家会議　最
後の提言　政府
は胸に

宣言解除１カ月
コロナの新局面
に覚悟を

リニア早期開業
へ合意形成を

大学入試の日
程　混乱招かぬ
細心の配慮を

被災者の氏名
迅速な公表が救
命につながる

東京都知事選
コロナ、五輪　課
題多い

ソフトバンク　公
共性をより重視
して

「森友」再調査　こ
の訴えに応えね
ば

安保戦略の改
定は日米基軸
に総合力で

声上げるアス
リート　分断社
会を見直す契機
に

スマホ持ち込み
学校での管理方
法を明確に

関西電力新体
制　体質の抜本
改革が急務

経緯も効果も不
透明だ　ＧｏＴｏ
事業

入管長期収容
異様な状況を改
めよ

検査体制整え出
入国再開を

国会の閉会中
審査　「首相隠
し」は許されない

米露核協議　ま
ず新ＳＴＡＲＴの
延長から

道のコロナ予算
見せかけでない
対策を

核軍縮の枠組
み維持を　新ＳＴ
ＡＲＴ

地方選公営化　な
り手不足　対策さ
らに

医療介護の経
営難　献身に報
いる支援尽くせ

観光立国の実
現へ新たな道筋
を描け

検察庁法改正
案の廃案　人事
介入の懸念は
消えぬ

デジタル広告
市場透明化へ
ルール整備急
げ

ＪＡ世代交代
「協同」の意義
高めたい

これが民主主義
なのか　茨城で
住民投票案否
決

コロナと寄付　身
近な支援を息長く

住所に「尖閣」
明記　有人化に
乗り出すときだ

自由貿易加速
するベトナム

日米地位協定６
０年　改定の協
議を始める時だ

慰霊の日　沖縄
の基地負担軽
減へ協議を

接触確認アプリ
個人情報保護を
万全に

スペースジェット
「離陸」遠のく国
産機

沖縄慰霊の日　７
５年前を思い　今
を見る

沖縄慰霊の日
歴史知り心から
の鎮魂を

リブラの教訓生
かすデジタル通
貨を

コロナ時代の豪
雨災害　避難の
選択肢を考えた
い

大学入試　公平
性をいかに確保
するか

沖縄慰霊の日
寄り添う姿勢
国にない

香港への法制
中国に撤回を求
める

豪印の安保協
力　日米と「自
由の海」支えよ

スパコン富岳を
使いこなそう

沖縄戦から７５
年　歴史踏まえ
将来描く責任

安保改定６０年
多様な脅威に応
じ協力深めよ

札幌市議会訴
訟　除名取り消
しは妥当だ

関西電力　統治
回復の覚悟どこに

マイナンバー
利便性高めて理
解深めよ

日韓55年の積
み重ねを生かせ

ロシアの新核政
策　米国との軍
拡競争回避を

病院経営悪化
第３波へ支援欠
かせぬ

年金の改革　現
役世代の不安
解消を

検察庁法廃案
責任うやむや許さ
れぬ

米ウイグル人権
法　中国は洗脳
と弾圧中止を

IoT時代のサイ
バー攻撃に備え
を

外国人長期収
容で提言　人権
への配慮が最
優先だ

道議会予算審
議　行政監視の
責任放棄だ

危険運転致死
傷　時速１４６キ
ロで不適用か

Ｇ７対中声明
日本は行動で撤
回を迫れ

競争で卸売市場
の活性化を

雪まつり縮小
安全安心目指し
準備を

プロ野球開幕
社会を元気にす
る契機に

「イスラム国」を
復活させるな

敵基地攻撃能
力　検討は問題
すり替えだ

菅原前経産相　け
じめには程遠い

通常国会閉幕
もっと働いてもら
いたい

コロナとＮＰＯ
市民守る活動へ
の支援を

プロ野球開幕
閉塞感破る熱戦
を期待したい

北朝鮮の挑発
無謀な行為　展
望開けぬ

コロナ禍と受験
努力に報いる手
だてを

入試日程決着
大学の対応が問
われる

露の「自国領」
発言　四島返還
要求へ立ち戻れ

Ｇｏ　Ｔｏキャン
ペーン　効果も
経費も疑問が多
い

北朝鮮の挑発
韓国は同盟重
視に立ち返れ

移動自粛解除
感染防止忘れ
ず慎重に

連絡事務所爆
破　武力挑発は
苦境深める

河井夫妻逮捕
政権の責任は免
れぬ

全国移動の解
禁　気を緩めず
に感染防止を

出入国規制の
緩和　「水際」強
化が欠かせない

出入国の緩和
警戒怠らず段階
的な拡大を

プロ野球開幕
ハム飛躍は若
手の力で

河井夫妻逮捕
焦点は党の巨
額資金だ

北朝鮮の暴挙
孤立無援にもどる
のか

前法相夫妻逮
捕　政権の窮地
と受け止めよ

河井夫妻の逮
捕　首相と党の
責任も重大だ

河井夫妻逮捕
選挙資金の流
れを解明せよ

河井夫妻逮捕
安倍政権の責
任重大だ

都知事選告示
コロナ禍に託す
候補は

連絡事務所爆
破　北朝鮮にア
メを与えるな

党の責任も問わ
れる河井前法相
夫妻逮捕

コロナ下の都知
事選　巨大都市
リスクの論戦を

関電賠償請求
信頼回復への
契機にしたい

都知事選告示
コロナ後の将来
像も示せ

コロナと共生問
う都知事選

南北連絡事務
所の爆破　挑発
で苦境は打開で
きぬ

通常国会閉幕
閉会中審査を積
極活用せよ

秘書に有罪　買収
疑惑の全容解明
を

関電と旧経営陣
提訴を免罪符に
はできぬ

国会は会期にと
らわれずに審議
をせよ

陸上イージス計
画停止　判断
誤った説明が足
りぬ

福祉の相談窓
口　孤立家庭の
支援につなげた
い

農業白書　現実
との乖離が目立
つ

案里氏秘書判
決　政権の関与
どこまで

陸上イージス
「導入ありき」の破
綻

地上イージス断
念　猛省し防衛
体制を見直せ

挑発で北の展望
は開けない

与党の国会閉
会方針　「言論
の府」否定に等
しい

ミサイル防衛
高まる脅威に備
え代替策急げ

河井氏秘書有
罪　夫婦で沈黙
したままか

地上イージス
計画撤回を明確
にせよ

ＣＯＰ２６延期　排
出削減強化の好
機に

都知事選　討論
会で具体的政策
示せ

関電は経営の
ゆがみ断ち信頼
の回復を

関電旧経営陣を
提訴　体質改め
る責任の自覚を

性犯罪の防止
被害の深刻さ踏
まえた対策を

公務員定年延
長　拙速を避け
議論尽くせ

原発住民投票
より広く「声」を
聴け

日本の宇宙開発
民の力で裾野広
げよう

南北宣言２０年
太陽政策は間
違いだった

薬価改定を先送
りするな

不確実性増す
朝鮮半島　周辺
国との連携欠か
せぬ

供給網の見直し
調達先多様化で
リスク減らせ

コロナ家賃補助
困窮者の目線で
改善を

辺野古工事再
開　県民への思
慮を欠く

2020/6/15

性犯罪の防止
ＧＰＳ装着の義
務化急げ

パワハラ防止法
の施行　職場環
境を見直す契機
に

活字の学び　紙
と電子ともに持
ち味生かせ

通常国会　問題
山積なのに閉会
か

憲法審査会　信
じられない怠け
ぶりだ

国会召集めぐる
判決　憲法上の
義務明言は重
い

マイナンバー
制度の意義踏ま
え利用促進を

出生９０万人割
れ　未来への投
資をもっと

２次補正成立　白
紙委任は認めら
れぬ

２次補正成立
巨額予備費を適
切に使え

２次補正予算が
成立　支援の目
詰まり許されぬ

東京都知事選
コロナ後の展望
を論じたい

２次補正成立
不明朗な使途許
されぬ

給付金事業委
託　疑念は深ま
るばかりだ

小池都政４年
「事実」で功罪見
極めを

小池氏が出馬
表明　疑惑に答
え都の未来語れ

小池都知事が
再選出馬　「劇
場型」の成果問
われる

２次補正成立
迅速かつ無駄な
く執行せよ

大学共通テスト
内容の詰めを速
やかに

小池氏出馬表
明　４年の都政
問う機会に

朝鮮半島情勢
韓国は原則貫く対
応を

東京アラート解
除　警戒続け医
療体制拡充を

「賢い支出」の
原則忘れぬ財
政運営に

輸出規制と日韓
関係　失ったも
の直視すべきだ

窮地の香港　中
国の国際約束
違反を許すな

東京五輪簡素
化　安全と安心
が大前提だ

南北通信線遮
断　瀬戸際外交
通用しない

カジノ誘致　構想
が根底から揺らぐ

ネット犯罪　悪
意の蔓延を放置
するな

五輪は簡素化し
安全な開催を

持続化給付金
の混乱　「丸投
げ」した責任は
重い

出生率低下　危
機的な少子化へ
の対処急げ

外資規制強化
適用基準をより
明確に

国会召集せず
「憲法上の義
務」なのに

２０年後の市町村
地域生かす広域
連携を

韓国との通信遮
断　文政権は北
におもねるな

FRBは米経済再
生を着実に支え
よ

コロナ下の医療
機関　経営の危
機招かぬ支援を

子の養育費　貧
困招く不払いを
解消せよ

道のコロナ予算
ちぐはぐな対策
目立つ

コロナと図書館
利用者の権利
の尊重を

国会召集訴訟
物足りなさと収穫
と

雇用情勢の悪
化　官民連携で
失業増を防げ

軍縮の流れ逆
行に歯止めを

甲子園で「交流
試合」　仲間と
の思い刻む舞台
に

日韓世論調査
文政権が相互
不信を広げた

デジタル課税
公正なルールを
早急に

少子化対策　的
を外してはいな
いか

通常国会閉幕
危機に政治空白

許されぬ

国会から逃げる
政権　コロナがあ
ぶり出した限界

地上イージス　ず
さんな計画徹底

検証を

地上イージス停止
／徹底検証と納

得いく説明を

国会延長せず　コ
ロナ禍に対応でき

るか

憲法改正と現政
権／目の前の手
だてを優先せよ

2020/6/21

2020/6/20

2020/6/19

2020/6/18

2020/6/17

2020/6/16

旧経営陣を提訴
関電の信頼回復

の一歩に

安保６０年が落と
す影　週のはじめ

に考える

浜通り教育研究
拠点／早期開所
へ県の調整不可

欠

キャッシュレス　ポ
イント還元後の普

及策探れ

コロナ禍と一極集
中　「脱東京」今
度こそ推進を

コロナと図書館
「知る権利」守る

工夫を

朝鮮半島の緊張
挑発で苦境は打

開できぬ

県境移動解禁と
観光／心理的バ
リアー解放が鍵に

コロナ禍が問う大
学共通試験の役

割

河井夫妻逮捕
首相の責任こそ

問いたい

河井夫妻逮捕／
首相と自民党の

責任大きい

賢いコロナ対策で
経済を動かそう

朝倉復興汚職
癒着防ぐチェック

機能を

役割を果たさぬ怠
慢　通常国会が

閉会

北が連絡事務所
爆破／南北融和

の流れを止めるな

休み

2020/6/11

2020/6/12

2020/6/13

2020/6/14
高校生代替大会
努力の成果発揮

する場に

ファクターＸは何
か　週のはじめに

考える

河川空間の開放
／水辺を市民の
憩いの場所に

レジ袋禁止条例
その過程から学

ぶこと

米ロの核軍拡　歯
止めの枠組み維

持せよ

「スーパーシティ」
構想／情報保

護、住民合意に課
題

有事の医療・医薬
品確保を万全に

被災不明者名
救助を優先し原

則公表に

宮城県沖地震４２
年／分散避難の
可能性を探ろう

地域金融機関　コ
ロナ禍で問われる

役割

検察刷新会議／
政治権力の排除

こそ議題だ

朝鮮戦争７０年
厳しい現実を再
認識せよ　北の
好戦性は今も変
わらない

2020/6/23

2020/6/22

2020/6/24

2020/6/25

2020/6/26 下流域住民の安
全徹底を

失敗の教訓生か
せ

敵基地攻撃能力
問題をすり替えて

は困る

テレワーク／労働
者と企業双方の

利益に

参院選買収事件
首相と自民は説

明尽くせ

性犯罪者にＧＰＳ
／効果と課題を丁

寧に議論を

沖縄慰霊の日
今こそ体験を継承

したい

少年兵の体験伝
えねば　沖縄戦終

結７５年

日米安保改定６０
年／転換期に

「質」高める議論
を

東京大会簡素化
五輪の原点に立

ち返ろう

一極化是正に向
けて／コロナ禍で
得た知見生かせ

新型コロナ提言
脆弱性克服し不
安解消したい



感染症と経済　世
界一体の回復め
ざせ

香港デモ１年
国際社会の圧
力絶やすな

日産・ルノー再
建策への注文

コロナと熱中症
高リスクへの対
応柔軟に

コロナと雇用
派遣切りの急増
を回避せよ

コロナ議事録
速記保存はごま
かしだ

同性事実婚
「社会通念」は
未形成か

公益通報保護
良心の告発生か
す道を

９月入学見送り
まず教育の中身
を強靱に

米大統領とSNS
の対立は人ごと
でない

変わる就職活動
学生の不安除く
目配りを

改正外為法施
行　外資規制の
適用基準を明瞭
に

補正予算審議
ずさんな使途に
メスを

持続化給付金
独立した検査が
必要だ

ＧｏＴｏ事業　抜本
的見直しが必要
だ

梅雨入りへ　避
難前提に備えの
徹底を

補助金事務局ビ
ジネスに透明性
を

沖縄知事与党
が過半数　国は
結果踏まえた行
動を

マスクと熱中症
屋外では適切に
着脱したい

香港デモ１年
自治望む声　聞
こえぬか

少年法の年齢
引き下げには弊
害多い

沖縄県議選　一
貫した民意に応え
よ

五輪の簡素化
「完全な形」にこ
だわるな

出生率低下に
危機感もっと

２次補正審議入
り　予備費合意
はあいまいだ

北朝鮮拉致問
題　交渉重ね首
脳会談を模索せ
よ

スーパーシティ
個人情報の扱
いに不安

沖縄県議選
「反辺野古」の
民意再び

ロシア核政策　競
争を脱し軍縮へ動
け

給付金事業の
委託　政府は説
明責任を果たせ

拉致問題は険し
くとも結果を

米基地の環境
汚染調査　日本
が主導できる体
制に

救急搬送の難
航　患者の受け
入れ先を明確に

巨大ＩＴ規制法
実効性の向上
が課題だ

コロナ水際対策
「外国人」差別の
理不尽

少子化大綱　国
難直視し抜本的
対策を

株高持続には
実体経済の裏
づけが必要だ

コロナと大学入
試　公平性への
配慮が最優先

コロナ禍の記録
後世に伝える責
務果たしたい

同性事実婚判
決　社会の変化
踏まえねば

コロナと外国人
労働者　必要な
支援届く仕組み
を

高齢者の見守り
コロナ禍での孤
立防ぐ工夫を

横田滋さん死去
拉致被害者救
出を急げ

横田滋さん死去
原点に戻り対話
解決を

横田滋さん死去
４３年間の長す
ぎる「闘い」

 巨大ＩＴ規制　取
引の透明化へ
監視強めよ

裁判の再開　日
程の正常化を着
実に

ロヒンギャ救済
コロナ禍、各国
連携急げ

米軍基地汚染
平時からの立ち
入りを

韓国のＷＴＯ提
訴　溝を深める
不毛な脅しだ

米実体経済の
本格回復はまだ
見通せない

学校でのコロナ
感染　冷静にリ
スク見極めたい

病院船の検討
費用対効果を精
緻に見極めよ

マイナンバー
活用急ぐより信
頼が先

東京アラート
第２波への備え
を急げ

国会閉会方針
国民との回路ふさ
ぐな

藤井七段棋聖
戦へ　閉塞感を
打ち破る活力に

有人宇宙輸送で
長期戦略を

東京五輪の簡
素化検討　開催
への課題整理
が必要

改正著作権法
作者の正当な権
利を守りたい

最低賃金　中小
支援し引き上げ
を

藤井聡太七段
コロナ禍の中の
快挙

給付金の委託
政府は疑念に答
えよ

コロナと巨人軍
日常取り戻す先
兵となれ

改正外為法は
運用基準をもっ
と透明に

年金改革法が
成立　コロナに
配慮した適用を

慰安婦支援団
体　活動の実態
を解明すべきだ

持続化給付金
不透明な委託の
解明を

コロナ対策予算
財政民主主義を
脅かす

９月入学断念　学
びの正常化に全
力を

天安門事件３１
年　「国賓来日」
を白紙にせよ

米社会の分断
は危機的だ

給付金業務の
委託　不透明さ
に疑念が深まる

コロナ対応病院
経営危機の回
避へ支援を急げ

あおり運転処罰
基準の明確化
が不可欠

再エネ予算流用
またも卑怯な禁
じ手だ

マイナンバー　性
急な議論は危うい

ワクチン特許
日本主導で国際
管理促せ

無関心許されな
い中国の人権・
言論弾圧

種苗法の改正
農家の不安解
消が先決だ

米国の騒乱　ト
ランプ氏はまず
融和を語れ

東京アラート
次の感染拡大
へ備えを

米中対立深刻
化　自由な香港
死なせるな

米の抗議運動
不公正の根源、
直視を

学校再開　焦ら
ず連携して不安
拭え

「9月入学」が問
いかけたもの

「東京アラート」
発令　第２波へ
の警戒緩めずに

デフレの懸念
逆戻りせぬよう
雇用支えたい

コロナと熱中症
例年以上に警
戒が必要

対韓輸出規制
見直しの機会を
生かせ

石炭火力輸出
撤退を打ち出す
時だ

米の有人宇宙
船　「大きな志」
を日本も示せ

ネット中傷の撲
滅へまず民間が
動こう

米の黒人死亡
抗議デモ　大統
領が分断あおる
異常

抗原・抗体検査
特徴生かし感染
状況の把握を

コロナ議事録
残さねば検証で
きない

給付金委託費
説明責任は国
にある

少子化大綱　政
権の本気度を示
せ

米黒人暴行死
融和に徹し暴力
を許すな

元慰安婦告発
の究明を望む

コロナ会議録の
不在　歴史の検
証に堪えられぬ

９月入学見送り
利点と課題を丁
寧に議論せよ

米黒人死デモ
差別と格差への
抗議だ

検察刷新会議
政治の排除こそ
議題に

トランプ外交　独
善は大国失墜の
道だ

国内最高額の
薬　価格には信
頼が不可欠だ

政府のデジタル
後進性をどう挽
回するか

米政権の中国
政策　日欧との
連携損なう浅慮

年金改革法成
立　非正規労働
者の不安和らげ
よ

郵政漏えい調査
真相究明には
ほど遠い

学校の再開　現
場の支援きめ細
かく

コロナと記録　全
容を残す責務果
たせ

Ｇ７の延期　拡
大より結束を優
先せよ

専門家会議の
議事録公開せよ

国会と巨額予備
費　白紙委任の
懸念が大きい

新興企業の支
援　事業創造の
芽を大切にした
い

米「ＷＨＯ脱退」
コロナ収束妨げ
る浅慮

荒れる米国　ト
ランプ氏の責任
重い

原発県民投票
民意を映す新たな
道を

コロナ下の裁判
員　辞退の増加
招かぬ工夫を

危機のさなかに
米中関係を悪化
させるな

機能不全のＷＴ
Ｏ　「自国第一」
広げぬ役割を

脱ハンコ　コロナ
禍を慣行見直す
契機に

道議会の禁煙
化　コロナで先
送りは姑息

感染追跡アプリ
個人情報守る配
慮を

政権と検察　真に
刷新すべきは何
か

ロヒンギャ難民
「感染弱者」を放
置するな

学生の不安除く
ウェブ採用に

２０２５年までの
少子化対策　よ
り一層の危機感
が必要

先端都市構想
丁寧な説明で住
民合意得よ

地上イージス
必要性を再考す
べきだ

働く妊婦の保護
休める支援を職
場から

米の香港優遇
撤廃　「自由の
砦」を日本も守
れ

南半球の感染
拡大に備えを

コロナと気候危
機　エコの視点
で経済回復を

地方の鉄道網
インフラ守る現
実策を探れ

あす学校再開
心身への目配り
十分に

最終処分法２０
年　文献調査の
扉を開けよう

コロナ禍の苦境
決算を次の変革
に生かせ

再開する学校
「子ども本位」を
大前提に

揺らぐ国際機関
米中は自国の
道具と考えるな

道の要請解除
第３波対策が不
透明だ

年金改革　残る課
題の検討を急げ

企業への資本
注入　時間切れ
破綻を阻止せよ

パワハラなくす
確かな一歩に

国の困窮学生
支援　一時しの
ぎにせぬように

地銀決算減益
厳しくとも地域
支える自覚を

憲法審査会　議
論急ぐ必要性乏
しい

コロナと自治体
曖昧特措法の
見直しを

大阪の都構想
住民と直接対話
の場を

ＳＮＳのあり方
根本からの議論
が必要だ

危機で膨らむ新
興国の債務に
手を打て

マイナンバー
カード　なぜ役
立たないか猛省
を

京アニ放火逮捕
事件の重さに向
き合わせよ

ＳＮＳでの中傷
権利配慮し防止
の道を

首相と訓告処分
責任逃れの度
が過ぎる

コロナと難民　弱
者を救う国際支援
を

外国人の不信
買う轍を踏むな

香港の国家安
全法制　政治の
自由奪う禁じ手
だ

香港国家安全
法　一国二制度
を踏みにじるの
か

香港に治安法
制　一国二制度
壊す暴挙だ

ＳＮＳでの中傷
防ぐ手だては熟
議経て

２次補正予算　問
われるのは実行
力だ

IT企業発の脱ハ
ンコの波を全産
業に

「テラハ」出演者
の急死　守る仕
組みが不十分で
は

憲法審査会　緊
急時に備えた建
設的議論を

アイヌ新法１年
民族参画の仕
組み急務

核燃再処理工
場　もはや合理
性がない

学生の支援金
留学生も対等の
条件で

京アニ放火犯逮
捕　事件の残酷
さ理解させよ

タイの「国民和
解」後押しを

中小企業の資
本支援　事業再
生へつながる形
に

２次補正決定
動き出した経済
を支えたい

第２次補正予算
迅速な執行が最
優先だ

京アニ放火逮捕
真相の徹底的な
解明を

追加雇用対策　ス
ピードと実効性を

２次補正予算案
遅滞なき支援に
力尽くせ

香港経済支える
「一国二制度」
の重大危機

京アニ放火容疑
者逮捕　悲嘆に
応える全容解明
を

戦没者遺骨収
集　鑑定体制の
強化で信頼回復
を

京アニ放火逮捕
凶行に至る動機
解明を

２次補正予算案
支援は届いてい
るか

香港への法制
自治を破壊する
のか

プロ野球開幕へ
社会に活力届け
てほしい

アビガンの承認
は無理せずに

黒川氏の訓告
処分　多くの疑
問が残っている

大学入試　柔軟
な運用と工夫が
必要だ

コロナと地銀
融資先の支援
は柔軟に

香港国家安全
法　「一国二制
度」を葬るな

ネット上の中傷
言葉を刃にさせぬ
ため

ネット上の中傷
悪意の匿名は
情報開示を

迅速な支援で経
済の正常化につ
なげたい

プロスポーツの
開催　新しい楽
しみ方の提供を

プロスポーツ
感染防ぎつつ段
階的な再開を

ＪＲ社長続投
沿線との対話に
努力を

東京都知事選
コロナ後の首都
像示せ

プロスポーツ始動
モデルとなる防疫

対策を

コロナと公文書／
震災時の反省を

忘れたのか

幅広いリスクに備
えた危機管理を

横田滋さん死去
悲劇を繰り返させ

まい

休業者急増　失
業への流れ食い

止めよ

自治体再編／響
かない霞が関主

導の改革

黒人暴行死デモ
分断あおらず耳を

傾けよ

米抗議デモ／分
断回避こそ大統

領の務め

普賢岳噴火30年
火山への警戒、

歴史に学べ

コロナ禍の港町／
漁師ら守り市場機

能維持を

内閣支持率下落
謙虚に「国民の

声」を聞け

梅雨と避難所　「3
密」回避に万全尽

くせ

今も未来も過去の
続き　週のはじめ

に考える

北岩手循環共生
圏／経済を足元

から見直そう

コロナと水害　分
散避難で感染防

ごう

中国の強権路線
「香港の自治」を

脅かすな

コロナと高校入試
／カリキュラムも

過密避けよ

2次補正予算案
目詰まりなくし支

援急げ

コロナ禍の熱中症
予防／例年以上
のリスク認識を

核燃料サイクル
行き詰まった政策

見直せ

追加経済対策／
迷走終わらせ生

活者本位に

「香港抑圧法」
Ｇ７は中国に撤
回を迫れ　一国
二制度の国際
公約破るな

2020/5/27

2020/5/28

2020/5/29

2020/5/30

2020/5/31

補正予算審議
疑念に答え無駄

をなくせ

コロナと外国人
苦境を見据え支

援の輪を

公務員定年延長
廃案は唐突かつ

理不尽だ

コロナ対策／世界
が一丸となって推

進を

今こそ大人が動く
時だ　週のはじめ

に考える

自粛警察の教訓
／本質を見極め

る力を養おう

学校再開／心の
変化に目を凝らし

たい

法務行政の刷新
検察の体質改善

も必要だ

成年後見制度２０
年／生活支援に

重点を移そう

コロナと就活／
「氷河期」の再来

を回避せよ

感染第2波　北九
州を抑止のモデ

ルに

横田滋さん死去
拉致への怒りを
結集せよ　安倍
首相は膠着破る
行動を

2020/6/1

2020/6/2

2020/6/3

2020/6/4

2020/6/5

2020/6/6

2020/6/7

2020/6/8

2020/6/9

2020/6/10
パワハラ規制法

「指導のつもり」許
されぬ

給付金事業再委
託／納得できる説

明が必要だ

コロナの治療薬／
急ぐにしても安全

性が命綱



学校再開後もオ
ンライン教育を
拡充せよ
改革に挑む
WTO事務局長を

コロナと台湾　民
主の成功に学び
たい

ゴーン被告逃亡
幇助犯の日本
移送を急げ

経済再開と感染
防止策の両立
が必要だ

自衛隊に宇宙
部隊発足　軍事
空間にせぬ歯
止めを

宇宙の監視　抑
止力強化へ知
見を高めよ

企業の業績悪
化　取引先や雇
用　目配りを

台湾総統２期目
中国「優位性」
への挑戦

滞る裁判　使命に
応える工夫を

イスラエル新政
権　中東に紛争
の種をまくな

お粗末なオンラ
イン行政

訪日外国人の
激減　新たな観
光モデル作ろう

在留邦人支援
機動的な対処で
安全確保を

９月入学の検討
拙速を避け対策
着実に

コロナと熱中症
マスク、室内に
ご用心

ドラマの休止
テレビ文化の転
換促そう

物を運ぶタク
シーに期待する

芸能人の政治
的発言　個人の
意見阻まぬ社会
に

高校スポーツ
成果を披露する
場設けたい

高校競技の中
止　喪失感埋め
る心配りを

給付金申請の
混乱　自治体と
連携し改善図れ

政府は効果的な
公的資本注入
策を探れ

コロナと９月入
学案　国民的議
論の場が必要だ

新興国経済　資
金流出による通
貨危機防げ

コロナ解雇　支
援策は迅速で柔
軟に

中国の国防費
危うい軍拡いつま
で

農産物の知的
財産を守ろう

コロナ下の中国
全人代　「強国
路線」を見直す
時だ

給与買い取り
新手のヤミ金融
に注意したい

中国全人代　コ
ロナ情報　積極
開示を

ＷＨＯと米中
結束が最良の
防疫策だ

家事の負担　自
分流で見直す機
会に

医療への財政
支援はコロナ後
も見すえて

抗原・抗体検査
特性踏まえて有
効活用を

中国全人代開
幕　見直しを迫
られる強権路線

道の追加緩和
再拡大への備え
万全か

安倍政権の迷
走　国民と向き
合わぬ末に

関西の解除　知
事の切磋琢磨さら
に

賭けマージャン
自覚を欠いた行
動だった

成長率目標見
送った中国の危
機意識

近畿で緊急事態
解除　経済との
バランス慎重に

検事長辞職へ
検察は体制を早
急に立て直せ

関西で宣言解除
感染再拡大へ
の備えを

緊急事態宣言
命守る医療を支
えねば

黒川氏辞職へ
政権の「無法」の
果てに

関西圏の宣言
解除　府県は一
層協力に努めよ

介護体制の維
持に万全尽くせ

黒川検事長の
辞職　異例の人
事が醜態招いた

関西圏宣言解
除　警戒緩めず
東京も収束目指
せ

黒川検事長辞
職　渦中に賭け
事とは論外

黒川検事長　辞
職で幕引きする
な

コロナと世界　共
生を見据えた協
調を

抗体検査　感染
実態の把握に
努めよ

辞任では済まな
い黒川検事長
の振る舞い

夏の甲子園も中
止　部活の成果
発揮する場を

国際防疫体制
台湾の知見を共
有すべきだ

コロナと労災
幅広く速やかな
認定を

全人代開幕へ
「成果誇示」なら
危険だ

部活の試練　喪
失感を乗り越えて

高校野球の中
止　甲子園に代
わる場検討を

大都市の活動
再開は油断なく

ＷＨＯのコロナ
決議　米国の積
極関与が必要だ

一律１０万円
給付の遅れを早
急に改善せよ

ＷＨＯ総会　国
際協調阻む米
中対立

夏の甲子園中
止　苦渋の決断
受け入れて

自衛隊と宇宙　戦
場にさせぬ努力こ
そ

ＷＨＯと中国
異様な影響力を
排除せよ

WHOの検証と改
善は着実に

２期連続マイナ
ス成長　長期化
に備えた支援策
を

再処理工場合
格　核燃料サイ
クルの道筋を示
せ

ＧＤＰ連続減　雇
用対策　手厚く
迅速に

ロシア感染拡大
体制の病弊が
透ける

学びの再建　受験
学年への対応早く

慰安婦団体　反
日集会やめ像
の撤去を

改めて注目すべ
き台湾「民主政
治」の価値

コロナと不寛容
さ　社会の強さ
試されている

感染症対策　国
と自治体は連携
し出口探れ

酪農の危機　道
民みんなで支え
たい

コロナ禍と文化
支援のさらなる
充実を

経済危機対応
感染抑止との両
輪で

「気の緩み」　感
染再拡大の事
態招くな

検察庁法は切り
離して審議を

検察庁法改正
案　人事の自律
性保てる見直し
を

検察庁法改正
案　先送りでなく
撤回が筋

ＧＤＰマイナス
官民で負の連鎖
断て

検察庁法改正
先送りやめ廃案
にせよ

改正案見送り
検察のあり方本
格議論を

企業は持続可
能性高める経営
目指せ

ＧＤＰマイナス
消費促す環境
作りが重要だ

道の緩和基準
科学的根拠の
明示必要

検察庁法見送り
反対世論が追
い込んだ

車いすとＪＲ　社
会の障壁なくすに
は

ＷＨＯの正常化
日本から事務局
長誕生を

レナウンの破綻
を教訓に

揺さぶられ症候
群　誤った判断
を防ぐ指針に

子供の自殺増
加　見守り体制
の充実が急務だ

少子化大綱　雇
用環境の是正
が鍵だ

コロナと食料
農業再生は「安
全保障」

熱中症対策　感
染症とあわせ備え
る

雇用助成金の
拡充　手続き簡
略化で支援急げ

早期収束の成
否が経済再生を
左右する

コロナ下の経済
悪化　金融危機
の回避に全力を

妊婦とコロナ
安全な出産へ細
やかな配慮を

企業の感染対
策　長期戦を視
野に検討を

米企業ＩＲ撤退
計画断念しか道
はない

イランの米挑発
ウイルス禍に付
け込むな

エネルギー利用
変える契機に

核燃料の再処
理　脱サイクル
の道筋示す時

強制不妊救済
法　周知進め被
害の掘り起こし
を

三越伊勢丹赤
字　道内への影
響が心配だ

尖閣諸島　中国
の主張は荒唐
無稽だ

今こそメガ銀は
資金繰り支援に
全力を

プーチン支配２
０年　「次の時
代」が見通せな
い

接触確認アプリ
活用には丁寧な
説明が必要だ

コロナ補正予算
窮状救う追加策
早急に

被爆７５年の夏へ
証言を継ぐ新たな
模索

大阪モデル　出
口の戦略は地
域ごとに

第2波に備え検
査拡充の総合
戦略練れ

コロナと株主総
会　ネットで対話
の場確保を

厳しい企業決算
「新たな日常」へ
変革進めよう

検察庁法改正
案　撤回せねば
独立危うい

検察庁法改正
やはり撤回しかな
い

蔡総統２期目へ
民主主義の台
湾と連携を

日本車が今向き
合う課題は

検察庁法改正
案　疑念は何も
解消されない

学校再開へ　感
染防ぎつつ遅れ
の挽回を

道の追加対策
抑止効果に疑
問が残る

沖縄復帰４８年
希求した平和なお
遠く

拙速な検察庁法
の改正は禍根を
残す

コロナ下のＷＨ
Ｏ総会　台湾参
加が国際協調
の道

２次補正指示
危機回避へ安
全網を強化せよ

３９県で宣言解
除　緩みは傷を
大きくする

緊急事態宣言
再流行へ警戒
怠れない

宣言一部解除
再流行への備え
怠るな

中国はコロナ下
の挑発やめよ

緊急事態の
部解除　感染拡
大引き続き警戒
を

緊急事態の解
除　油断せず段
階的に活動再
開を

原燃再処理工
場　稼働は理屈
に合わない

中部９県は解除
日常回帰への
試金石だ

再処理工場の
合格　核燃料サ
イクル確立急げ

再流行警戒しな
がら慎重に経済
再開を

コロナと日韓関
係　自然体で協
力を進めたい

家賃支援策　負
担にあえぐ店舗
の救済急げ

コロナ検査態勢
状況見極め臨
機応変に

抗原検査　現場
判断を尊重し活
用を

定着させたい働
き方の新常態

検察官の定年
延長法案　抗議
の声を無視する
のか

大学生の就活
企業は弾力的な
対応で配慮を

各国の制限緩
和　第２波警戒
慎重対応を

コロナと日韓　危
機をバネに協調を

自粛警察　感染
収束の大きな障
害だ

コロナ対応の経
緯示す情報公
開の徹底を

中距離弾の日
本配備論　軍縮
の道こそ探るべ
きだ

中国の 帯
路　感染症を機
に軌道修正を図
れ

市民監視の風
潮　分断避ける
自制心必要

現金１０万円給
付　マイナン
バーは余計だ

９月入学論　訴え
の原点を大切に

検察庁法改正
案　疑念もたれ
ぬ説明尽くせ

現実味あるサイ
クル政策示せ

コロナと高齢者
ケア　「介護崩
壊」招かぬため
に

コロナ治療薬
安全性に配慮し
導入進めたい

米軍消火剤流
出　環境汚染も
治外法権か

比の放送局弾
圧　政権は停止
命令撤回を

コロナ相談目安
「誤解」では済まさ
れぬ

「３密通勤」の解
消　新たな日常
の具体像示せ

困窮する学生に
迅速な支援を

ネットとＮＨＫ受
信料　時代に即
した公共放送に

銀行の手数料
利用者の負担
軽減につなげよ

種苗法改正案
農家の負担軽
減求める

２次補正編成へ
学生たちの未来
守れ

検察庁法改正
国民を愚弄する
暴挙だ

農産物の輸出
規制　結束強め
安定供給求めよ

雇調金改革を危
機対応のなかで
着実に

与党の家賃支
援案　規模もス
ピードも足りぬ

災害時の感染
症　避難先の安
全対策徹底した
い

緊急事態「出
口」　楽観排し
科学的根拠を

検事の定年延
長　ツイートの
抗議に耳を

経済の再建　気
候危機回避も念
頭に

露の戦勝行事
歴史戦の対日
攻勢警戒を

治療薬の科学
的評価を確実に

検察官の定年
延長法案　何の
ために成立急ぐ
のか

米中とコロナ
発生源論争で混
乱を深めるな

コロナとＩＣＴ　個
人情報の保護
徹底を

職場の待遇差
賃金のあり方総
点検を

2020/5/18

2020/5/19

2020/5/20

2020/5/21

2020/5/22

2020/5/23

2020/5/24

検察庁法改正見
送り　おごりと緩
みゆえの失態

WHOとコロナ　米
中は対立を持ち

込むな

国が配った小さな
「仮面」　週のはじ

めに考える

自由な言論活動
／人権を無視して

はいけない

企業の支援　再
建可能性の見極

めを

日本経済失速
大手企業危機に

も備えを

デジタル遺品／
「終活」へ公的対

応が不可欠

黒川検事長辞職
「首相の責任」も

免れない

黒川氏が辞表／
大失態の責任は

政権にある

夏の甲子園中止
高3部活に集大成

の場を

コロナ下の世界／
協調の枠組み作

りに力注げ

検察庁法先送り
世論踏まえ一か

ら出直せ

検察庁法改正先
送り／定年延長
特例削除が必要

だ

再開する学校　心
のケアにも配慮し

たい

再処理工場「合
格」／国民が納得
する将来像示せ

九州と人口減
「コロナ後」戦略

の構築を

コロナ感染情報／
予防に生かしてこ

そ有効だ

2020/5/17
新しい生活様式
在宅を健康増進

の好機に

自分の足で立って
みる　週のはじめ

に考える

防災まちづくり
梅雨への備えも

怠れな

在宅被災者／住
宅支援制度の再

構築急げ

コロナ特措法　混
乱招いた権限の

曖昧さ

2020/5/11

2020/5/12

2020/5/13

2020/5/14

2020/5/15

2020/5/16

「沖縄の心」届く日
は　本土復帰から

４８年

東北発防災ＩＳＯ
／被災地から機

運を高めよう

核燃料サイクル政
策　理のない「国

策」と決別を

米国の雇用悪化
対岸の火事では

済まない

検察庁法改正／
一度白紙に戻して

出直せ

コロナ家賃支援
困窮者へ最速、

最大限に

ＮＰＯの苦境／市
民一人一人が支

えてこそ

処理水意見聴取
会／国民の関心

高める議論を

コロナと自殺　生
きるための支援急

げ

宣言解除の九州
地元だからできる

ことを

法が終わり、暴政
が…　検察庁法

改正案

ＰＣＲ検査の拡充
／「全容把握」へ

態勢整えよう

九州の緊急事態
解除は安全宣言

ではない

緊急事態宣言解
除／日常に戻れ
るわけではない

緊急事態３９県解
除　感染対策と経

済の両立を

緊急事態解除
経済を回復軌道

に乗せたい

緊急事態の全面
解除　教訓刻み
再流行に備えを

緊急事態の全面
解除　教訓くみと
り「次」に備えよ

緊急事態全て解
除　次の波への
備えを急げ　対
応検証し新たな
戦略を示せ

中国の全人代
香港抑圧法案を
撤回せよ　ウイ
ルス禍でも軍拡
なのか

2020/5/25

2020/5/26

コロナ対策会議
議論の「見える

化」進めよ

９月入学の是非
／論点山積　拙
速は禍根残す

緊急事態解除
第2波への備えを

着実に

新しい日常へ進
むには　緊急宣言

の全面解除

緊急事態全面解
除／第２波に備え

医療の拡充を

「緊急事態」全面
解除　感染防止
図り経済再建を



陸上イージス　計
画見直しにつなげ
よ

改正入管法　特
定技能制度を洗
い直せ

産み育てやすい
社会づくりを急
げ

職場のデジタル
化　働き手に配
慮して推進を

少子化対策大
綱　若者が希望
持てる環境作ろ
う

強制不妊法１年
広く周知し救済
十分に

コロナ感染拡大
「介護崩壊」は
防がねば

コロナと大学教
育　不安拭い知
の拠点を守れ

航空業界への
支援　国民が納
得できる展望を

コロナと学生
間口広げ迅速な
支援を

米大統領選半
年　中国に覇権
の隙与えるな

コロナと災害避
難　命守る環境
の確保が急務

米中対立　危機
深める覇権争い
だ

イスラエル　入植
地併合は許され
ぬ

中小テナント家
賃　破綻の回避
へ支援を急げ

コロナの隙突く
北に備えよ

陸上イージス配
備　立ち止まり
考える機会に

刑事裁判の延
期　段階的な再
開へ工夫凝らせ

コロナ治療薬
情報開示し安全
第一で

雇用調整助成
金　緊急時に備
えてこそ

家賃支援策　具
体化と実行を早急
に

コロナ治療薬
アビガンも月内
承認図れ

米国の雇用危
機を止める万全
の対策を

新型コロナの治
療薬　適切な使
用で命守りたい

欧米の制限緩
和　感染「第２
波」をどう抑える
か

日ロ電話会談
領土解決へ交
渉着実に

９月入学案　「特
効薬」にはなら
ない

関電の経営　「外
の目」は十分か

プロ野球の模索
停滞打破へ開
幕を目指せ

防衛装備品　輸
出拡大へ販路
開拓を着実に

道の休業支援
追加策を検討す
べきだ

地上イージス
導入の是非から
見直せ

自粛解除基準
出口への道示す
大切さ

コロナ感染源
中国は調査団
受け入れよ

融システム　安
定維持して企業
を支えよ

コロナと選挙
低投票率回避
の努力を

コロナ患者攻撃
寛容さを忘れな
いで

2020/5/7

対コロナ　「戦争」
の例えは適切か

新型コロナ対策
女性首脳の発
信力に学べ

コロナ対策と自
治体　国の遅れ
カバーしている

公益通報者保
護　不正の発見
と是正につなげ
よ

コロナと就活
「氷河期」回避
に全力を

プーチン２０年
権力の私物化い
つまで

介護事業所の
休業　運営と感
染防止に支援を

長期化する休校
学びの機会確
保が急務だ

原油市場混乱
追加減産で価格
の安定図れ

イスラエル連立
中東和平崩壊
の危機だ

緊急事態延長
長丁場想定し戦
略描け

みどりの日　身
近な自然に親し
みたい

こどもの日　将
来の夢を語り合
う時間に

「緊急事態」延
長　解除に前の
めり危うい

こどもの日に　う
ちでできる１２のこ
と

「緊急事態」延
長　解除に向け
全力を挙げよ

緊急事態延長
医療態勢整え長
期化に備えよ

コロナと保育
家庭の支援きめ
細かく

１０万円給付　「世
帯ごと」が映す矛
盾

地域を支える地
銀再編が要る

自宅で文化体験
未知の分野と接
する機会に

地方分権２０年
改革の歩みが
遅すぎる

コロナと介護　ケ
ア継続へ支援強
化を

感染抑止と経済
の両立へ出口
戦略を示せ

ＮＰＴ会議延期
核軍縮の機運を
どう高めるか

コロナと介護
サービス守る対
策急務

2020/5/3
ロナ下の安倍政
権　憲法に従い国
民守る覚悟を

憲法施行７３年
緊急事態条項
が必要だ　危機
を克服できる基
本法持て

民主主義の理
念や基盤を守り
たい

新型コロナと憲
法　民主主義を
深化させよう

非常時対応の
論議を深めよう

きょう憲法記念
日　危機に乗じ
た改定は論外

憲法記念日／
危機だからこそ
生きる理念

コロナ改憲論の
不見識　憲法記
念日に考える

憲法とコロナ禍
克服へ今こそ理
念生かせ

阪神支局襲撃
集えぬ春　それで
も語る

民間支援の輪を
広げたい

９月入学の検討
広範な影響考え
慎重に

コロナ対策　防災
の知恵を生かそう

緊急事態に関す
る改憲論議は具
体的に

検察官定年延
長　審議は論外
即刻撤回を

コロナ便乗詐欺
連携深めて被害
を防げ

補正予算成立
不安解消へさら
に支援を

今こそ開かれた
貿易を保て

補正予算が成
立　生活・医療
の追加策急務

補正予算成立
政策総動員し家
計と企業守れ

コロナ補正予算
不十分なのは明
らかだ

緊急事態延長へ
乗り切る支援が必
要だ

９月入学　「コロ
ナ紛れ」には反
対だ

感染収束へや
むを得ぬ緊急事
態の延長

天皇陛下即位１
年　国民と歩む
姿勢追い求め

天皇即位１年
試練の新時代
に着実な歩み

天皇即位１年
安定継承棚上
げできぬ

技能実習生　応
急措置後を見す
えよ

コロナとパリ協
定　自前のエネ
ルギー確保を

追加の資金支
援もスピード感
を持って

コロナ不安　心
の相談幅広く汲
み取りたい

コロナと農業
輸入頼み脱却
が必要だ

巨大津波推計
３・１１の教訓忘れ
ずに

巣ごもりの日々
活字を親しい友
にしよう

米国は経済を全
力で支えよ

南シナ海の緊張
中国は感染症
危機に乗じるな

辺野古設計変
更　不要不急の
申請　今なぜ

「学び」を守る　柔
軟な発想で方策
探れ

昭和の日　先輩
も懸命に戦い抜
いた

「9月入学」は幅
広い国民的な議
論で

学生の生活困
窮　公的支援の
拡充が急務だ

改正民法施行
適切な運用で消
費者保護図れ

補正予算案審
議　国民の声届
いているか

経済危機対応
長期化への目配
りを

悪化する企業経
営　コロナ失業
を全力で防げ

雇用のルール
軽視は許されぬ

「ステイホーム」
週間　大切な人
守る行動を皆で

大型連休　密集
避ける過ごし方
の工夫を

コロナとＧＷ　感
染増抑え込む期
間に

文化を支える　心
の栄養絶やさぬ
ため

公選法違反事
件　河井夫妻は
議員の辞職を

コロナ禍と選挙
論戦活発化の
工夫さらに

衆院補欠選挙
感染抑止し投票
の環境整えよ

日銀の追加緩
和　資金繰り支
援を万全に

コロナと選挙　有
権者との関係大
切に

日銀の追加緩
和　長期戦へ資
金支援万全に

国債購入の上
限撤廃　歯止め
なき政策の危う
さ

企業向け融資
銀行は中小・零
細支援に動け

コロナ便乗犯罪
不安な心理が狙
われる

コロナと困窮　安
全網を張り直すと
き

辺野古の設計
変更　工事の停
止はあり得ない

日銀はコロナ危
機対応に万全を
尽くせ

北海道・東北沖
の地震　恐れす
ぎず危機に備え
を

食料輸出規制
安定供給へ国
際協調強めよ

テレワーク　負
担増避ける配慮
必要

最年少女性市長
「多様性」へ徳島
の挑戦

食品ロス基本方
針　買いだめの
無駄を戒めよ

イスラエルが負
う和平の責任

強制不妊救済
法１年　認定広
げる努力をさら
に

コロナ雇用対策
使い勝手をさら
に改善したい

外出自粛と虐待
家庭内の緊張
見逃すな

南シナ海に行政
区　中国の火事
場泥棒許すな

不安につけ込む
犯罪を許すな

視覚障害者の
支援　官民で知
恵を出し合おう

辺野古設計変
更　普天間返還
へ着実な工事を

国会とコロナ
行政監視の使
命不変だ

外出自粛とＤＶ
相談と避難先を
拡充せよ

巨大ITはコロナ
対策で信頼の再
構築を

コロナ軽症者へ
の対応　宿泊療
養先の確保万
全に

子供の自宅学
習　支える手立
てを尽くしたい

福島汚染水　拙
速な議論は戒め
たい

香港の自由　災
禍を抑圧に使うな

緊急宣言「２週
間」　できること
はもっとある

食料の安定供
給に万全を期せ

福知山線事故
から１５年　安全
の追求は終わら
ない

強権統治の加
速　「感染症」で
正当化はできぬ

道内コロナ拡大
第２波抑え込み
全力で

慰霊式も中止
大事故を風化さ
せるな

休業手当　広く行
き渡る工夫を

自宅待機で死亡
政府主導でホテ
ル活用を

信頼保つには株
主総会の延期も
選択肢だ

コロナ禍の中小
企業　日本の強
み守る手立てを

外国人労働者
しわ寄せ許さず
支援の手を

歴史的な原油安
さらなる減産へ
協調を

種苗法改正　農
業崩壊にならな
いか

怠れない構築急げ

2020/5/2
検察庁法改正案
これこそが「不要

不急」だ

無極の時代を生
きる　コロナ禍に

考える

コロナ禍とＤＶ、虐
待／ステイホーム

の弊害に目を

緊急事態延長へ
感染抑止の努力

を続けたい

コロナ後の世界
国際協調こそ乗り

切る道

「緊急事態」延長
へ　出口戦略を明
確に示せ　特措法
の改正をためらう

な

相次ぐ祭り中止
「伝統」を語り合う

機会に

2020/5/8

2020/5/9

2020/5/10
金融とIT　革新阻
む銀行の旧態依

然

「中国模式」の危
うさ　週のはじめ

に考える

コロナ禍と困窮学
生／本格的な救
済策の検討急げ

北朝鮮情勢　監
視と圧力の継続

が必要だ

科学的な根拠に
基づく政策決定を

コロナ治療薬　前
のめり排して着実

に

コロナ便乗犯罪
市民も注意し弱者

を守れ

宮城の学校再開
／早める手立て
はあるはずだ

緊急事態延長
納得できる「出

口」を示せ

コロナ休業要請解
除／緩みを警戒
国は戦略描け

コロナと格差社会
等しく命守る共感

の力を

多様な働き手に
持続的な安全網

を

2020/5/4

2020/5/5

2020/5/6
中小企業支援

緊急事態で力尽
きる前に

緊急事態宣言を
延長　命守る支援

を、さらに

コロナ差別／負の
連鎖断ち感謝や

支援を

こどもの日　「学
ぶ権利」を守るた

めに

こどもの日に考え
る　「やさしさ」が

育てる未来

こどもの日／コロ
ナ禍から心と体を

守れ

緊急事態宣言の
延長　長期化に向

き合う支援を

デジタル活用の遅
れ挽回の好機に

中国とコロナ　危
機便乗の行動を

控えよ

自由と権利守るた
めに　憲法を考え

る

新過疎法／過密
リスクの解消を視

野に

コロナと資本主義
配分のゆがみ正

す機会に

日本を担う君へ
力を合わせ打ち
勝とう　今の我慢
が未来をつくる

2020/4/25

2020/4/26

2020/4/27

2020/4/28

2020/4/29

2020/4/30

2020/5/1

公式確認64年
水俣病は終わっ

ていない

広がる在宅勤務
定着に向け課題

の解消を

コロナ禍に考える
波は一度でない

のかも

子どもの学習支
援／官民が力合
わせ知恵絞る時

外出自粛とDV
被害の潜在化を

見逃すな

週のはじめに考え
る　寂しさを貯め

ておく

科学技術基本計
画／地域課題の
解決に生かそう

補正予算審議
暮らし守る理念を

示せ

「辺野古」訴訟
国の「強権」を裁

いてこそ

特殊詐欺への警
戒／企てを想定し

て自らを守れ

本能に支配されな
いで　コロナ禍に

考える

児童の交通事故
防止／安全教育
は身近な家庭か

ら

感染症と人類　世
界の英知結集す

る時だ

介護保険20年
抜本改革の議論

始めよう

温暖化も非常事
態だ　コロナ禍に

考える

コロナ禍と選挙／
投開票を一工夫し

てみては

私権制限はどこま
で許されるのか

コロナ補正予算
「命と暮らし」守る

議論を

ガラパゴス化の岐
路か　コロナ禍に

考える

大型連休の外出
自粛／地方はもう
一段の努力必要

「複合災害」に備
える　コロナ禍に

考える

高校総体中止／
生徒が前を向け

る支援を

休み



一律１０万円　何
のための給付な
のか

新型コロナ詐欺
卑劣な犯行に注
意喚起を

DVや児童虐待
の被害を防げ

コロナと個人
データ　活用目
的と範囲を明確
に

コロナ過剰反応
偏見は社会不
安しか生まない

鈴木知事１年
高評価に見合う
政策を

スーパー入店
消費者も利用に
節度を

コロナ療養者　状
態の丁寧な把握
を

原油相場の暴
落　強力な協調
減産打ち出せ

原油市場発の
経済混乱の波
及に目配りを

疲弊する医療従
事者　献身に応
えるサポートを

住民への支援
自治体職員の
底力が問われる

中国とコロナ
危機に乗じた強
権懸念

検察と政治　独
立性を担保せね
ば

コロナと自治体
最前線の責任は
大きい

新型コロナ詐欺
卑劣な犯行に注
意喚起を

大型連休も自粛
を続け感染の拡
大防げ

コロナと食料供
給　危機回避へ
警戒強めよう

オンライン診療
上手に活用して
感染避けよう

太平洋岸の津
波　切迫度高く
対策が急務

香港民主派逮
捕　コロナ禍隠
れみのか

辺野古問題　県
民不在　極まる暴
挙

原油相場の暴
落　強力な協調
減産打ち出せ

移民の排除は
米国を弱める

緊急事態宣言
下の外出　他者
への配慮欠か
せない

コロナ過剰反応
偏見は社会不
安しか生まない

決算発表の遅
れ　コロナ影響
極力小さく

原油価マイナス
生活への還元を
全力で

「家にいて」　ＤＶ
虐待防ぐ手立ても

金正恩氏の重
体説　半島情勢
の激変に備えよ

問題多い年金
法案の拙速審
議は許されぬ

外出自粛とＤＶ・
虐待　高まるリ
スク見逃さずに

１０万円給付
早く届ける努力
と工夫重ねよ

韓国与党が圧
勝　対日関係改
善の契機に

コロナと避難所
雑魚寝の解消、
今こそ

原油価格急落
市場の安定が最
優先だ

五輪強化の中
断　選手は自制
の模範を示せ

富士山噴火に
首都の備えを

辺野古の設計
変更申請　無理
な計画をなぜ進
める

ＰＣＲ検査　病院
に負担かけず拡
充を図れ

道の休業要請
迅速に支援する
態勢を

辺野古設計変
更　「不要不急」
の極みだ

コロナと情報　利
用の功罪を見極
めて

香港の民主派
摘発　中国はコ
ロナに乗じるな

NPT堅持へ仕切
り直しだ

河井陣営の選
挙違反　夫妻は
自ら辞職の判断
を

感染症と自治体
地域の実情踏ま
え責任果たせ

一律１０万円給
付　スピード感
が不可欠だ

コロナ解雇　働く
人を軽視してい
る

検察庁法改正
政権の思惑を許
すな

家族総出の買
い物　生活拠点
守る節度持とう

命と暮らしを守
る人々を支えよ
う

ＰＣＲ検査の拡
充　必要な人に
迅速な診断を

医療物資の不
足　政府は危機
感持ち解消急げ

ＪＲの経営　気
がかりな再建の
行方

現金１０万円
確実な給付への
工夫を

在沖米軍基地
環境汚染、徹底
調査を

オンライン診療
積極利用で院内
感染防げ

弱者への迅速で
手厚い支援を今
度こそ

コロナと国連の
役割　途上国の
支援に指導力を

コロナとＤＶ　被
害把握する体制
を強化せよ

米国とＷＨＯ
資金拠出停止
は暴挙だ

封鎖解除の武
漢　再拡大を招
かぬために

院内感染対策
情報共有して再
発防げ

高温ガス炉合格
中国に先手を取
られるな

コロナでも選挙
を続けるには

政府の休業支
援　事業者の悲
鳴聞こえぬか

感染症と選挙
安心して投票で
きる工夫を

札証７０年　企
業育成の役割
大きい

コロナ治療薬
慎重に、しかし
着実に

東アジアでの協
力　日本は危機
克服の先頭に

コロナ危機に欧
州の結束が試さ
れている

高松塚壁画の
修理完了　文化
財保存へ課題
は残る

危機下の指導
者　コロナ対応
で何を語るべき
か

苦境の航空業
界　路線維持へ
支援不可欠

文化行事の中
止　離職者生ま
ぬ支援必要だ

家計悪化による
退学を防げ

テレワークの活
用　環境整備は
企業の責務だ

途上国支援　協
調して感染の拡
大を防げ

コロナ禍と災害
避難者の健康
に配慮を

世界経済の危
機に政策を総動
員せよ

韓国与党の圧
勝　強い政権基
盤を前向きに

韓国与党圧勝
コロナ危機を追
い風に変えた

コロナ「第２波」
試練乗り越える
行動を

全国民に１０万
円　スピード不
足甚だしい

WHOの機能を
低下させるな

コロナ危機の医
療態勢　人と物
資の手当て全力
で

揺らぐ世界経済
感染抑止し不況
克服を目指せ

経産省虚偽文
書　政権の隠蔽
体質改めよ

韓国与党圧勝
今こそ日韓協力
の時だ

コロナと米中　覇
権争いの時では
ない

韓国総選挙　対
日硬化に警戒
が必要だ

内外の空前の
需要減に苦しむ
中国経済

「１人１０万円」
支給へ　迷走の
末の遅すぎた決
断

全国に緊急事
態　命守る自覚
を高めたい

世界経済危機
国際協調が不可
欠だ

１０万円給付
不安解消へ遅
滞許されぬ

選挙を日韓関係
改善の好機に

全国に緊急事
態宣言　首相は
協力を得る説明
を

道内コロナ対策
強い行動規制
は慎重に

災害予測図　改
善重ね活用広げ
よ

米国の拠出金
停止　ＷＨＯ改
革を強く求める

地方への感染
拡大を防ごう

米のＷＨＯ拠出
金停止　「自分
第一」では収束
せぬ

コロナ便乗犯罪
不安を突く悪意
に注意したい

界経済の悪化
結束して大恐慌
回避を

ＷＨＯと米国
拠出停止は行き
過ぎだ

芸術祭の中止　う
やむやは許され
ない

大恐慌以来の
打撃　大胆な追
加策ためらうな

ドタバタ劇を演じ
ている場合では
ない

「大恐慌以来」
の予測　安全網
の充実が最優
先だ

医療提供体制
崩壊阻止へ最
優先で取り組め

コロナ検査態勢
拡充に手を尽く
したい

農業基本計画
「足腰」鍛える政
策を

熊本地震４年　住
宅政策は「複線」
で

テレワーク拡大
社会的な責任と
自覚せよ

家計と企業を
もっと早く救えな
いのか

コロナと地域金
融機関　存在意
義が問われてい
る

原油減産合意
価格の安定へ
協調を続けよ

コロナ院内感染
防止策を徹底す
べきだ

富士山噴火　リ
スクの地道な解
決を

首相の発信　国
民に届いているか

コロナ退院者
復帰が「回復の
力」になる

抗体検査で流行
状況の把握を

緊急事態宣言１
週間　命救う「８
割減」には遠い

緊急事態１週間
感染機会減らす
一層の努力を

途上国感染拡
大　国際的な支
援欠かせぬ

衆院補選告示
コロナ対策こそ
争点に

 原発事故処理
見逃せぬ不透明
な流用

デジタル活用で
コロナ危機の克
服を

コロナと情報発
信　政治責任果
たしていない

コロナと大学
遠隔授業を有効
に活用したい

緊急共同宣言
道民生活支える
対策を

原油減産合意
自国第一主義
は捨てよ

コロナ検査態勢
ボトルネックの解
消を

治療薬開発は
安全で迅速に

強まる雇用不安
人材を守る施策
が必要だ

熊本地震４年
被災者の見守り
継続が必要だ

札幌圏の再休
校　長期化支え
る体制早く

コロナ疎開　動
かぬ勇気が人を
守る

2020/4/13

大林宣彦監督
逝く　映像に託
した反戦の思い

航空会社の支
援　世界つなぐ
インフラ守りたい

自動車減産　地
域への影響最
小限に

休校中のネット
活用　まずでき
ることを早急に

米大統領選　感
染拡大で争点が
明確化した

イベントの自粛
必要なのは経済
支援だ

都の休業要請
混乱を教訓に連
携密に

ＷＨＯテドロス氏
事務局長の任
に堪えない

実情をゆがめず
伝える企業決算
の開示を

緊急時の邦人
支援　孤立させ
ぬ対応が急務だ

日米安保協力
感染の危機下で
も抑止力保て

コロナ休業要請
国の対応はちぐ
はぐだ

米中とコロナ
国際支援の先
頭に立て

基地縮小提言
「沖縄発」受け止
めよう

都の休業要請
国と地方は足並
み揃えよ

温暖化ガス削減
を行動で示せ

学童と保育の縮
小　もっと不安
に向き合いたい

都の休業要請
国と連携しつつ
対策を進めよ

「同一賃金」始
動　実効性ある
待遇改善を

休業要請　公平
な補償で店を守
れ

武漢封鎖解除
教訓を共有するた
めに

武漢の封鎖解
除　「再拡大」へ
の警戒怠るな

気を抜けぬ中国
コロナ対策

バイデン氏指名
確実に　米民主
党は結束できる
か

武漢の遮断解
除　都市封鎖の
教訓が残された

コロナと福祉
集団感染対策
の徹底を

米大統領選　民
主党の底力が
見たい

米大統領選　危
機が問う大国の
責任

生活必需品　安
定供給で外出自
粛促せ

休業の要請に
待ったかけた国
は猛省を

休業要請の混
乱　政府の危機
感が足りない

テレワーク　上
手に活用し密集
を避けよう

米民主候補確
定　本選へ党内
融和が鍵だ

愛知緊急事態
へ　一層強い危
機感共有を

緊急経済対策
不安解消にはほ
ど遠い

テレワークに背
を向けるな

経産省の虚偽
文書　まるで反
省の色が見えぬ

道のコロナ対応
かけ声よりも具
体策を

検察官勤務延
長　政治介入を
招く案だ

福島の処理水
地元との対話を尽
くせ

オンライン診療
で感染爆発への
備え急げ

武漢の封鎖解
除　経験伝える
責任の自覚を

緊急経済対策
不安解消には
不十分だ

現金給付３０万
円　仕組みの変
更を求める

緊急経済対策
国難克服へもっ
と速度を　生活
困窮者の支援を
徹底せよ

感染症との戦い
医療従事者に
感謝したい　支
える努力を各自
で考えよう

新型コロナと芸
術文化／存続
へ手厚い支援
が必要だ

コロナと差別　社
会の荒廃を防ぐた

め

一律10万円給付
「政府の迷走」は

目に余る

医療崩壊の阻止
／人材確保と後
方支援を柱に

全国に緊急宣言
感染拡大の移動
抑え込め　検査と
待機の態勢を整

えよ

対コロナ　政権の
転換　いのち最優
先　たが締め直せ

迫る医療崩壊　九
州でも体制の再

構築を

命守る対策を広く
速く　全国に緊急

事態宣言

女川原発アン
ケート／不安解消
へ議論が足りない

緊急事態全国へ
感染の波及を食

い止めたい

世界経済危機
迅速かつ十分な

支援策を

東北三大祭り中
止／雌伏の時を

経て来年こそ

熊本地震4年　復
興と伝承へ課題

整理を

学校の休校長期
化／学力低下招
かぬ対策検討を

休業要請と補償
国は地方の要望

に応えよ

米のＷＨＯ拠出金
停止／今は争っ

ている時ではない

2020/4/23

休業要請と支援
政府の危機感が

足りない

コロナ禍と憲法改
正／不急の事案
より危機対応を

WHOと米中　「責
任転嫁」の時では

ない

米大統領選／世
界のリスクへの対

処示せ

試練の「戦利品」
を未来へ　週のは

じめに考える

2020/4/20

2020/4/21

2020/4/22

政府の経済対策
必要な支援を早く

確実に

自殺の予防対策
／生活苦への一

手を早急に

緊急経済対策
早く確実に支援は

届くのか

自然災害と感染
症／避難所の抜

本的見直しを

休み

ＰＣＲ検査　全力
で強化し感染を防
げ　不十分な態勢
に猛省が必要だ

2020/4/14

2020/4/15

2020/4/16

2020/4/17

2020/4/18

2020/4/19
九州にも緊急事
態　地域の暮らし

守る対策を

2020/4/10

2020/4/11

2020/4/12
コロナと公文書

後世の検証へ記
録に残せ

コロナ禍と民主主
義　週のはじめに

考える

台風１９号から半
年／情報を行動

につなげよう

休業への支援
国の役割が問わ

れる

長期休校の春
学びも健康も支援

したい

2020/4/9

河井夫妻／釈明
できないのなら辞

職を

福岡県で宿泊税
導入には時期が

悪過ぎる

2020/4/24
緊急事態2週間
大型連休自宅で

過ごそう

聖火一般公開中
止／復興五輪改
めて問う１年に

コロナ雇用危機
「非正規」の暮らし

を守れ

日本・千島海溝地
震／情報は共有
し備えるべきだ

若者の自殺増加
「SOS」見逃さぬ

社会を

迷走の補正予算
案／ロスを取り戻

し救済を急げ



ASEANは危機
に結束を
危機克服へ産
業界の知恵と協
力が必要だ

緊急事態宣言
克服へ政治の責
任示せ

ＡＢＣ予想　最初
の一歩に挑戦し
よう

家計と企業の支
援策を滞りなく
迅速に

決算と株主総会
実情踏まえ柔軟
に対応せよ

農業基本計画
「二兎」追う余裕
あるか

河井陣営の疑
惑　国会で説明
責任果たせ

ＮＰＴ５０年　核軍
縮の立て直しを

外出の自粛　ス
ターの発信に期
待する

緩やかな制限で
収束させたい

施設・自宅療養
患者の不安軽
減する対策を

緊急事態宣言
へ　終息へ政府
の責任重い

緊急事態宣言
へ　必要性を丁
寧に語れ

コロナと災害　梅
雨前に今から準
備を

高松塚壁画復
活　古代への情
熱を伝えよう

国を挙げて危機
に立ち向かうと
きだ

温室ガスの削減
目標　政府の及
び腰が目に余る

発送電分離　利
用者に恩恵を届
けられるか

地方創生第２期
政策継続で展望
開けぬ

ロシアの改憲
社会の歩みが
停滞する

温室ガス削減　危
機回避へ目標上
げよ

富士山噴火想
定　首都機能分
散が不可欠だ

原油市場安定
へ歩み寄り急げ

「森友」の再調
査拒否　コロナ
は言い訳になら
ぬ

文化行事の自
粛　活動の灯絶
やさぬよう支援
を

コロナ禍の日ロ
首脳間の協議
欠かせぬ

コロナ雇用危機
官民一体で働く
場守れ

滋賀再審無罪
刑事司法は検
証徹底せよ

「いま」映す障害
者殺傷事件

香川県のゲーム
条例　付き合い
方考える機会に

介護保険２０年
制度の維持へ
不断の見直しを

コロナ禍のＥＵ
危機便乗の強
権阻止を

新型コロナと台
湾　信頼に足る
隣人と協力を

介護保険制度
の抜本改革から
逃げるな

富士山噴火の
被害想定　首都
機能の重大リス
クだ

自衛隊の活動
検疫や輸送支
援の態勢整えよ

道内学校再開
へ　警戒も備え
も緩みなく

滋賀再審無罪
司法の改革につ
なげよ

発送電分離　安
定供給の役割
忘れるな

米政界は対立を
棚上げしコロナ
禍に臨め

失語症への支
援　社会復帰の
施策が足りぬ

高松塚壁画修
復　教訓を文化
財保護に生か
せ

コロナ医療態勢
混乱防ぐ万全の
備えを

マスク２枚　不
安の解消には
程遠い

コロナ医療体制
人・物の確保を早
急に

現金給付３０万
円　迅速な実施
で苦境打開を

農業の基盤を立
て直そう

ケア施設のコロ
ナ対策　集団感
染を生まぬ努力
を

緊急事態宣言
「都市封鎖」との
誤解をとけ

発送電分離　中
立性高い運用
が必要

米軍基地の感
染　地位協定の
矛盾を露呈

経産虚偽文書
「森友」の教訓
忘れたか

休校の継続　警
戒緩めず学びに
知恵を

雇用不安を抑え
るため多面的に
手を打て

発送電分離ス
タート　消費者
本位にはまだ遠
い

休校の継続　子
供の不安最小
限に抑えたい

ロナと情報　不
安に寄り添う発
信を

医療の現場　安
全守る手だて尽
くせ

休校の継続　学
ぶ権利、守る知恵
を

医療崩壊の危
機　感染症指定
病院を潰すな

エンタメを壊さな
い対策を

新型コロナの院
内感染　情報共
有して封じ込め
を

専門家会議見
解　都市部の医
療体制守る対策
を

介護保険２０年
大胆な賃上げが
急務だ

コロナと休校
学びの保障に腰
据えて

性犯罪と処罰　許
さぬ仕組みを社会
で

ウイルスと北朝
鮮　軍事挑発し
ている場合か

景況感大幅マイ
ナス　対策が追
い付いていない

地方議員の確
保　地域事情踏
まえ手立て講じ
よ

日銀短観悪化
政策駆使し雇用
維持を

発送電分離　電
力改革はまだ途
上だ

感染症と経済　前
例なき事態に備え
を

東京五輪　総力
挙げ来夏へ再
始動を

大都市圏の休
校措置　長期化
見据えた対応策
を

日銀３月短観
さらなる悪化に
備えた対策を

ＭＭＪ集乳停止
流通改革の再
点検必要

国会とコロナ
行政監視怠るこ
となく

五輪日程決定
「完全な形」に縛
られず

離れても信頼高
める働き方に

滋賀患者死亡で
再審無罪　自白
依存の脱却が
必要だ

五輪日程決定
開幕までの時間
を生かしたい

五輪日程決定
まず感染終息に
全力を

北の飛翔体発
射　感染防止に
こそ全力を

関電の新体制
経営刷新、果たせ
るか

素早い支援策を
要する国内景気
の悪化

新型コロナの医
療体制　感染爆
発に備えた整備
を

再審無罪　冤罪
生んだ警察の
「証拠隠し」

普天間問題提
言　従来計画転
換する機に

再審無罪判決
刑事司法を改革
せよ

辺野古問題　無
理に無理を重ね
る愚

トヨタＮＴＴ提携
世界標準の確
立を目指せ

危機の時代に
立つ若い人々へ

コロナで大型経
済対策　迅速な
生活支援が優
先だ

外国籍の子供
就学支援の態
勢整備を急げ

中学の教科書
深い学び保障で
きるか

中国とコロナ
自画自賛が過ぎ
ないか

緊急経済対策
長期戦に安心の
備えを

志村さん死去
感染の恐ろしさ
再確認を

延期された五輪
を成功に導くた
めには

東京五輪来年
「７・２３」に　１年
かけ課題に手当
てを

封鎖広がる世界
「自国第一」では
打ち勝てぬ

北朝鮮ミサイル
挑発は孤立深
めるだけ

現金給付　全世
帯を対象に素早
く

改革の成果導く
発送電分離に

新しい中学校教
科書　現場で十
分活用できるか

中学校教科書
深い学びにつな
がる活用を

有珠山噴火２０
年　犠牲者ゼロ
の教訓糧に

重篤コロナ患者
を着実に救う医
療態勢を

コロナとグロー
バル化　「鎖国」
は長く続けられ
ぬ

介護の感染予
防　衛生管理を
徹底し高齢者守
れ

ロシア憲法改正
領土解決の責
任免れぬ

ウイルス禍とＥＵ
結束して危機乗
り越えよ

国際機関の「中
国化」に注意を

日本で５Ｇス
タート　社会に
役立つサービス
を

辺野古移設問
題　国と県は対
立回避を模索せ
よ

道議会新庁舎
自ら禁煙を決す
べきだ

緊急経済対策
大胆な現金給付
が必要だ

「同一労働・賃
金」機に透明な
賃金制度に

コロナ拡大と途
上国　まん延さ
せぬ協力一段と

新型コロナ　医
療崩壊を招かぬ
対策急げ

Ｇ２０コロナ会議
共通の脅威　結
束対応を

「森友」再調査
政府の信任にか
かわる

世界不況とＧ２０
前例なき行動で
結束示せ

5G時代の通信
キャリアの役割
は何か

コロナでＧ２０首
脳会議　危機克
服へ米中は協
調を

当初予算成立
危機対策の財
政出動を迅速に

北海道新幹線
存在価値低下
が心配だ

高松塚壁画　教
訓忘れず宝を未
来へ

五輪延期とＪＯＣ
受け身のままで
いいのか

受動喫煙防止を
徹底しよう

新年度予算が
成立　疑惑解明
忘れてはならぬ

新型コロナ　中
国の対応は模
範にはならぬ

後半国会　首相
は論戦を避ける
な

感染者急増　医
療崩壊を防ぐため
に

朝乃山が新大
関　横綱へ駆け
上がる気概を

家計と企業を支
える経済対策を
早急に

政府が景気「回
復」削除　コロナ
が原因では済ま
ぬ

景気判断下げ
大胆な対策で雇
用を守りたい

政府の景気判
断　あまりに遅
い引き下げ

沖縄海兵隊分
散　理にかなっ
た提言だ

中学の教科書
消化不良避ける
工夫を

都の外出自粛
要請　強い危機
意識で対応せよ

開かれたトヨタ
への挑戦

東京「重大局
面」に　感染爆
発の阻止に全
力を

外出自粛要請
危機感持ち感染
抑止に協力を

首都「重大局
面」　冷静に危
機回避したい

コロナ対策本部
救える命を守る
ために

ＮＨＫ経営委　現
体制では原則守
れぬ

「首都封鎖」を防
ぐために行動を
見直そう

学校の再開指
針　安全の基準
示すべきだ

補助金一転交
付　文化庁は反
省と検証を

五輪１年延期　コ
ロナ収束が大前
提だ

羽田拡充は安
全との両立で

５Ｇサービス　エ
リア拡大が普及
の鍵

五輪延期と経済
影響精査し対応
迅速に

学校再開へ　学び
の確保を柔軟に

中学教科書検
定　偏向記述是
正が不十分だ

前例なき五輪延
期に知恵と力を
集めよ

政府の学校再
開指針　方針転
換も根拠が見え
ぬ

学校再開の指
針　気を緩めず
感染防止の徹
底を

東京五輪延期
選手への影響
最小限に

一斉休校　学童
保育拡充の契
機に

河井夫妻　議員
の職を辞すべきだ

医療態勢　「爆
発」への受け皿
整えよ

世界に通用する
情報銀行を

同 労働・賃金
スタート　実効
性確保は企業
の責任

企業の資金繰り
官民で万全の支
援策を講じよ

道のコロナ予算
金額も内容も不
十分だ

トヨタとＮＴＴ　未
来の街の日本
連合

2020/3/29

2020/4/2

2020/4/3

2020/4/4

2020/4/5
感染症と世界　危
機の克服に力の

結集を

「私の代表」がい
る議会　週のはじ

めに考える

コロナ感染状況３
区分／機動的な
対策の指標に

新型コロナ　途上
国へも目配りを

景況感大幅悪化
事業と生活の土

台を守れ

受動喫煙防止／
社会全体で前進

させる時だ

福岡で感染急増
強い危機感共有

する時だ

緊急経済対策／
弱い立場の人に

厚く迅速に

性犯罪の要件
被害者の視点で

見直しを

同一労働同一賃
金／格差是正で
生産性を上げよ

2020/4/8

緊急事態　宣言
時の姿を説明せ
よ　デマに惑わず

冷静な行動を

関電問題報告書
原発動かす資格

はあるか

あおり運転／厳罰
化を根絶につなげ

たい

SNS被害最多　対
策尽くして子ども

守れ

あっても、なくても
原発銀座の５０年

森友文書改ざん
／真実解明へ再
調査が必要だ

大震災と子ども
心の傷癒やす支

援を息長く

介護保険２０年
支え手拡大の議
論始めよ　サー
ビスの再構築が
急務だ

2020/3/30

2020/3/31

2020/4/1
後半国会　疑惑
解明に背を向け

るな

元看護助手に無
罪／再審のルー
ル整備が必要だ

2020/3/25

2020/3/26

2020/3/27

2020/3/28

森友学園問題　な
ぜ再調査をしない

のか

千葉・小４虐待死
判決／教訓くみ取
り対策の徹底を

東京五輪延期
日本は成功に
責任を負う　ま
ず感染の収束に
力を尽くせ

2020/4/6

2020/4/7

五輪1年延期　感
染を抑え込み準

備急げ

東京五輪１年延
期／難題を着実
に乗り越えたい

五輪１年延期　開
催実現へ手立て

を尽くそう

東京五輪１年延
期　乗り越えるべ

き課題多い

緊急経済対策
景気刺激より救

済優先で

潮が引いた時にこ
そ　週のはじめに

考える

コロナ不況深刻化
／需要を確実に
支える政策を

あいち芸術祭
「手打ち」で幕は

引けぬ

大分院内感染
地域の医療守る

手だてを

危機にある国会
の統制　安保法

施行４年

貞山堀の機能強
化／舟運の復活
へ行政は尽力を

東京の外出自粛
九州でも警戒を緩

めるな

コロナショック／
危機回避へ国際

協調が必要

診療報酬改定
医師の働き方も

改めねば

スポーツと多様な
性／当事者の存
在前提に対応を

大切な命守るた
めに　緊急事態宣

言

１０８兆円の経済
対策／実効性あ
る手だてを迅速に

緊急事態と経済
対策　生活危機に

応えていない

首相が緊急事態
宣言　危機乗り越
える重責自覚を

滋賀再審無罪
司法の病理直視

し改革を

緊急事態宣言／
冷静な行動と慎

重な運用を

緊急事態宣言発
令へ　医療崩壊を

全力で防ごう

緊急事態宣言
危機感持ち行動
変えよう　国民
の底力が問わ
れている

緊急事態宣言
地域医療を崩壊

させるな

緊急事態宣言発
令　民主主義守り

危機克服を

緊急事態宣言
感染抑止に協力

し医療守ろう



緊急経済対策
優先順位つけ効
果的に

学校の再開に
備えて感染対策
を尽くせ

黒川検事長の
定年延長　やは
り白紙撤回しか
ない

新型コロナ対応
ＥＵは存在価値
を示せるか

森友文書改ざん
解明責任は首
相にある

東京五輪延期
感染防止へや
むを得ぬ

五輪の延期　課
題示し透明な検
討を

コロナ阻止へ日
中韓協力を

ＩＯＣが五輪延期
検討　選手本位
で早期に結論を

五輪延期を検討
選手や観客の
安全を最優先に

ＮＨＫ経営委
放送法抵触の
疑い強い

森友文書改ざん
佐川氏の喚問
が必要だ

性的虐待の判
決　実情を踏ま
え常識示した

性犯罪の処罰
被害実態踏まえ
た法制に

ロシア憲法改正
プーチン「終身
支配」の布石だ

ＮＰＴ体制５０年
核軍縮、保有国
の責務だ

内定取り消し
拙速な経営判断
は慎め

ウイルスと宣伝
戦　中国は不毛
な詭弁やめよ

ペットの「多頭飼
育崩壊」　福祉
の視点から処方
箋を

高齢者の免許
技能検査を事故
防止に生かせ

香川ゲーム条例
依存防止の効
果に疑問

ゲーム１日６０
分　依存防止へ
なお議論を

道交法改正案
路上の安全守る
施行急げ

逆境に勝つベン
チャー育てよ

同性カップルの
権利　守るため
の仕組み作りを

成年後見制度
使い勝手良くし
て利用促進を

コロナ公文書
例外なく議事録
保存を

露大統領の任
期　「終身独裁
化」を危惧する

マスク不足でわ
かった公衆衛生
の大切さ

コロナで訪日客
激減　観光立国
戦略が試される

ミサイル防衛
多様な脅威に着
実に対処せよ

協同組合の連
携　地域の課題
解決に期待

内戦のリビア　各
国は軍事介入や
めよ

感染症対策本
部　警戒緩めず
に学校再開を

中小が生産性
高める機会に

野田虐待死で判
決　子どもを守
る連携強化を

サリン事件２５
年　最新技術を
活用しテロを防
げ

専門家会議見
解　心配な状況
続いている

欧州で感染拡大
ＥＵの真価が問
われる

新型コロナ対策
不安に応える発
信を

川内原発停止
理にかなった処
分なのか

新型コロナが問
う民主主義と国
際協調

コロナと財政出
動　国際協調で
効果的対策に

新型コロナ対策
警戒緩めず長
期戦に備えたい

シリア内戦　人
道危機回避が
先決だ

新型コロナ対策
地方の底力を信
じたい

森友問題　真実
知りたいに応えよ

虐待死の父に
判決　無念さ忘
れず悲劇なくせ

休校や自粛解
除に具体的な基
準を示せ

新型コロナの拡
大防止　瀬戸際
は今も続いてい
る

公文書管理　感
染抑止の過程を
歴史に残せ

「森友」遺族提
訴　改ざん再調
査すべきだ

森友文書で提訴
改ざんの闇に迫
らねば

震災の遺構　二つ
の思いの葛藤抱
え

経済対策　大胆
で効果的な手を
打て

「官優遇」批判
に耳を傾けよ

「森友」で遺族が
提訴　佐川氏は
真実を語る時だ

野田虐待死判
決　際立った悪
質性を重くみた

千葉虐待死判
決　再発防ぐ強
固な連携を

コロナ禍で苦境
先見えぬ中小の
不安

原発事故賠償
基準見直し東電
動かせ

春闘回答　賃上
げの必要性は
不変だ

新型コロナで金
融機能を止めぬ
ように

新型コロナと芸
術文化　灯を絶
やさない手立て
を

公示地価　新型
コロナの影響が
心配だ

「緊急事態」終
了　日常回復の
道筋明示を

新型コロナ検査
態勢拡充へ連
携急げ

感染症と世界
「鎖国」は解には
ならぬ

地下鉄サリン２
５年　脅威は過
去のものでない

原発テロ対策に
万全を期せ

テロ対策遅れ原
発停止　安全軽
視が招いた結果
だ

一斉休校　子供
の生活リズム保
つ工夫を

関電の報告書
利用者への背
信行為だ

自民運動方針
この期に及び改
憲とは

春闘回答　賃上
げの流れ絶やす
な

相模原殺傷に
死刑　「事件」は
終わっていない

地価の先行きを
注視したい

一斉休校の長
期化　再開への
目安を具体的に

Ｇ７首脳会議
感染拡大の阻
止へ指導力示
せ

休校の長期化
再開の見通しを
早期に

子どもたちへ
スズメと遊ぼう
春休み

関電の経営陣
統治の根幹が問
われる

感染拡大と五輪
完全な大会へ延
期準備を

株主総会にもっ
とネットを活用し
よう

Ｇ７首脳がコロ
ナ協議　個別対
策と協調の両立
を

関電外部調査
内向きの企業体
質を改めよ

Ｇ７コロナ会議
協調でしか克服
できぬ

市場の混乱　財
政出動へ国際
協調を

春闘回答　賃上
げの流れ絶やす
な

関電調査委報
告　組織として
一から出直せ

歯止めなき原油
の増産競争に
潜む危うさ

コロナで日米金
融緩和　市場の
不安は依然根
深い

相模原事件判
決　偏見に基づ
く凶行を指弾し
た

相模原死刑判
決　殺傷の背景
解明程遠い

植松被告に死
刑　「なぜ犯行」
今なお残る

感染症と経済　国
際協調が試される

日銀の金融政
策　協調強めて
危機に対処を

不正入試の被
害救済の一歩
に

相模原殺傷で死
刑判決　事件の
意味考え続けた
い

日米金融緩和
経済安定に粘り
強く取り組め

金融市場の動
揺　各国結束し
危機回避を

関電の金品受
領　原発の闇は
まだ深い

2020/3/16

緊急事態宣言
発出のタイミン
グ誤るな

春闘の低額回
答　新型コロナ
に便乗なのか

スポーツの開催
安心できる環境
整備を第一に

原発避難者訴
訟　国と東電、
十分な賠償を

桜の開花　五感
で季節を確かめ
よう

関電問題で最終
報告書　原発事
業者の資格を疑
う

公務員定年延
長　官民が歩調
を合わせて進め
よ

北海道経済　企
業支援は一刻を
争う

世界的感染拡大
で問われる政治
の指導力

介護現場の感
染防止を全力で

株式市場の混
乱　米国が不安
を広げている

国連の専門機
関　中国は権益
拡大の場とする
な

公務員定年延
長　検事長の問
題解決が先

選抜甲子園中
止　誇りを胸に
夏を目指せ

検察庁法改正
許されぬ無法の
上塗り

世界的感染拡
大で問われる政
治の指導力

新型コロナ　特
措法成立　「緊
急事態」にせぬ
努力を

改正特措法成
立　冷静に判断
し厳格な運用を

改正特措法成
立　「緊急事態」
懸念拭えぬ

特措法の改正
独断への懸念
は消えぬ

「パンデミック」
表明　冷静に長
期化への対応を

パンデミック　世
界が協調し感染
拡大抑止を

春闘集中回答
不安の解消に
賃上げを

父親は逆転有
罪　被害実態に
沿う判断だ

震災後の原発
政策　思考停止
から脱却したい

世界的大流行
新型肺炎は共
通の脅威

新型コロナ　暮
らし守る対策大
胆に

新型コロナ対策
くらしの不安に応
えよ

選抜甲子園中
止　自粛圧力の
拡大を危ぶむ

政府の震災復
興対応　９年を
検証し支援息長
く

違法サイト対策
適切な規制で出
版文化を守れ

センバツ中止
選手の健康考え
た判断

特措法改正　懸
念の解消なお遠
い

国際機関　中国
の専横にストッ
プを

新型コロナの追
加対策　弱い立
場により目配り
を

春闘賃上げ回
答　労使協力で
苦境乗り越えた
い

新型コロナ対策
経済支えるには
程遠い

３・１１から９年
危機に強い日本
をつくれ

新型コロナ対策
はわかりやすく
効果的に

新型コロナ対策
総合的な対処で
国民生活守れ

緊急対策第２弾
大胆政策で経済
悪化阻め

賃上げを再起動
するときだ

大震災９年　整
備された基盤を
生かしたい

消費者訴訟　この
一歩から着実に

大荒れの金融
市場　動揺阻止
へ首脳が結束を

急速な株安・円
高　不安鎮める
対策が急務だ

双葉町避難解
除　復興の足が
かりを築きたい

新型コロナ対応
検証に堪える記
録残せ

東京大空襲７５
年　追悼と備え
の心を新たに

新型コロナの政
府対応　首相は
科学的分析尊
重を

円高・株急落
経済悪化を最小
限にとどめよ

タイ野党解党　民
政移管はまやか
しだ

再生エネ見直し
国民負担の軽
減が必要だ

市場で高まる不
安の連鎖をくい
止めよ

双子・三つ子の
育児　乳幼児期
に手厚い支援を

楽天の送料無
料　「一律」の延
期は現実的判
断だ

高評価の道産
米　変化対応力
が問われる

新型コロナ対策
日中韓連携を強
化せよ

電事連の新会長
まずは信頼回復

に全力で

関電の金品受領
／最終報告で幕

引きではない

検事長定年延長
／自民は了承の

責任を果たせ

相模原事件判決
共生社会への決

意新たに

新型コロナ特措
法　「乱用」の歯
止めは厳格に

命の山を築いた
心　３・１１から９

年

東日本大震災９
年－岩手／乗り

越えたい資源巡る
対立

政府・日銀は大胆
な経済対策を示

せ

原発事故9年　課
題先送りは許され

ない

千年先の郷土を
守る　３・１１から９

年

東日本大震災９
年／復興はどこま

で進んだのか

「福島第１」事故
から９年　脱原発
で出直すしかない

東日本大震災か
ら９年　新しいつ
ながり育てよう

原発被災から９年
重い現実を見す

え一歩ずつ

地方の地価回復
先行きには警戒

が必要だ

伝えることが防災
だ　週のはじめに

考える

ギャンブル依存症
／対策に実効性

はあるのか

災害と住まい　危
ない土地には規

制を

検事長定年延長
支離滅裂の決定

を見直せ

引っ越しシーズン
／部屋探しに防

災の視点を

千葉虐待死判決
幼い命を守る教

訓は何か

新型コロナと経済
／中小・零細の窮

状を救おう

パンデミック　国
際協調で鎮静化
目指せ　ＷＨＯ
は対中配慮を猛
省せよ

2020/3/17

2020/3/18

2020/3/23

2020/3/24
東京五輪パラ　延
期なら速やかな

決断を

障害者のスポー
ツ／続けられる仕

組みづくりを

被告の逃走防止
人質司法にも目

を向けよ

雲井龍雄顕彰活
動／人物像解明

現代に生きる

東京五輪の延
期　ＩＯＣに早期
の決断求む　今
夏の大会実施
は不可能だ

2020/3/19

2020/3/20

2020/3/21

2020/3/22

東日本大震災９
年　災害法制の
早急な見直しを

休み

2020/3/9

2020/3/10

2020/3/11

2020/3/12

2020/3/13

2020/3/14

2020/3/15
水俣病高裁判決
司法救済の門を

閉ざすな

困難から得られる
もの　週のはじめ

に考える

宮城県美術館の
移転／結論急が
ず対話を続けよう

感染症と学校　安
全と日常　両立

探って

「パンデミック」表
明／世界が連

携、協調し対処を

コロナ不況　長期
戦にらんだ対策

必要

東日本大震災９
年／汚染水処理

パンデミック　検
査・治療の不安解

消を

事前復興／法的
位置付けと予算

措置を

市場安定へ国際
協調の立て直しを

地方路線バス　知
恵絞り「弱者の

福岡沖地震15年
先手の災害対策

を今こそ

「やまゆり園」判決
／多くの問いが
残ったままだ

誰もが被災者に
なる時代の教訓

に

東日本大震災９
年　復興へ支援
の手緩めずに

東日本大震災９
年／あの日を思
い出し備えよう

悲劇を乗り越える
には　３・１１から

９年

大震災から9年
避難所の感染対

策も重要

五輪延期しコロナ
対策に万全期せ

島の事故から９年
原発と決別し、新

たな道を



道交法の改正
高齢者への対策
さらに

年金制度改正
将来世代の信
頼保てるか

日韓は共に難
局を乗り切れ

少年法の適用
年齢　引き下げ
の意味が見えぬ

学校の防災　危
機に対応できる
態勢築け

楽天の携帯参
入　競争促進に
つながるか

米軍機事故続
発　地位協定改
定しかない

「３・１１」を前に
「必ず避難」を実
践しよう

ニッキュッパは
携帯市場を活性
化するか

楽天の携帯料
金プラン　利用
者本位に課題
が残る

高校生の就活
自ら進んで職業
を選びたい

著作権料の徴
収　文化振興へ
配慮が必要

北朝鮮の挑発
変わらぬ脅威を
警戒せよ

高額新薬の評
価は効果重視で

国際女性デーと
日本　「男性優
位」崩す仕組み
を

ウイルス検査
能力拡充で患者
増加に備えよ

新型コロナ拡大
経済安定へ協
調強化を

中韓入国制限
説明なき転換、ま
たも

市場の安定へ
各国は緊密に
連携せよ

習中国主席の
来日延期　感染
抑え込み環境整
備を

医学部不正入
試　得点操作を
違法と断じた判
決

習主席来日延
期　肺炎含め懸
案解決急げ

マスク転売禁止
「支え合い」肝に
銘じて

ＮＨＫ経営委　委
員長の資質を疑う

学童保育のサ
ポート万全に

ＮＨＫ番組への
批判　経営委員
長の資格あるか

秘書ら逮捕　河
井夫妻は説明
責任を果たせ

アフガン和平
米の都合優先し
た合意

ＣＯ２削減目標
引き上げは不可
避だ

米とアフガン　撤
退は、和平が前
提だ

米タリバン合意
テロの温床をつ
くるのか

新型コロナはオ
ンライン診療の
好機だ

米民主党の指
名争い　穏健派
の勢いは続くの
か

特措法改正へ
危機的感染へ
の備えを固めよ

特措法改正
「緊急事態」慎
重判断を

習氏の訪日延
期　焦らず信頼
関係醸成を

新型コロナ　経済
安定に万全を期
せ

習主席「国賓」
延期　対中政策
の抜本見直しを

肥大化懸念拭え
ぬNHK配信

新型コロナで特
措法　「緊急事
態」の要件明確
に

中韓入国制限
連携して冷静に
対応したい

芸能界と薬物
根絶につなげる
契機に

新型肺炎対策
雇用不安を広げ
ている

新型コロナ対策
説明尽くし慎重判
断を

米民主党候補
選　自国第一主
義の対抗軸を

習主席の国賓
来日延期で重要
な善後策

新型肺炎で米利
下げ　国際連携
が試される時だ

米民主候補争
い　左派と中道
の溝は埋まるの
か

新型肺炎の影
響　地域経済の
支援、的確に

原爆パネル展
政府の圧力は
許されぬ

原爆展と政府　後
援見送りを撤回せ
よ

党首会談と特措
法　「来週成立」
では遅すぎる

ウイルス検査に
よる混乱防げ

双葉町の避難
指示解除　生活
できる環境の整
備を

米緊急利下げ
危機回避へＧ７
は協調深めよ

米大統領選　自
国第一への対
抗軸を

買い占め問題
冷静で良心的な
消費を

新型肺炎対策　く
らしの支援を丁寧
に

河井氏秘書ら逮
捕　夫妻の政治
責任免れない

柔軟な政策で世
界経済の失速を
避けよ

新型肺炎で専門
家見解　若者も
拡散リスク知っ
て

文大統領演説
新型肺炎が促
す日韓の協力

専門家会議見
解　感染実態
もっと詳しく

河井氏秘書逮
捕　夫妻は事件
の真相語れ

秘書ら逮捕　首相
と党の責任は重
い

新型肺炎とマス
ク　製造と配分
の努力不足だ

ウェルチ革命が
遺したもの

河井夫妻の秘
書逮捕　議員本
人の責任は免
れぬ

トイレ紙品薄
潤沢な供給で不
安の解消急げ

河井氏秘書逮
捕　前法相らの
関与解明を

新型肺炎　特措
法の検討は慎
重に

新型肺炎対策
不安拭えぬ首相
の説明

華為の限定容
認　英国は同盟
を揺るがすな

成長を阻むマ
レーシアの政争

米・タリバンの和
平合意　アフガ
ン安定はなお遠
い

米タリバン合意
アフガン安定へ
の道は険しい

参院予算委
数々の問題　徹
底審議を

米タリバン合意
恒久和平につな
げたい

習氏訪日延期
新たな協力探る
機会に

大相撲無観客
場所　「国技」の
役割を全うせよ

パニック消費を
あおる高額転売
を許すな

生活必需品の
売り切れ　情報
見極め冷静な行
動を

新型肺炎　ク
ルーズ船の対応
から教訓を

先住民族の権
利　回復への議
論進めたい

新型肺炎　生活
支援に全力尽く
せ

「３・１１」と感染
症　避難所の環
境改善を急げ

新型コロナ、経
済対策は機動
的に進めよ

敦賀原発のデー
タ操作　安全審
査への重大な背
信

外国人就労　新
制度の利用促
す方策を探れ

新型肺炎と知事
丁寧な調整が不
可欠だ

戦争遺跡　未来
に伝える活用策
を

インド太平洋構
想　日米印豪の
連携で進めよ

成長を阻むマ
レーシアの政争

新型肺炎の経
済的打撃　中
小・零細支援を
万全に

春闘労使交渉
横並び崩れる転
換点となるか

原爆症判決　救
済狭まる懸念が
ある

新型コロナと日
中　山や川は違
えども

休校の決断　重
みに見合う説明を

安倍首相の会
見　矢継ぎ早に
具体策講じよ

欧州安定に逆
風のドイツ政局

車いすバスケに
警告　パラ参加
閉ざさぬ対応に

イベントの自粛
再開の道筋も
探っておきたい

肺炎で首相会見
不安解消へ具
体化急げ

「違憲」の法廷
差別なくす決意新
たに

女川スリーマン
ス　信頼された
原発の合格だ

アフガン合意は
真の平和につな
がるか

新型肺炎の首
相会見　もっと
不安減らす説明
を

首相記者会見
感染拡大防止
へ態勢立て直せ

中国全人代延
期　感染拡大阻
止に全力を

米朝会談１年　非
核化へ実務協議
急げ

新卒一括採用
の見直しは時代
の要請だ

「全国休校」を通
知　説明不足が
混乱を広げる

世界株安　市場
動向を冷静に見
極めたい

一斉休校要請
混乱収拾は国
の責任で

休校の決断　重
みに見合う説明を

原発を運転する
資質を疑う

新年度予算案
が通過　安倍首
相も瀬戸際にあ
る

新型肺炎　医療
と経済に全力で
取り組め

原爆症判決　救
済の精神はどこ
へ

原爆症認定　救
済へ丁寧な審査
こそ

子供への虐待
悲劇への反省
が足りない

新型肺炎厳戒で
政府がすべきこ
と

首相の全国休
校要請　混乱招
かぬ対策が必
要だ

全国臨時休校
へ　混乱抑え感
染防止に全力を

肺炎感染の加
速　重症化防ぐ
心掛け大切

新型肺炎と倒産
中小向けに集中
支援を

全国一斉休校
影響の軽減に全
力注げ

新型肺炎と企業
政策総動員で徹
底支援を

特別法廷に違
憲判決　ハンセ
ン病の差別直視
を

ハンセン病法廷
司法の過ち直視
した違憲判断

ハンセン病法廷
司法の過ち直視
した違憲判断

キタデミー報告
甘い検証で再発
防げぬ

ハンセン病判決
「違憲」なら再審
が筋だ

新型肺炎対策　き
め細かな現場支
援を

小中一斉休校
北海道の決断を
支持する

米国がいま追加
関税を課すのは
危険だ

原爆症の最高
裁判決　救済の
道狭めない対応
を

違法薬物の密
輸　態勢強化で
確実に摘発した
い

新型肺炎と政権
批判に耳傾ける
べきだ

検察官定年延
長　三権分立を
損なう暴挙

検察官の定年
繰り返される政権
の病

歴史教科書　太
子や龍馬を泣か
せるな

イランを対話に
つなぎとめよ

新型肺炎の国
会答弁　政府の
態勢に不安が
募る

衆院集中審議
新型肺炎対策を
掘り下げよ

道警ヤジ調査
疑念晴れたと言
えない

マハティール氏
電撃辞任の混
乱収拾を

気候危機対策
国際機運に水を
差すな

Ｇ２０と世界株安
中国は連携強
化に責任を

中国は延期後
の全人代で問題
点反省を

世界株安とＧ２０
米中の対応に
不安が残る

中国全人代延
期　習氏は危機
収拾へ責任果た
せ

新型肺炎の拡
大　感染防ぐ自
覚と行動を

政府の対策方
針　感染の連鎖
を防ぐには

検察の人事　首
相の責任で撤回
せよ

肺炎の基本方
針　首相が国民
に語りかけよ

検察人事の経
緯を公開せよ

新型肺炎の基
本方針　「瀬戸
際」の危機感見
えぬ

新型肺炎対策
本格流行を回避
する正念場だ

新型肺炎の拡
大　経済不安
協調欠かせぬ

株価急落　今こ
そ国際協調の時
だ

神戸教員間暴力
背景と向き合い対
策を

新共通テスト
受験産業への
認識が甘い

感染急拡大の
「瀬戸際」どう切
り抜ける

揺らぐ公文書管
理制度　与野党
で立て直し議論
を

地方のバス路線
生活の足をどう
守っていくか

親の体罰禁止
暴力に頼らぬ子
育てを

テレワーク　「肺
炎」にも活用し
たい

カジノと政権　噴
き出す問題直視
せよ

パラ開幕まで半
年　成功へ街も
社会も変化を

景気減速を警戒
した世界株安

幼児期の吃音
支援体制の拡
充が必要だ

Ｇ２０と新型肺炎
高まる経済リス
クに万全期せ

日鉄合理化　地
方への影響最
小限に

メルケル氏後継
寛容と協調守る
候補を

保釈のあり方　時
代に即し　原則忘
れず

検事長の定年
延長　「解釈変
更」根拠の説明
を

新型肺炎にG20
はどう立ち向か
うのか?

高齢者の介護
適切なケア体制
で虐待を防げ

辺野古軟弱地
盤　移設はもは
や非現実的

首相の訪ロ　歴史
を踏まえた判断を

ロシアの改憲
領土条項を全力
阻止せよ

柔軟な働き方が
危機に役立つ?

洋上風力発電
普及に向け課題
の検証進めよ

性犯罪と刑法
泣き寝入り防ぐ
方策を

米紙記者証の
剥奪　言論弾圧
している場合か

カジノの選定手
続きは慎重に進
めたい

神戸教員いじめ
報告書　再発防
止の手立て全国
で

和牛の遺伝資
源　海外流出を
抑止する法整備
に

デジタル課税
米の骨抜き案は
論外だ

天皇誕生日　国
民も心一つに歩
みたい

北朝鮮問題を動
かす努力を

辺野古の軟弱
地盤　なぜ再調
査をしないのか

竹島の日　情報
発信のさらなる
充実を

大学共通テスト
作問の公正性
保たねば

米ロの雪解けは
まだか　週のはじ

めに考える

2020/2/26

2020/2/27

2020/2/28
菊池事件判決

「違憲の法廷」な
ら再審を

ハンセン病特別
法廷／違憲判断
に司法は向き合

え

新型肺炎で緊急
事態宣言　状況
見極め慎重な対

応を

首相の休校要請
説得力ある呼び
かけを　「緊急事
態宣言」へ法整備

急げ

2020/2/29

2020/3/1
予算案衆院通過
疑惑は「通過」さ

せられぬ

権力は「無罪」な
のか　週のはじめ

に考える

コンビニ改革／店
主の裁量と自主

性広げて

全国一斉休校
混乱抑える施策と

工夫を

新型肺炎と休校
／流行防ぐ意識
を社会全体で

感染症と社会　誤
情報に踊らされず

に

新型コロナ対策
日中韓の連携強

化今こそ

東日本大震災９
年－福島／水素
エネの循環のモ

デルに

感染拡大と情報
「正しく恐れる」が

大切だ

新型コロナ特措法
／目の前の課題
解決が先では

河井氏秘書逮捕
一議員の問題で

は済まぬ

河井夫妻秘書ら
逮捕／２人の政
治責任は免れな

い

安倍政権の日本
不信の広がりを恐

れる

中韓から入国制
限　実効性ある
対応をとれ　医
療機関へマスク
優先供給を

2020/3/2

2020/3/3

2020/3/4

2020/3/5

2020/3/6

2020/3/7

NPT発効50年　核
軍縮の原点に回

帰せよ

東日本大震災９
年－宮城／すさ

んだ現実を直視し
たい

2020/3/8

訪日客の減少
観光立国へ課題

洗い出せ

「辺野古」に正当
性なし　沖縄県民

投票１年

双葉・避難指示解
除／地域再生へ
の道のりは遠い

ＮＰＴ体制の５０年
核軍縮の原点に

立ち戻れ
2020/2/24

2020/2/25

2020/2/23
米の小型核配備
抑止にならぬ危

険な愚行

恐れのなさに恐れ
入る　週のはじめ

に考える

新型肺炎の拡大
／詳細な検証を
対策に生かせ

桜を見る会　首相
の説明　破綻明ら

か

原爆症の認定
国は救済の道を

拡大せよ

新型肺炎と中国
／強権的統治を
見直す契機に

新型肺炎対策
大規模感染の備

え十分か

検事長の定年延
長／法治の基盤
が揺らぐ事態だ

楽天「送料無料」
出店者への強制

は問題だ

男性の育休／職
場環境の見直し

が必要だ

首相の休業要請
企業・家庭に手厚

い支援を

新型肺炎と地域
経済／手厚い支
援で打撃の回避

を

クルーズ船感染
政府は課題検証

し対策を

火種残る国会／
政権は疑念を晴

らすべきだ

自動運転本格化
「事故ゼロ」への

第一歩に

ヘルプマーク／自
然に手を差し伸べ

たい

2020/3/9 年／汚染水処理
の新技術に目を

　
恵絞り「弱者の

足」守れ



製鉄所閉鎖　雇
用への目配り怠る
な

竹島の日　腰据
えて返還要求強
めよ

楽天の送料無
料化　出店者負
担が重過ぎぬか

無断キャンセル
無責任がもたら
す大きな損害

道予算案　知事
の信念が見えな
い

放射能汚染水
不信を除くのが
先だ

感染症と社会　判
断支える情報もっ
と

国内流行への
備え　地域の病
床確保が急務だ

新型肺炎で広が
る自粛　暮らし
への影響最小
限に

「５Ｇ」通信網
欧州は安全性
の監視を怠るな

米欧が安保対
立　多国間協調
の再構築を

新型肺炎対策
高齢者に目を配
りたい

男性の育休
「取って当然」の
社会に

大型船の乗客
死亡　検査態勢
の拡充が急務だ

新型肺炎の拡
大が招く原油安
に警戒を

検事長の定年
延長問題　これ
でも法治国家な
のか

イラン国会選挙
対米強硬派の
台頭を懸念する

新型肺炎急拡
大　感染情報の
発信的確に

原電敦賀原発
安全軽視が目
に余る

中国とウイルス
情報の自由奪う
危うさ

対策本部を欠席
これが首相候補
の行動か

保釈のあり方ま
で議論深めよ

クルーズ船の集
団感染　拡大し
た原因　徹底検
証を

新型肺炎　必要
な情報の遅滞な
い公表を

森氏の答弁　法
の支配否定する
暴論

新型肺炎対策
政府の緊張感
が足りぬ

森友学園問題
忘れるわけには
いかぬ

新型肺炎と働き
方　テレワーク
の積極活用を

ジェネリック普及
に知恵絞れ

籠池夫妻に有
罪判決　「森友」
の本質置き去り
だ

サイバー攻撃
防衛情報の流
出防ぐ対策を

首相の国会答
弁　虚偽の疑い
頬かむりか

船の感染拡大
対策の死角を洗
い出せ

クルーズ船対応
ケアと検証を確実
に

籠池被告に判
決　政府も改め
て猛省必要だ

自動車産業へ
の新型肺炎の
影響最小限に

７０歳雇用の改
正法案　安心で
きる環境作れる
か

２４時間営業
固執し続けるの
は無理がある

食料自給率　失
政覆う数値かさ
上げ

籠池夫妻　有罪
森友疑惑の真
相迫れず

石炭火力輸出
気候危機の助長
やめよ

中国の全人代
延期　訪日中止
で対策に当たれ

中国人観光客
への過度の依
存から脱却を

首相答弁に食い
違い　このまま
では信用できぬ

北方領土交渉
誠実さを欠くロ
シアの姿勢

検察官の定年
恣意的法解釈
許されぬ

首相懇親会疑
惑　言い逃れは
もう無理だ

検察官の定年
検討の過程　文
書で示せ

防護服の聖火
走者　韓国政府
に見解をただせ

無理があったク
ルーズ船隔離

肺炎で全人代延
期へ　強権の弊
害を見直す時だ

新型肺炎　適切
な診療で重症化
を防げ

道警ヤジ排除
説明拒めば疑
問は募る

トランプ氏暴走
権力分立が蝕ま
れる

大学入試改革
出直し議論、根本
から

ＧＤＰ大幅減　危
機的状況の認
識を持て

工夫の余地大き
い新型肺炎の
受診目安

ＧＤＰ大幅マイナ
ス　消費悪化の
連鎖が心配だ

ＧＤＰマイナス
景気の失速を防
ぐ正念場だ

支持率急落　政
権への不信感
深刻だ

首相のやじ　本
当に反省したの
か

首相と国会　その
言動　胸を張れる
か

新型肺炎の目
安　蔓延阻止に
国民の覚悟を

米比は同盟を揺
るがすな

新型肺炎の国
内対応　重症者
対策にかじ切る
時

日中関係　肺炎
の拡大阻止へ
協力深めよ

ＧＤＰ大幅減
「想定内」と言え
るのか

ＧＤＰマイナス
雇用への波及
防がねば

米予算教書　超
大国の責任はど
こへ

ドゥテルテ氏　米
比協定破棄は
間違いだ

日本経済は予
断を許さぬ局面
を迎えた

羽田の新飛行
ルート　住民置
き去りではない
か

子供の体力低
下　思う存分遊
べる場所の確保
を

泊原発過少報
告　縦割りでは
安全守れぬ

検事長の定年
解釈変更してい
いのか

立憲党大会　「草
の根」生かす正念
場

デジタル課税
国際連携で着実
な導入を

荒っぽい国会の
審議を憂う

日鉄の呉製鉄
所閉鎖　地域へ
の打撃を抑えた
い

立憲民主党大
会　説得力ある
政権構想を示せ

診療報酬改定
医師の過重労
働解消を

楽天の送料無
料　出店者への
配慮十分か

秋元被告の会見
事件への認識が
甘すぎる

効果的なインフ
ラ支援へ新たな
視点を

トランプ氏の予
算教書　内向き
が世界の不安
増す

ビブリオバトル
「読んで語る」が
社会を豊かに

国内の新型肺
炎　情報と対策
共有したい

新型肺炎で「反
旗」　中国は言
論統制を改めよ

カンボジアは警
告に耳傾けよ

離婚家庭の養
育費　子どもの
利益を最優先に

地方創生　魅力
ある雇用拡大に
力を注げ

米が小型核配
備　破滅を招く
愚かな戦略

資料書き換え　原
発審査の根幹揺
らぐ

新型肺炎が影を
落とし始めた企
業収益

米比関係　同盟
堅持で対中牽制
を続けよ

日ロ交渉　領土
解決後の条約
が筋

秋元議員とＩＲ
国会で真相を究
明せよ

新型肺炎対策
国内流行想定し
態勢を

均衡の取れた海
賊版対策を

新型肺炎　国内
感染踏まえた医
療体制を

秋元議員会見
国会で説明する
べきだ

新型肺炎拡大
国内流行へ先
手を打て

景気の先行き　予
断排し正確な判
断を

首相のやじと野
党　国会の機能
不全は論外だ

新型肺炎は「国
内流行」想定し
対策を

秋元衆院議員
の保釈　国会で
カジノ事件説明
を

司法通訳　養成
と質の向上が欠
かせない

荒れる国会　不
遜極まる首相の
ヤジ

春節明け大移
動　肺炎封じ込
めの正念場

辺野古移設　不
都合な現実　直視
せよ

楽天に公取委
検査　出店者と
共存共栄めざせ

男性の育児を
もっと促したい

非終末期の透
析中止　指針策
定のリスク大き
い

新型肺炎　検査
強化で感染の拡
大防止を

道議会新庁舎
随所にのぞく特
権意識

首相のやじ　国
会を冒涜する暴
言だ

ノムさん死去　月
見草の知的な野
球術

野村克也氏死
去　「語り部」の
喪失を惜しむ

難航するデジタ
ル課税、打開に
努力を

北村氏の迷走
答弁　閣僚は無
理だったのでは

野村さん死去
野球の面白さを
教えてくれた

楽天送料無料
出店者に無理
強い疑問

日鉄製鉄所閉
鎖　雇用への配
慮を手厚く

荒涼たる国会　安
倍首相の責任は
重い

中国と新型肺炎
尖閣で挑発して
いる時か

輸出で農産物を
振興するには

韓国映画にオス
カー　米国的価
値観を動かした

偽ニュース拡散
ＩＴ企業は自ら対
策に動け

宿泊税　目的と
使途　より明確
に

新型肺炎とデマ
偏見の拡大は
防がねば

日鉄が工場閉
鎖　地域への影
響を最小限に

米財政に大盤
振る舞いの余裕
などない

野村克也さん死
去　野球の奥深
さ伝えた知将

水害と街づくり
安全確保を第一
に考えたい

新型肺炎と改憲
不安に便乗　見
過ごせぬ

米国の小型核
抑止どころか危
険だ

遺伝資源　知的
財産の保護が
急務だ

内部統制を問い
直すときだ

検事長の定年
延長　検察への
信頼を揺るがす

診療報酬改定
地域医療の充
実につなげよ

コンビニ報告書
加盟店重視する
経営を

化石燃料削減
脱原発との両立
目指せ

検察と政権　異例
の人事　膨らむ疑
念

建国記念の日
連綿と続く歴史
祝いたい

企業は敵対的
買収を過度に恐
れるな

新型肺炎と観光
業　影響緩和
へ、効果的支援
を

映画館の活況
秀作が生まれる
基盤の強化を

新型肺炎拡大
正しく知るのが
大切だ

アカデミー賞
心蝕む格差と向
き合う

米の新型弾頭
「使える核」などな
い

武漢で邦人死亡
正確な情報開示
を求めよ

子ども支える養
育費を確実に

若手研究者の
支援策　「絵に
描いた餅」では
困る

新型肺炎と中国
強権統治の弊
害が露呈した

冬山スキー遭難
安全優先の意
識徹底を

閣僚答弁の混
乱　「桜」私物化
こそ本質だ

2020/2/10

診療報酬改定
患者本位の働き
方を促せ

広がる性被害の
訴え　救済策の
拡充急ぐべきだ

山スキー遭難
リスクを認識し
十分な装備を

「棒二」跡再開
発　脱百貨店の
成功事例に

札幌五輪招致
未来に何を残す
のか語れ

安倍首相の国
会答弁　だれが
聞いてもおかし
い

馬毛島の買収
同盟強化へ基
地整備を着実に

異例の検察人
事　官邸介入の
疑念が濃い

コンビニ改革　脱・
一律へ動き加速
を

有本さんの母死
去　拉致被害者
の帰国を急げ

中国製通信機と
どう向き合う

デジタル通貨と
日銀　利用者本
位の研究が必
要

ネット投票　実
用化への課題を
洗い出せ

がん死亡率２位
予防と検診徹底
が重要

医療の充実策
多彩な人材を生
かそう

チバニアン　地球
史の遺産を後世
へ

クルーズ船足留
め　政府は態勢
の立て直しを

世界の食料市
場、中国発の動
揺を防げ

新型肺炎とデマ
差別生まない情
報発信を

新型肺炎　正確
な情報で冷静な
対応を

慰安婦報道判
決　取材尽くす
責任は重い

新型肺炎と改憲
不安に付け込む
悪質さ

この診療報酬で
はオンライン化
が進まぬ

読書感想文コン
クール　言葉の
力知るきっかけ
に

国産ジェット　納
入遅れをどう挽
回するか

北方領土の日
四島返還の原
則共有を

スペースジェット
崖っぷちの日の
丸機

クラウドに攻め
る巨大IT

トランプ氏に無
罪評決　外交ゆ
がめた責任消え
ぬ

民事裁判ＩＴ化
うまく活用し利
便性の向上を

米大統領「無
罪」　真相解明
にはほど遠い

マスク不足　全
力で増産態勢支
えよ

賃金の時効　原
則の「５年」を早急
に

米一般教書演
説　余りに内向
きではないか

外国人支援に
もっと踏み込め

トランプ氏の年
頭教書　分断を
あおる選挙演説
だ

新型肺炎　経済
リスクにも備え
を怠るな

新型肺炎と経済
政策打ち影響最
小限に

高齢者の雇用
働く意欲生かせ
るのか

診療報酬改定
負担に見合う質

向上を

新型肺炎　政府
は明確な発信怠
るな　「国内流
行」への備えを
急げ

2020/2/11

2020/2/12

2020/2/13

2020/2/14

2020/2/15

2020/2/16
記録的な暖冬　風
水害への「警鐘」

なのか

溶けていく民主主
義　週のはじめに

考える

首都機能移転論
議／巨大災害が
切迫する今こそ

検察官の定年
法の支配の否定

またも

新型肺炎拡大
検査医療の体制

整備急げ

2020/2/19

首相のやじ　国会
軽視の姿勢を改

めよ

刑法犯最少更新
統計と実感の落

差に目を

本格化する事業
承継／施策の遅
滞は許されない

聴覚障害者の備
え／地域全体で
教訓の共有を

2020/2/18

休み

2020/2/7

2020/2/8

2020/2/9
性依存症　社会
復帰に支援と治

療を

新しい日本型雇
用とは　週のはじ

めに考える

副業トラブル／冷
静な判断で自己

防衛を

九州で新型肺炎
重症化防ぐ対策

を冷静に

森友補助金詐取
判決／疑惑の核
心は晴れていな

い

2020/2/21

天神ビッグバン
九州の未来を感

じる街に

科学技術立国の
復活／若手に安
心と機会与えよう

北方領土の日
四島返還要求に
立ち戻れ　「対独
戦勝記念日」参列

するな

米大統領選スター
ト　「自国第一」脱

却する論戦を

かんぽ追加調査巨大ＩＴ規制／実

検事長定年延長
／政治の介入で

独立が揺らぐ

米大統領選　真
の「偉大さ」が問

われる

英国のＥＵ離脱／
国際協調を維持し

てほしい

外国人の雇用
新制度で共生は

進んだか

2020/2/20

景気の行方　政
府は危険水域の

認識を

ＧＤＰ大幅減／景
気対策を迅速か

つ大胆に

楽天の送料無料
／一方的な無理
強いは疑問だ

新型肺炎　国内
初の死者　感染
拡大の防止に全

力を

異例の検察人事
政権の都合なら

許されぬ

野村克也さん死
去／野球と人生
の深さを伝えた

日鉄高炉削減
「地元」の痛みを

和らげよ

護衛艦　中東に出
航／情勢に合わ
せ的確な対応を

外国籍の子ども
「学ぶ権利」を保

障せねば

郵政株売却期限
延長／経営の在
り方見直すべきだ

伝子操作の時代
「坂道」を滑り落ち

ぬために

会計検査院報告
「親方日の丸」意

識を正せ

安倍首相の国会
答弁／脱法行為
の推奨にも等しい

2020/2/17

立憲民主党　政
権構想の具体化

を急げ

大沼の自己破産
／商店街再生 喪

失感を糧に

高校生の就職慣
行を根本から見

直そう
2020/2/22



桜を見る会　ごま
かし答弁極まれり

高年齢者雇用
職務に応じた待
遇整備を

劇場化が進む
米政治の先行き
が心配だ

クルーズ船で集
団感染　国内流
行に備える対応
を

米国政治の劣
化　大統領選を
機に立て直せる
か

キタデミー賞
公金扱う厳格さ
足りぬ

中国の肺炎対
応　習「一強」の
弊害露呈

若者とがん　前へ
進むための支援
を

新型肺炎　デマ
を排し正しい情
報を

楽天の「送料無
料化」は強引で
はないか

厚底靴の条件
付き認可　開発
と競技の公正両
立を

厚底靴容認　競
技の公平性さら
に追求を

オスプレイ飛来
活動拡大は不
安拭えぬ

米大統領選　民
主党は多様性
生かせ

新型肺炎　合理
的な対策を着実
に

米民主党指名
争い　米国第一
への代案を示せ

EV時代示すテ
スラの株高

デジタル課税の
ルール　米によ
る骨抜き許され
ぬ

巨大ＩＴ規制　不
当な取引を防ぐ
第一歩に

米大統領選開
始　協調と融和
が問われる

検事長の人事
政治介入という
悪例だ

記録的な暖冬　生
活見直すきっかけ
に

新型肺炎と経済
失速回避に躊
躇許されぬ

急がれる新型肺
炎の迅速検査

新型肺炎の経
済リスク　中国
の景気悪化に
備えを

ロヒンギャ問題
スー・チー氏は
直ちに行動を

衆院予算委論
戦　「桜」疑惑
脇には置けぬ

呼吸器事件再
審　冤罪の闇に
十分な光を

海自艦中東へ
国会は不断の監
視を

次世代加速器
未来見据えて政
治決断を

サイバー攻撃に
官民挙げて備え
を

米大統領選ス
タート　反トラン
プ超えた論戦に

海自艦中東へ
円滑な部隊運用
の態勢整えよ

外国人の就学
実態把握と支援
を急げ

自衛隊中東派
遣　国会の関与
が不十分だ

ふるさと納税訴
訟　よりよい地
方創生目指せ

中東派遣を機に
議論を深めよ

福島原発の処
理水処分　地元
との対話が不可
欠だ

ふるさと納税
制度の原点を再
確認したい

着床前診断　対
象拡大の議論
慎重に

マイナンバー
カード強要は不
適切だ

死刑判決の破
棄　裁判員に無
力感を与える

新型肺炎の拡
大が世界に突き
つける課題

戦争遺跡の保
存　惨禍伝える
方策探りたい

男性の育児休
業　企業の意識
改革が欠かせな
い

デジタル通貨
功罪突き詰める
研究を

復興庁設置延
長　痛みに向き
合ってこそ

英国のＥＵ離脱
連合王国の一体
性を守れ

チバニアンで地
学を身近に

札幌が冬季五
輪立候補　新た
な理念打ち出せ
るか

桜を見る会　公
文書の管理が
ずさん過ぎる

アフリカ豚熱
急がれる防疫体
制強化

マラソンの厚底
靴　科学的根拠
のある規制を

見どころの多い
米大統領選が
始まる

海自護衛艦が
中東へ　「一般
化」してはならな
い

中国の新型肺
炎　長期戦を想
定し万全の備え
を

辺野古への移
設　他の解決策
探るべきだ

札幌冬季五輪
課題山積の中の
名乗り

ふるさと納税の
課題は残る

大麻と若年層
薄い抵抗感　啓
発が急務

桜を見る会疑惑
どこまで居直る
のか

トリチウム水　福
島の声を聴かね
ば

新型肺炎で下振
れ懸念拭えぬ世
界経済

英国がＥＵ離脱
国際協調路線
は堅持を

英国がＥＵ離脱
「共存共栄」を目
指して

英のＥＵ離脱　理
念の共有続けてこ
そ

新型肺炎　国民
の保護に覚悟を
示せ

米中東和平案
は一方的すぎる

ふるさと納税で
国勝訴　問題の
解決にはならな
い

年金額改定　将
来世代が安心で
きる制度に

ふるさと納税
根幹から制度見
直しを

南海トラフ津波
やはり「いつか
来る」

米の中東政策
「和平案」に値しな
い

アフリカ豚コレラ
法改正機に防
疫強化図れ

遅すぎた新型肺
炎の「緊急事態
宣言」

東北の震災復
興方針　地域格
差に配慮し支援
を

教員の採用　教
える魅力伝え人
材集めたい

２０２０年春闘
全体の底上げ
が必要だ

新型肺炎拡大
状況変化へ対
応機敏に

関電第三者委
「闇」の解明が問
われる

新型肺炎と日本
拡大の阻止へ
猶予はない

トランプ氏の新
和平案　際立つ
イスラエル一辺
倒

米の中東和平
案　親イスラエ
ル色が目に余る

札幌冬季五輪
市民の理解広
がったか

トランプ氏提案
「中東和平」に
値しない

新型肺炎拡大
長期化に備える
覚悟を

米の中東和平
案　とても呑め
ない「取引」だ

新型肺炎の国
内対策　不安に
応える情報発信
を

若手研究者支
援　博士の力を
産学で生かした
い

米の中東和平
案　独善的で評
価に値せぬ

春闘スタート
賃上げは成長
の基本だ

気候危機対策
目前の課題を直
視せよ

ＳＢの機密漏洩
スパイ天国を放
置するな

クリステンセン
教授の洞察

今年の春闘ス
タート　「非正
規、中小」格差
是正を

豪森林火災　懸
念される温暖化
の悪影響

予算委首相答
弁　逃げ一辺倒
疑念晴れぬ

ロヒンギャ救済
国際社会の圧
力強化を

首里城の再建
「日本」見つめ直
す機に

野党合流の破
談　理念なき互
助会は不要だ

土地利用の私
権制限を強める
時機だ

安倍首相の予
算委答弁　本人
が混乱を広げて
いる

デジタル通貨
中銀は議論尽く
し知見共有を

道内で新型肺炎
情報発信をしっ
かりと

予算委員会　不
誠実な答弁いつ
まで

南海トラフ津波
理解深め備えを
急ごう

デジタル通貨
環境変化の備え
を万全に

SDGs経営で未
来に選ばれる企
業に

東証の市場再
編案　看板掛け
替えで終わりか

中国の新型肺
炎　国内患者へ
の対策を強化せ
よ

南海トラフ地震
国は防災対策
後押しを

経済にも影響
対策総動員で回
避を

首相の答弁　疑
念晴らす気あるの
か

新型肺炎　中国
全土の邦人対
応急げ

津波確率の防
災活用を示せ

新型肺炎が指
定感染症に　先
手打ち備えを進
めよう

衆院予算審議
政策論争を置き
去りにするな

日米貿易交渉
農業の犠牲拡
大は論外

新型肺炎　拡大
阻止へ万全を期
せ

南海トラフの津
波　「揺れたら避
難」の徹底を

新型肺炎の急
拡大に長期戦
覚悟で臨め

記録的なサンマ
不漁　庶民の味
絶やさぬために

ボーイング迷走
安全最優先で信
頼を取り戻せ

サイバー攻撃
官民挙げて対策
強化を

山火事と温暖化
気温が３度上
がったら

習氏の「善隣外
交」　スー・チー
氏に失望した

年金のマイナス
改定を可能に

サイバー攻撃の
拡大　社会に対
する深刻な脅威

子供の死因究
明　事故の再発
防止に生かした
い

学校の性被害
再発防止へ処
分厳しく

ＮＨＫ新会長
中立公正 肝に
銘じて

香川のゲーム条
例　子供守る
ルールは必要だ

イノベーションの
土壌作りこそ国
の役割

抗生剤のリスク
安易な使用は見
直したい

共産党綱領改
定　世論との乖
離は埋まらない

五輪開幕へ半
年　欠かせない
理念の検証

プーチン政権
身勝手改憲は
看過できぬ

国際協力で森林
火災対策急げ

財政試算の悪
化　甘い想定を
改めるべきだ

１人１台ＰＣ　投
資に見合う教育
効果あるか

道議会定数　今
から抜本的な議
論を

ミャンマー　直ち
に迫害の停止を

代表質問　「国
の基本」をもっと
語れ

資本主義の再
生探った50歳の
ダボス会議

地質時代チバニ
アン　たゆまぬ
研究が実を結ぶ

デジタル遺品
何を残すか伝え
ておきたい

米大統領の弾
劾　外交私物化
疑惑究明を

代表質問終わる
不遜な首相の答
弁態度

新型肺炎　教訓い
かし封じ込めよ

ＷＨＯと台湾
排除続ける場合
ではない

日航の破綻と再
生が示す教訓

南海トラフの津
波予測　防災に
つなぐ政策が必
要

無人機攻撃　乱
用防ぐ枠組み作
りを急げ

「別姓」へのやじ
多様性に反する
低劣さ

年金額の改定
安心を底上げし
たい

少年法と年齢　見
直しの矛盾あらわ
に

東京五輪まで半
年　万難を排し
大会の成功を

新型肺炎は冷
静さ失わず万全
の対策を

経団連の春闘
指針　賃上げ回
避が狙いなのか

野党合流見送り
基本政策や理
念が見えない

「別姓」へのやじ
多様性に反する
低劣さ

野党合流見送り
政権交代の気
概あるか

今年の春闘　着
実な賃上げが前
提だ

日本型雇用の
改革　待遇下げ
る口実にするな

対決姿勢だけの
国会では困る

新型肺炎の感
染拡大　日本も
危機感持ち対応
を

経団連春闘方
針　賃上げの勢
いを維持したい

米大統領の弾
劾　外交私物化
疑惑究明を

横田騒音判決
深刻な被害を直
視して

香川ゲーム条例
危うい規制、再考
を

中銀デジタル通
貨は抜かりなく
検証を

トランプ氏の弾
劾裁判　政争よ
りも真相の究明
を

チバニアン　地
球史に刻まれる
研究の成果

新型肺炎拡大
春節迎え対策怠
らずに

中国の肺炎拡
大　「人から人」
で新局面

国会代表質問
信頼回復には程
遠い

安全な五輪へ準
備を盤石に

代表質問への
首相答弁　肝心
な点になぜ答え
ない

代表質問　野党
は将来展望を明
確に示せ

ロシア改憲案
プーチン氏院政
危うい

米国の弾劾裁
判　裁かれる外
交の私物化

災害と歴史資料
地域の営みを未
来へ

地銀は「マニュ
アル」を超えた
自律経営を

豪州の森林火
災　地球環境へ
の打撃は深刻

中国の新型肺
炎　国内への感
染拡大を防ぎた
い

少年法適用年
齢　引き下げ議
論は慎重に

チバニアン命名
科学は一日では
成らず

2020/1/24

2020/1/25

2020/1/26
西スポ賞　今年の
活躍に期待膨ら

む

国語で叫ぶ、勿体
無い　週のはじめ

に考える

悪質クレーム／毅
然とした対応が必

要だ

サイバー攻撃　情
報共有で対策を

急げ

玄海町長に現金
原発利権に絡ん

でないか

米中貿易合意／
打開の一歩早く壁

撤廃を

中国の新型肺炎
冷静に感染防止

の徹底を

東京五輪まで半
年／この大会を地

域で生かそう

2020/1/28

2020/1/29

2020/1/30

相次ぐ水害と減災
逆らわず、いなす

力を高める
2020/2/3

2020/2/4

2020/2/5

2020/2/6

大統領選と米国
内向きやめ世界

　脅威

新型肺炎拡大
強い危機感で水
際対策を　渡航
の自粛は必要な
いのか

2020/1/23
五輪まで半年

「共生社会」へ準
備も急げ

新型肺炎／水際
対策の徹底が不

可欠だ

トランプ氏弾劾

新型肺炎新局面
二次感染の防止

に万策を

南海トラフ津波確
率／対策の指針
として生かそう

英国のＥＵ離脱
欧州は地盤沈下

をどう防ぐか

英国のＥＵ離脱
欧州との絆を断た

ぬよう

不十分な緊急宣
言　ＷＨＯ事務局
長の更迭を　政府
は独自判断をた

めらうな

パリ協定始動　日
本も新たな削減

目標を

新型肺炎／国内
の拡大　全力で阻

止を

英離脱をバネに
EUは改革加速を

野党の合流頓挫
政権交代への覚

悟を問う

文化財防火／住
民の協力で対策

の深化を

危機の地域金融
地元が求める役

割を磨け

蔵王の樹氷再生
／仙山連携の新

たな形に期待

2020/1/31

2020/2/1

英国なきEU　原
点に返り統合維

持せよ

春闘スタート／働
き手の意欲高め

る方向に

2020/1/27
少年法適用年齢
引き下げより「立

ち直り」

福島市のまちづく
り／古関裕而氏
の業績を前面に

「日本人」を広げ
る　桜のジャー
ジーが語るもの

サイバー攻撃／

2020/2/2
ふるさと納税　制
度のひずみ直視

を

教員の働き方改
革／新制度の前
提が崩れている

政策選ぶ「消費
者」として　週のは

じめに考える

春闘スタート　賃
上げで内需拡大

目指せ

不正の矮小化は
許されぬ

効性を伴う新法を
目指せ

ふるさと納税　制
度の欠陥を改め

てこそ

新型肺炎拡大／
正しい情報で冷静

な対応を

九州発ベンチャー
地域課題を商機

に変えよ

宮城県美術館の
移転／丁寧に進

め最善の道探ろう

復興庁の使命
福島の再生遅れ

直視せよ

予算委員会／核
心答弁拒み続け

る首相



センター試験　積
み残した大きな課
題

危うさ増すロシ
ア憲法改正

小泉環境相の
「育休」　男性も
取りやすい社会
に

領土・主権　対
外発信と啓発を
強化せよ

立・国合流頓挫
旗印見えぬ内輪
の確執

ＩＲ基本方針　先
送りでなく白紙
に

財政の健全化
目標実現の具体
策を

サイバー攻撃
安全保障の重
大な脅威だ

雇用のあり方を
めぐる突っ込ん
だ議論を

首相の施政方
針演説　五輪頼
みでごまかすの
か

サイバー攻撃
情報漏洩対策
は大丈夫なのか

首相の施政方
針　五輪便乗し
疑惑素通り

伊方差し止め
過小評価は許さ
れない

通常国会開幕
「説明放棄」は許
されぬ

施政方針演説
対中政策の説
明が足りぬ

日銀に望む繊細
なかじ取り

ＮＨＫ同時配信
認可　ネット時
代も公共第一で

施政方針演説
先送りせず長期
的課題に挑め

介護士資格特
例　外国人支援
しっかりと

首相施政方針
疑惑解明の意
欲見えぬ

共産党大会　共
闘へ　さらなる変
化を

米中貿易協定
本丸は中国の
構造問題だ

入試改革、失敗
の本質を探れ

米中が貿易合
意に署名　対立
の「核心」は依
然残る

ＮＨＫ予算　経
費削減の取り組
みは十分か

政府の財政試
算　健全化　一
段と遠のいた

プーチン大統領
歴史をゆがめる
危うさ

ＮＨＫ同時配信
業務肥大化につ
なげるな

政策も倫理も並
行して議論する
国会に

災害と心のケア
悲しみ癒やす支
援大切だ

首都圏空港　効
果的な役割分担
を進めたい

大学入試改革
現場に耳傾けて
議論を
日米安保６０年
追従ばかりでは
危うい
国会あす召集
政権のうみ徹底
追及を

米中貿易合意
構造改革を進め
るには

伊方原発停止
高裁の迷走が
止まらない

日米安保60年
の絆を形骸化さ
せるな

伊方原発再び
差し止め　安全
審査への重い
警告だ

伊方差し止め
司法はどこまで
判断するのか

コロナウイルス
国は防疫体制を
万全に

伊方差し止め　原
発の安全を問い
直す

新型肺炎　中国
は正確な情報開
示を

見通せない原発
の運転計画

新型肺炎国内で
確認　春節の大
移動期に注意を

センター試験
課題踏まえ新テ
ストの構築を

「伊方」差し止め
住民本位の妥
当な決定

中国は「国進民
退」改め安定成
長めざせ

阪神大震災から
２５年　継承した
い安心への思い

訪日客伸び鈍
化　五輪をテコ
に再加速したい

阪神大震災２５
年　「都市型」の
教訓に学ぶ

米中部分合意
対立終結への
道険しく

新型肺炎を機に
備え高めよ

前法相夫妻の
説明責任　まっ
たく果たしてい
ない

阪神大震災２５
年　経験を生か
して備えの進化
を

習主席今春来
日　懸案直視し
真の協調を

国内で新型肺炎
拡大防止に情
報共有を

芸術と社会　自由
創作が豊かさ育
む

両陛下ご訪英へ
令和の友好親
善広げたい

この合意を中国
の構造改革につ
なげよ

日米韓会談　韓
国は対北制裁
の責任果たせ

加森会長起訴
道内ＩＲ巡る闇解
明を

副業の促進策
働く人の保護が
優先だ

産後ケア　地域格
差の解消を急げ

文氏の年頭会
見　「日本も努
力」は間違いだ

都市直下地震
の備えを早く

保釈制度　逃亡
を防ぐ仕組みの
検討急げ

「桜」名簿不記
載　公文書法踏
みにじった

トヨタの新都市
未来に「つなが
る街」

桜を見る会　国民
を欺く公文書管理

山下ＩＯＣ委員
競技者の「代弁
者」であれ

デジタル時代の
変革に挑むトヨ
タ、ソニー

カジノ汚職で再
逮捕　これでも
推し進めるのか

首相中東歴訪
地域安定へ外
交努力を重ねよ

「一民族」発言
麻生氏は甚だ不
見識だ

「桜」の名簿　違
法廃棄の背景
に迫れ

ネットと子ども　安
全に悩み語れる
場を

首相の中東外
交　緊張の緩和
へ努力続けよ

気候変動に応じ
た経営戦略を

「桜を見る会」の
名簿　政府説明
は破綻している

副業と労災　過
重労働の未然
防止が重要だ

イランの誤射
民間人犠牲の
責任重大

元徴用工問題
改善の意欲を見
逃すな

子供の体力低
下　外で遊ぶ楽
しさ教えたい

米中貿易合意
摩擦解消へ履
行着実に

原発処理水　放
出の選択肢は
絞られた

空港民営化始
動　札幌一極化
是正に期待

郵政新体制　問
われるのは実行
力だ

蔡英文氏再選
中国に屈せぬ
民意を守れ

新大学入試の
検討会議　まず
は制度破綻の
検証を

里山の生物減
少　身近な自然
に忍び寄る危機

台湾総統再選
中国は民意受
け止めよ

日本書紀と現代
成立千三百年
の教訓

成人の日に　社会
は動く、動かせる

成人の日　あな
たが新時代の主
役だ

蔡台湾総統が
再選　中国の姿
勢転換が必要だ

成人の日　挑戦
する気持ちを忘
れずに

大阪都構想　さ
らに丁寧な議論
必要

蔡台湾総統再
選　中国は民意
を尊重せよ

エネルギー安保
中東依存からの
脱却急げ

所有者不明土
地　登記促す負
担軽減策が必
要だ

北朝鮮の挑発
無駄な駆け引き
やめよ

東証の市場再
編　「１部」の刷
新が不十分だ

蔡英文氏再選
中台安定をどう
実現するか

オスプレイ訓練
不安無視の強
行認めぬ

海自に派遣命
令　航行の安全
確保は当然だ

「中国離れ」を選
択した台湾民意
の重み

海自に中東派
遣命令　情勢変
化踏まえていな
い

インフルエンザ
子供の感染を特
に注意したい

増える再犯　更
生支援充実で防
止を

英が離脱法案
可決　円滑な合
意へ柔軟対応を

化石燃料を使い
続けるなら

ウクライナ機「撃
墜」　イランの究
明責任は重大

子供の貧困対
策　切れ目のな
い援助で支えよ
う

海自が中東へ
派遣命令　撤回
すべきだ

災害と電力　平時
にこそ備えを急げ

ゴーン被告会見
政府挙げて情報
戦に臨め

暴力団抗争へ
の対策　監視強
め活動封じ込め
を

ゴーン被告会見
主張があるなら
法廷で語れ

ゴーン被告会見
主張に説得力あ
るのか

中東情勢緊迫
自衛隊派遣の見
直しを

米報復自制　危
機回避へ警戒を
怠るな

ゴーン被告の会
見　逃亡の正当
化などできぬ

米イラン対立
抑制的対応を収
拾につなげよ

軍拡競争　「宇
宙軍」は映画だ
けに

「やまゆり」裁判
歪んだ意識に向
き合う

イランが報復攻
撃　最悪の事態
回避に全力を

ゴーン元会長の
「情報戦」に有
効な反論を

やまゆり園事件
初公判　凶行生
んだ根源の解明
を

子供の性被害
加害教員を厳し
く処分せよ

イランが攻撃
米は報復の連
鎖を断て

米・イラン対立
報復の連鎖を断
ち切れ

米国とイラン　武
力の応酬、即時
停止を

ゴーン被告逃亡
治安態勢再考
する契機に

モディ政権に求
められる寛容

イランの米基地
攻撃　報復の連
鎖、断ち切らね
ば

世界の低金利
債務拡大のリス
クに警戒を

相模原事件裁
判　社会の意識
が問われる

植松被告初公
判　「心の闇」に
迫れるか

ＷＴＯ上級委　機
能回復へ各国は
動け

経済再生　リス
クに揺らがぬ経
営を　戦略的に
成長分野を切り
拓け

中途採用、政府
の干渉に疑問

米イラン緊張
軍事衝突回避
へ自制を

カジノ疑惑　全容
の解明が最優先
だ

米国とイランは
中東を再び戦場
にするな

ＩＲ事業　国は白
紙に戻すべきだ

ゴーン被告逃亡
身柄引き渡しに全
力を

養育費基準改
定　離婚時の取
り決め常識に

安倍首相の年
頭会見　仕上げ
の道筋が見えな
い

首相年頭会見
内外の課題に
適切な対処を

米・イラン対立
衝突回避へ自
制求める

に関与を　脅威
の連鎖に同盟で
対峙せよ

2020/1/20

2020/1/21

2020/1/22

2020/1/11

2020/1/12
台湾総統選　自
由を守る選択の

重み

2020/1/18

2020/1/19
安保改定６０年

安定と価値の礎と
して

阪神大震災２５年
決して忘れてはな

らない

阪神大震災２５年
「人を守る」復興を

めざして

桜を見る会　違法
な名簿管理許さ

れぬ

「監視の目」築く中
国ＡＩ　週のはじめ

に考える

診療報酬改定／
勤務医重視　地

域視点欠く

「政争劇」で終わ
らせるな

阪神大震災25年
奪ったものと残し

たもの

災害ボランティア
／支援する側を
支える制度を

豚コレラ流行　九
州上陸に警戒を

怠るな

阪神大震災２５年
／揺れへの備え

点検と強化を

伊方原発差し止
め／甘い災害想
定への重い警告

日米安保60年
同盟「深化」より

「進化」を

過去に学び未来
に備え　阪神大震

災２５年

野党合流停滞／
破談なら対抗軸

の期待失う

日米安保条約改
定６０年　激動期
に適合する同盟

に

格差是正の政策
を誤っていないか

日米安保改定６０
年　同盟発展が
平和もたらす　再
改定と防衛力の

強化を図れ

2020/1/7

2020/1/8

2020/1/9

2020/1/10

東京五輪の年に
旗を振る、って何

だろう

日本的な雇用管

揺れる経済秩序
自由貿易堅持へ
国際協調探れ

拓論’２０　国際主
義の１世紀　協調
の衰退、食い止め

たい

2020外交展望
「戦争しない国」

米イラン緊迫化／
双方が自制し衝

＜多様性の時代
に＞５　働く外国

米イラン対立　収
拾へ双方一層の

自制を

減らさないのが
「損」　食品ロス

あす「成人の日」
／差異認め合う

社会を築こう

拓論’２０　ＡＩ技術
と社会　人間中心
は揺るがせない

安保改定６０年
日米同盟強化へ
不断の努力を

少子化、半世紀
前のシステムを一
新しよう 出生86
万 逆転への道

(下)

動きだすパリ協定
「気候危機」克服

の設計図を

拓論’２０　中国の
大国化と世界　発
展の先の理念が

見えぬ

子供産みたくない
社会に未来なし

出生86万 逆転へ
の道(上)

あす「成人の日」
／差異認め合う

社会を築こう

宮城県の宿泊税
／財源急ぐ前に
十分な調整を

辺野古移設　ゼロ
からの見直し必要

だ

新成人の君へ
社会はきっと変え

られる

台湾総統に蔡氏
／中台関係の安

定化に傾注を

ゴーン被告会見
逃げ得許さず真

相解明を

２０２５年の崖／
企業にシステム刷

新の警鐘

２０２０年の政治
権力のゆがみを

正す時だ

世界は分断の危
機に瀕している

カジノ施設事業
既定方針通りで

いいのか

イラン報復攻撃／
武力の応酬は何

も生まない

米イラン緊迫　武
力応酬の愚行に

陥るな

天皇制と男女平
等は　年のはじめ

に考える

ゴーン被告逃亡
／保釈制度の見

直しが必要だ

拓論’２０　デモと
民主主義　「広場
の声」に耳傾ける

には

台湾総統選　中
国は危機感受け

止めよ

伊方差し止め　甘
い災害想定に重

い警鐘

「盾と矛」関係の
変質　日米安保

改定６０年

郵政3社新体制
看板すげ替えで

終わるな

未来をつくる人た
ちへ　あすは成人

の日

少子化、医療イノ
ベーション賢く生
かそう 出生86万
逆転への道(中)

2020/1/13

2020/1/14

2020/1/15

2020/1/16

2020/1/17

五輪を控え対策
の強化急げ

首相施政方針
政治不信を払拭

してこそ

施政方針演説／
空疎に響いた「復

興五輪」

ＥＵ離脱のうめき
声　週のはじめに

考える

東北の記録的不
漁／漁業の文化

が岐路にある

東京五輪　一人で
も多く祭典に関わ

ろう



首相年頭会見
「説明」軽視、今
年もか

米イラン緊迫
大規模紛争を封
じ込めよ

米のイラン司令
官殺害　湾岸危
機あおる身勝手
さ

米イラン緊張
強硬策の応酬
に歯止めかけよ

首相年頭会見
改憲は国民の
声なのか

大学入試英語
失敗繰り返さぬた
めに

中東での報復の
応酬回避に全
力あげよ

米イラン緊迫　報
復の連鎖を避け
よ

中小の賃上げ
は新陳代謝から

挑発強める北朝
鮮　非核化の後
戻り許されぬ

大阪都構想　住
民の判断材料を
明確にせよゴーン被告の国

外逃亡　司法の
基盤揺らぐ事態
だ

ゴーン被告逃亡
逃げ得を許して
はならない

2020/1/4

東京五輪・パラ
感動と興奮の大
会を残そう　日
本は開催国の
責任果たせ

若い博士が広く
活躍できる社会
に 次代拓く人材
を(中)

拓論’２０　ビッ
グデータ社会
利益を手にする
のは誰か

安倍内閣８年目
緩まず課題の解
決に道筋を

＜多様性の時
代に＞２　アイヌ
文化を学ぶ大切
さ

核のごみと青森
／最終処分へ
の不安感を拭え

司法への挑発と
忠告　ゴーン被
告の逃亡

2020経済展望
課題解決に新
技術生かせ

金正恩氏の演
説　無益な駆け
引きはやめよ

ゴーン被告逃走
保釈制度改善
が急務だ

ゴーン被告逃亡
保釈を認めたの
が誤りだ

ＷＴＯ２５年　求
心力回復への
改革を

2020/1/2

2020/1/1
２０２０年代の世
界　「人類普遍」を
手放さずに

次世代に持続可
能な国を引き継ご
う

拓論’２０　民主政
治の再構築　あき
らめない心が必要

平和と繁栄をどう
引き継ぐか…「変
革」に挑む気概を

＜多様性の時代
に＞１　相互理解
と協調への礎を

災害多発の世紀
／安全こそが豊
かさの基盤だ

誰も置き去りにし
ない　年のはじめ
に考える

ワンチーム九州
逆境はね返すス
クラムを

科学技術立国
人を育てる政策を
掲げよ　成果偏重
が「失速」を招い

た

2020/1/3

2020/1/5
持続する九州へ
個性を紡いで成
長の力に

海に吹く風つかま
えて　年のはじめ
に考える

山形連携中枢都
市圏／仙山連携
の新たな主役に

＜多様性の時代
に＞３　スポーツ
が世界を変える

民意にもっと敏感
な政権運営を

エネルギー　安定
供給を改革の原
点に　多様な電源
構成で基盤強め
よ

民主主義の分岐
点　ポスト「安倍
政治」を見据え

変動する世界　米
国の復元力が問

われている

拓論’２０　五輪・
パラと日本社会

共生と公正求める
祭典に

産業構造の変化
捉えた高等教育
に  次代拓く人材

を(上)

2020/1/6

2020/1/7

休み

理を断ち切るとき

教育再生元年
学ぶ喜びを知って

ほしい

米国は再び輝け
るか　年のはじめ

に考える

社会保障改革／
将来不安の解消

には程遠い

＜多様性の時代
に＞４　表現の自
由考える対話を

社会保障と財政
制度の安心と信
頼を取り戻せ

拓論’２０　人口減
少と地方　恐れず
現実と向き合おう

「戦争しない国」
守るには

双方が自制し衝
突の回避を

に＞５　働く外国
人と共生の道を

2020政治展望　こ
の国のかたち問

い直せ

命は「きせきのつ
ながり」　年のはじ

めに考える

野党合流協議／
妥協せず政策の

感度を磨け

世界１００年の教
訓　協調の秩序
が試されている
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